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第一章 二十九歳、お一人様生活に元夫の突然の来襲








（──黙ってないで言ってみろ、今まで一体何をしていた）

　あの頃、彼はいつも苛立っていた。

（──無能だから無能と言ったんだ。失せろ、二度と僕の前に姿を見せるな！）

　冷たい目、傲慢な声、電話をしながら机を叩く指。

　それが私に向けられたものでなくても、心は少しずつすり切れていった。

（──仕事だ。君が知る必要のないことだよ）

　だって彼を理解したくても、二人の間にある壁の向こうに、私は絶対に入れてもらえなかったから。

（──話ならまた今度にしてくれ、悪いが今はそれどころじゃないんだ）

　通じない言葉、かみ合わない会話、届かない心。

　一人きりの夜と朝、味のしない食事。

　大好きだったはずなのに、どうして何もかもが、悪い方に転がっていったんだろう。

（──雪ゆき名な、来るなと言ったのに、どうしてこんな所に来たんだ！）

　心の何かが切れたあの夜、一人で外に飛び出した。

　土砂降りの中、行く当てもなく歩き続けて──ふと気づいた。

　左手の薬指に、まだ馬鹿みたいに指輪を嵌めていることに。

　それを引き抜いて、河川敷に投げ捨てた時、ようやく自由になったことを実感した。

　そう、その時私は、ずっと私を閉じ込めていた水槽から飛び出したのだ。──





　◇






「結婚おめでとう！」

「社長、おめでとうございます」

　ライスシャワーが舞い散る中、そんな声があちこちから飛び交った。

　初夏に入りかけの青空の下、日差しを浴びてキラキラ輝く新郎新婦が、笑顔で手を振っている。その背後には西洋の城のような白い教会。目にも鮮やかな木々の新緑が、青と白に美しい彩りを添えている。

　白百合のブーケは、新婦の友人の輪に飛んで、女性たちの歓声が上がった。

「あのドレス、カッツォーネのオートクチュールだって。お値段は三百万」

「ブルハの指輪は五百万、──新居は赤坂のタワマンで、その上一ヶ月の欧州旅行」

「見てよ、エリカの得意満面の顔、勝ち組オーラがダダ漏れになってるわ」

　祝福の裏で交わされる冷めた会話──それも無理はない。

　招待客の一角を占めているのは、新郎、水みず島しま孝こう太た郎ろうが社長を務めるウェブサイト製作会社『アビダス』の社員一同である。新婦エリカもそこの社員だから、全員が上司であり、同僚だ。

　新郎水島は二十八歳。顔は平均より少し上で、名門大学卒、親は大企業の役員だ。

　当然、会社の独身女性からは垂涎の的で、いわばここに招待された女たちは恋の負け組なのである。

　そんな憐れな女たちの中に、ネットクルー部デザイン課の、高たか梨なし雪名も交じっていた。

　ノースリーブの黒のワンピースは、彼女の肌の白さとスタイルの良さをこれ以上ないほど際立たせているが、『今日一番の負け犬』という不名誉なレッテルを貼られているだけに、恋をなくした女の怨念と寂しさを表しているように見えなくもない。

　──服のチョイス、失敗したな、と雪名は内心思っていた。

「あら、高梨さん、来てたんだ」

　その雪名の前で、友人たちの間をひらひらと回っていた新婦エリカが足を止めた。

　裁判所の前で『勝訴』の文字を掲げている人よろしく、まるで『勝者』と顔に書いてあるような笑顔である。

「こんなことになってごめんなさいね。でも、孝太郎君が選んだのは私だから、いい加減諦めてくれる？」

　白手袋の手でぎゅうっと手を握られて、雪名は強張った笑顔で頷いた。

　諦めるというかなんというか──、まぁ、もう好きなように思わせておくか。

「お幸せに、いい結婚式でした」

　そんな会話を交わす二人の背後では、同僚らが強張った笑顔で固まっている。

　なにしろアビダスの社員の間では、雪名とエリカは恋のライバルだ。

　水島に熱烈な片思いをした挙げ句、ふられたのが雪名で、妻の座をゲットしたのが四歳年下の若いエリカ。そういうことになっている。

　が、それは雪名にとって、ただただ迷惑な誤解にすぎなかった。

　余裕のある雪名の対応が不満だったのか、エリカは、もう一発とどめを刺しておくか、みたいな剣呑な顔になる。

「あっ、そうだ。せっかくだから孝太郎君の友達を紹介してあげましょうか。みんな有名大学を出て、親もお金持ち。大企業に勤めてる人ばかりですよ」

「いえ、私はそういうのはちょっと」

「そうですよねぇ。バツイチで三十路の高梨さんには、ちょっとハードルが高いですよね。孝太郎君の友達、みんなまだ二十代だし」

　いや、私もまだ、ぎりぎり二十代ですけど。

「離婚したのっていつでしたっけ？　そういえば前の旦那さんって、どんな人だったんですか？」

「……ろくでもない男です。それに、もう六年も前の話ですから」

　それを敗北宣言と取ったのか、エリカはようやく満足したように微笑むと、たっぷりとしたドレスの裾を翻して去って行った。

「はー、むかつく」

　エリカが去ると、雪名と同じ課の女性たちが、一斉に笑顔を消して目をつり上げた。

「高梨さん、ここはぐっと堪えて、セレブとお近づきになりましょうよ」

「そういえば、式場にすっごいイケメンがいなかった？　途中から来た人だけど、モデルみたいに綺麗な顔した男の人」

　そんな同僚らを尻目に、雪名は肩に付いたライスシャワーを払い落とした。

「ごめんなさい、私はそろそろ帰ります」

「ええっ？　何言ってるの。私たちの本番はここからじゃない」

「社長のことなんか忘れて、もっと家柄のいいお金持ちの男をゲットしましょうよ」

　そもそも水島を好きだったことなど一度もないが、雪名はいつものように、さらりと笑って受け流した。

「本当にいいです。洗濯物も干したままだし、部屋の掃除もまだなので」

　同僚の盛り上がりに水を差した形だが、元々人付き合いが悪い雪名が一人抜けたところで、それほど気にする者はいない。

　家柄のいい金持ちの男など、雪名にしてみれば金輪際お近づきになりたくない人種だ。

　しかし、ようやく混雑を抜けると、今度は、エリカが所属していた総務課の輪に行き当たった。

　そこの女性たちとの折り合いが悪い雪名は、急いで回れ右をしたがもう遅い。

「でもデザイン課の高梨さんさぁ、よく二人の式に顔を出せたよね」

「さすがは社長のストーカー。こんな所にまで、社長を追い掛けてきたんじゃないの」

　これみよがしな陰口に、こめかみの血管が膨らんだが、いつものようにのみ込んだ。

　彼女たちはエリカの取り巻きだ。だからエリカの嘘を全て真に受けているのだ。

　これが同じ課の同僚だったら、さすがに耐えられなかったかもしれないが、フロアの違う総務課の彼女たちとは、よほどのことがない限り顔を合わせることもない。

　いずれにしても、今日の苦行はこれで終わりだ。さっさと家に帰って残りの休日をゆっくり過ごそう。

　気を取り直した雪名が、軽い足取りで荷物を取りに式場に戻った時だった。

「だから探せって言ってるんだよ。あの人がわざわざ式に来てくれたんだぞ。俺が挨拶しなくてどうすんだよ」

　スマホを耳に、場違いに苛立った声を上げている男と、出入り口で鉢合わせになった。

　新郎の水島だ。雪名にとっては顔を合わせるのも嫌な男。

　そんな雪名を見た水島も、露骨に嫌な顔になる。

　かつて、この水島の自信に満ちた求愛を、雪名はきっぱり断ったのだ。もう一年以上も前の話だが、水島はまだその時のことを根に持っているらしい。

「へーえ、本当に来たんだ」

　実質参加を強制したくせに、しかも今日何度も目が合ったくせに、水島は白々しく眉を上げた。そして上から下まで──値踏みでもするような目で雪名を見て、冷笑を浮かべる。

「てか、相変わらず貧乏臭い女だな。もうちょっと服には金使えよ」

「おめでとうございます。いい結婚式でした」

　雪名は聞こえないふりでやり過ごそうとした。

　心の中では、いつものフレーズがじわじわとボリュームを上げてリフレインしている。

「待てって」

　水島は雪名の肩に手を掛けると、その瞬間鳥肌の立った雪名の耳に口を寄せた。

「今になって後悔してるんだろ。俺と結婚しておけばよかったって」

「…………」

「意地張らずに連絡してこいよ。まだセフレの席なら空いてっから」

　世の中、金のある男はクズばかりなの？

　男なんて──私の人生に、二度と、いらない。




「ただいま」

　帰宅した雪名は、１ＬＤＫの我が家の電気を点けると、真っ先にリビングに置いてある水槽に向かった。

「遅くなってごめんね。いい子にしてた？」

　もちろん水槽の中をひらひら泳ぐ熱帯魚たちが返事をするはずもない。

　それでも、息づくようなモーター音の中で優雅にひらめくアクアブルーの尾ひれを見ていると、心に溜まった沈殿物が溶けていくような感覚になる。

「さぁて、今夜は豪華なお寿司もあるし、漬物だけにするかな」

　疲れるだけの結婚式だったが、引き出物に罪はない。

　高級寿司の詰め合わせと、人気店のバターケーキ。

　これだけで、今日の全てを帳消しにしてあげてもいいくらいだ。

　長袖シャツとスウェットに着替えてベランダに出た雪名は、足元に並んだプランターから、ミントの葉を摘み取った。それからお吸い物に使う大葉も。

　夕食前に、まずはハーブティーとバターケーキをいただこう。ぬか床に漬けたキュウリはまだ食べ頃じゃないから、余り野菜で簡単な浅漬けでも作るかな。

　キッチンで自家製ハーブティーを煎れ、そこに摘み取ったミントを浮かべる。

　切り分けたケーキとティーカップをリビングのローテーブルに運ぶと、雪名は傍らのソファに腰を下ろした。

　去年、三十年ローンを組んで買ったこのマンションをのぞけば、ベージュブラウンのカウチソファは、雪名が持っている唯一の贅沢品だ。イタリア製で、身体全体をふんわりと優しく包み込んでくれる。

「極楽……」

　足を放り出して呟いた雪名は、リモコンでテレビのスイッチを入れた。

　楽しみにしていたドラマの第二シーズンが、今日から配信されている。夕飯は遅い時間にして、一気に五話くらいまで見ちゃうか。

　小気味よいオープニングメロディを聴きながら、フォークで切り分けたケーキを口に含んだ雪名は、しみじみと幸福を覚えて目を閉じた。

　窓の外には夕焼けが広がって、朝干した洗濯物がひらひらと風に揺れている。

　なんて幸せなんだろう。

　というより、なんでみんな、この贅沢な時間を手放して、結婚なんて窮屈な道を選ぶんだろう。

　今日、もし雪名に発言することが許されるなら、エリカに一言こう言ってあげたかった。

　水島が最低男だというのはひとまず横に置いておくとしても、結婚はゴールじゃない。

　お金がある生活は、最初こそ驚きに溢れているがすぐに飽きる。

　というよりお金持ちにはお金持ちのルールや考え方があって、それに合わせて生きていくのは、結構大変なことなのだ。

（本気であんな汚いものを、伊い織おりさんの口に入れようとしていたの？）

　御み堂どう伊織──元夫の、冷たく整った顔と、最悪だった過去の一幕を思い出し、雪名はぶるぶるっと首を横に振った。

　もちろん人の幸福はそれぞれだ。でも、自分には今の暮らしが一番だし、絶対に手放すつもりはない。

　そう、二度と私は水槽の中には戻らない。──





　◇






「新しい専務、三十六歳の独身だって！」

　翌月──木曜日。

　社長の水島がハネムーンで不在の会社では、その噂で持ちきりになっていた。

　株式会社アビダス。

　自治体や企業のウェブページを開発・製作する会社で、自治体ホームページに初めてＣＭＳ（コンテンツ・マネジメント・システム）を導入したことで知られている。

　親会社は、テクノロジーソリューソョン分野では日本最大手の『山やま通つう』で、アビダスの役員は、社長の水島をはじめ全員山通からの出向だ。

　その中で、いわば名誉職でもある専務取締役のポストは、代々山通の定年退職者が就くのが恒例となっていた。

　ただ、前の専務が健康上の理由で退職して以来、そのポストは空席のままになっている。

　人事のトラブルでもあったのか、半年以上後任が決まらず、決まってからも氏名が公表されないままだった。それが今日、本人の出社と同時にようやく解禁になったのである。

「三十六って若すぎない？　あのポジション、後期高齢者のためにあるんだと思ってたわ」

「山通のサイトで検索しても名前が出てこなかったから、今までみたいな役員の天下りじゃないみたいよ」

「なんて名前？」

「それがちょっと難しいの。えーと」

　しかし、今日が納期のウェブページ製作に追われる雪名は、それどころではなかった。

　周囲の声がたまに耳に入ってくるが、作業中のバックミュージックみたいに右から左に流れていく。

「みんな、いい報せがあるぞ」

　その雪名がようやく一息ついた午後三時──デザイン課のチーフが、外出先から戻ってきて、いきなり弾んだ声を上げた。

「今日、新しい専務の歓迎会があるんだが、社員全員、参加できることになった」

「えっ、全員？」

　その場にいた全員が微妙な顔になったのは、先日の結婚式でも大出費だったのに、歓迎会でまた参加費を徴収されると思ったからだろう。

「……確か歓迎会は、役員と課長級以上でやるって聞きましたけど」

「それが、専務の費用持ちで全員を招待してくれるっていうんだ。聞いて驚け、港区の堂山ヒルズ！」

　──えっ。

　雪名の手からステンレススチールの水筒がガコンッと落ちた。

「そこの人気店『ノービリス堂山』を、専務自ら貸し切ったっていうんだから、なかなかの太っ腹だぞ。もちろん専務の全額奢りだ」

「うっそぉ、あのセレブ御用達の？」

「あの店、一般人が予約しても一年待ちですよ」

　思わぬワードで動揺してしまった雪名は、足元に転がった水筒を急いで拾い上げた。

　堂山ヒルズ。

　正式名称『堂山タワービル』は、港区にそびえる超高層ビルである。

　東京のランドマーク的存在で、オフィスや美術館、ブランドショップや飲食店などが入っている。

　総工費二千億円。日本の名所でセレブの象徴でもあるそのビルのオーナー一族こそが、雪名がかつて嫁いでいた御堂家なのだった。

「なんでも専務の友人が、その店に顔が利くんだそうだ。とにかく今日は、何があっても六時に現地集合だぞ。これは上司命令だからな」

　湧き上がる歓声の中、雪名一人が青ざめた顔で廊下に出た。

　人生で二度と行くことがないと思っていた場所に、まさか今日、なんの心の準備もなしに行くことになるなんて。

　──大丈夫、落ち着いて、私。

　窓の前で大きく深呼吸してから、雪名は持ってきた水筒のキャップを開けた。

　冷えたハーブティで喉を潤すと、どくどく鳴っていた心音が少しずつ治まってくる。

　今となっては目にするのも嫌な建物だし、この六年一度も近づいたことがなかったが、あのビルに行ったからといって、何も御堂家の人たちと顔を合わせるわけじゃない。

　万が一、いや、万々が一会ったとしても、もう全ては過去の話だ。

　家を出てから半年もかかったが、弁護士が間に入ってくれて、無事に離婚も成立した。

　あの家と雪名はもう、完全に無関係なのだ。

　ようやく気持ちが落ち着いた雪名は、もう一度深呼吸してからオフィスに戻ろうときびすを返した。

　──御堂さん、元気にしてるかな……。

　ふと思ったが、すぐにその感傷じみた思いを頭から追い払う。

　地下二階地上五十四階建ての堂山ヒルズ。

　その最上階にオフィスを構える元夫、御堂伊織は、雪名がその高みから下りてしまえば、地上からは決して見えない、天上人のようなものだった。

　堂山ヒルズは有名だが、その管理会社の、さらに親会社まで辿らないと夫の名前さえ出てこない。

　厳重な警備に守られた芦屋の邸宅も、彼が普段利用する店やホテルも、雪名が今住む世界からは垣間見ることすら難しい。いわば、富裕層のみが立ち入れる異世界のようなものである。

　その異世界に、たった半年だけ雪名は迷い込んでいた。そして心も身体もボロボロになって現実世界に戻ってきたのだ。

「専務、こちらがネットクルー部のオフィスになります」

　その時、エレベーターホールの方から総務課長の声がした。

　どうやら噂の新専務が、課長に社内を案内してもらっているらしい。

（新しい専務、三十六歳の独身だって！）

　そういえば、別れた夫も同じ年だったことを、雪名はふと思い出していた。

　皮肉なことに誕生日が同じだったから、自分が年を取る度に、七歳年上の元夫の年も意識してしまう。

　もちろん、これからお目にかかる新専務は、元夫とは真逆な性格をしているのだろう。

　なにしろ元夫──御堂伊織は、絵に描いたような非社交的な人間だったからだ。

　資産家で、しかも恐ろしく頭がよくなければ、ただの社会不適応者だったに違いない。無口で無愛想。人嫌いで──これは結婚してから分かったことだが、怒りっぽく、他人のミスを絶対に許さない。家では絶対君主のような尊大な態度で、使用人たちが次々と辞めていったのをよく覚えている。

　度の強い眼鏡の下の目は爬虫類のように冷たく、結婚して以来、一度も笑った顔を見たことがない。

　それは、不幸にも彼の父が式の直前に急逝したという事情もあったのだろうが、婚約している時から、滅多に笑わない人だった。

　大切なパーティですらさっさと帰ってしまうような偏屈な人が、社員全員を招いて有名店で歓迎会──しかも自分の──を開くなんて天地がひっくり返ってもあり得ない。

　むろんそれ以前の問題として、日本で五指に入るほど資産家の彼が、いくら大手企業を親会社に持つとはいえ、こんな小さな会社の役員になるはずがなかった。

　苦笑して歩き出そうとした雪名の目に、スーツ姿の男の集団が飛び込んできた。

　新専務を案内している一行だ。どこかで見た顔が一人、そこに交じっている。

　一瞬、動悸が高まったが、すぐに他人のそら似だと分かって息を吐いた。

　過去にも、こういうことは何度かあった。背が高くて顔立ちの整った人を見ると、つい元夫を連想してしまうからだ。

　今、近づいてくる人も、かなり似ているが別人だ。そう、別人に決まって──

「──、……、えっ？」

　静まりかえった通路に、水筒がリノリウムの床に転がる音が響き渡った。

　あからさまに嫌な顔をしたのは、先頭に立つ総務課長である。

「なんだ、君は。早くそれを拾いなさい！」

　しかし、その声を制するように、背後から背の高い男性が歩み出てきた。

　転がった水筒を拾い上げる長い指──鉢合わせになった瞬間から、雪名はその人の顔を認識していた。

　別れた夫と、どことなく面影が似ていたからだ。でも──でも。

　これは悪夢の続きだろうか？　それとも、今がまさにその悪夢のただ中？

「どうぞ。少し傷になったみたいだよ」

　穏やかな口調で言うと、その人は紳士的な物腰で、雪名に水筒を差し出した。

　爪の先まで手入れされた綺麗な指。淡く匂う白檀の香り。

　切れ長の目と筋の通った高い鼻。整いすぎて冷たい印象しかなかったはずの顔が、今は別人のように優しい微笑を浮かべている。

　雪名が立ちすくんでいると、たまりかねたように総務課長が声を荒げた。

「ぼんやり突っ立っていないでお礼を言わないか！　この人は、君が失礼をしていい相手じゃないんだぞ！」

「あっ、す、すみません」

　雪名は急いで頭を下げると、見慣れた手から水筒を受け取った。それでもまだ、頭は混乱のただ中にある。

　これは何かの夢？　それともドッキリ企画か何か？

　ううん、待って、やっぱり他人のそら似だわ。

　だってあり得ない。冷血鉄仮面のあの人が、こんなに優しく微笑んでいるなんて。

　しかも自分の目の前に物を落とされて、──どうぞ、ですって？

「元気そうだね」

　ぎょっと顔を上げた雪名は、ようやくまじまじとその男──元夫であることはすでに間違いない──御堂伊織を見た。

　冷たい顔をことさら冷淡に見せていた眼鏡はかかっていない。

　額を重く覆っていた前髪は適度に梳かれ、緩いウェーブがかかっている。金持ちのくせに身なりに頓着のなかった御堂が、今は──上から下まで高級ブランドで固めている。

「いやぁ、専務のお知り合いですか。それは失礼しました。高梨君、そうならそうと先に言わないかね」

　猫なで声になった課長に、御堂はビジネスシーンに出てきそうな笑顔を向けた。

　百人中百人が、「この人、いい人だなぁ」としみじみ思うであろう──雪名がこれまで見たことのないほど、柔和で優しい、完璧な笑顔である。

「高梨さんとは、昔、仕事で一緒だったことがあるんです。実はこの会社でお世話になると決まった時から、再会するのを楽しみにしていたんですよ」

　もう一度雪名は元夫を見上げた。──あるんです？　いたんですよ？

　自分より格下の相手に、なんでそんなしゃべり方……？

「ほう、仕事といいますと？」

「若い頃の話です」

　やんわりと会話を切り上げて微笑むと、御堂は雪名に向き直った。

「今夜、歓迎会に来るだろ？」

「……は、ぃ」

「よかった。じゃ、その時にゆっくり話そう」

　はい……？

　立ちすくむ雪名の横を、専務ご一行様がぞろぞろと通り過ぎていく。

　最後尾に付き従う総務課の女性社員らが、牽制するような目で雪名を睨み──そして通路は再び静寂に包まれた。

　一人になった雪名は、壁に背を当てて、パニックになりそうな自分を支えた。

　元夫との再会なら、悪夢の中で何度も何度も経験した。そのいずれのシーンでも、彼の対応は同じだった。

　冷たい切れ長の目をすがめ、眼鏡のブリッジに指を当て、そして一言。

（よく僕の前に顔を出せたな）

　──ていうか、あの人、誰……？

　元気そうだねって何？

　てか、あの似合わない営業スマイルは一体何？

　というよりあの人に、怒っているか、不機嫌か、考え込んでいる以外の顔があるなんて知らなかった。

　いわば元夫のかぶり物の中に、見知らぬ他人が入っているようなものだ。

　あの男──御堂伊織と同じ顔、同じ声を持つあの男は、何者なの……？







第二章 結婚できないのは君のせい？　元夫の勝手な言い分








　その夜、御堂の歓迎会は、予定どおり堂山ヒルズのレストランで開催された。

　床はきらめくような大理石。高い天井はアンティークなシャンデリアで飾られ、開放感のある広い店内には、カウンターバーまである。黒服のギャルソンも揃えたように美しく、中央のステージでは、ピアノ奏者がクラッシックの名曲を奏でている。

　変わらないな、と思いながら、雪名は用意された席についた。

　ただ、ありがたいことに店員に知った顔はない。仮にいたとしても、カジュアルなノースリーブのニットに、フレアスカート姿の雪名を見て、七年前オーナー夫人として訪れた女性と同一人物と思う人はいないだろう。

　そんな中、たった一日でアビダスの王子様──そう言うには多少年がいっているが──になった御堂は、当然のように女性社員の熱い視線を一身に浴びていた。

　どこにいても目立つ百八十七センチの長身に、イタリアンクラシックのグレーのスーツ。

　スツールに腰を預け、顎に指を当てて微笑む彼は、まるでメンズファッション誌から抜け出したモデルのようだ。

　実際、全てのアングルが嫌味なくらい様になっていて、全方面の女性の心を鷲掴みにしている。

　しかも、ご丁寧に会場のテーブルひとつひとつを回って、社員全員に酒を注いでいる。あの御堂が──どんな席でも誰にも頭を下げなかった、絶対君主の御堂伊織が。

　──いやいやいや、……あの人、一体何者よ？

　再び異世界に紛れ込んでしまったような居心地の悪さを覚えながらも、雪名はひたすら料理を口に運び続けていた。

　ノービリス堂山のシェフは、フランスの三つ星レストランで修行を積み、斬新かつ懐古的な創作フレンチを作ることで知られている。御堂と結婚していた頃、雪名もよくこのレストランを利用していた。

　その味を再び堪能できるのだ。飲み放題のワインリストも、かなり高額な値段のものが交じっているし、御堂の奢りというのが引っかかるが、食べ物に罪はない。

　そんな雪名のテーブルには、普段から折り合いの悪い総務課の女子が何人か同席しているが、全員が御堂に気を取られているのか、珍しく嫌味を言ってこない。

　ただし、当然のように、聞こえてくる話題は御堂のことばかりだった。

「すごく優しい人なの。書類をお持ちしたら、とても愛想良く対応してくださって」

「本物の紳士ってああいう人のことをいうのね。夕方、エレベーターで一緒なったんだけど、うっかり落としたバッグの中身を、嫌な顔ひとつせずに拾ってくださったのよ」

「今日のプレゼン、俺、つかみのジョークで失敗してさ。会議室が冷え切ったんだけど、専務だけは笑って拍手してくれたんだ。マジ、神だよな」

　今見ているものが悪夢なら、酔えば現実に戻れるのだろうか？

　雪名はグラスのワインを一気にあおった。

　というより、元夫の、あの変わりようはなんなのだろう。

　あんなにおしゃれな人だった？

　あんなに社交的で、女性相手にフェロモンオーラ全開で笑うような男だった？

　もう私には関係のない人だけど、あの嘘くさい笑顔にみんながころりと騙されている姿を見ると──なんだろう。なんだか妙に苛々する。

　これまで耳にした噂を総合すると、どうやら御堂は、山通からの出向という本来のルートでアビダスの役員になったらしい。

　少なくとも、雪名以外の社員は全員そう信じているし、雪名も御堂の前歴については、自分と結婚していたことも含め、一切知らぬ存ぜぬで通している。

　──そりゃ、仕事柄、山通とつながりがあっても不思議じゃないけど……でも、いくらなんでも、その子会社の専務になるっておかしくない？

　どう考えても腑に落ちないが、ひとつだけ間違いのない事実がある。

　彼が、雪名がいると知っての上でこの会社にやってきたということだ。

　さすがにこれを偶然と片付けるには無理がある。

　新しいワイングラスを傾けながら、雪名は次第に腹が立ってきた。

　──つまりこれは、六年前に勝手に家を出た私へのあてつけってこと？

　あの馬鹿社長と同じで「俺にしとけばよかっただろ」って言いたいわけ？

　で、また私は、御堂さんから逃げなきゃいけないの？

　何もかも失ったところから、ようやくここまでやってきたのに、また振り出しに戻されるの──？

「……理不尽すぎる」

　呟いた雪名は、皿を持って来たギャルソンに、残りの料理を持ち帰りたいと声を掛けた。

　そろそろ御堂がこのテーブルにも回ってくる。その前に帰ってしまおうと思ったのだ。

「ほんと倹約家だよね、高梨さんって」

　ギャルソンが去ると、対面に座る総務課の女性たちがくすくすと笑い出した。

「こんな高級店で、持ち帰りしたいなんて言う人初めて見た」

「そういえば今日、専務の前でわざと水筒を落としたって本当の話？」

「社長が結婚したから、次は専務狙いなの？　バツイチだからって焦りすぎでしょ」

　さすがにうんざりした雪名が、反論しようと口を開きかけた時だった。

「この店は、リデュースに熱心に取り組んでいるから、基本持ち帰りオーケーなんだ」

　背後で穏やかな声がして、雪名の前に座る女性たちが、凍りついたように表情を止めた。

　雪名が振り返ると、そこに御堂が立っている。

「リデュースとは、ごみの減量の取り組みのことだよ」

　優しく言い添えた御堂は、雪名の椅子の背に手を掛けた。背中に彼の指が当たり、仄かに香る白檀の香りに、思わずドキリと息をのむ。

「日本ではまだ馴染みが薄いが、海外だとレストランの持ち帰りは普通でね。セレブになるほど環境問題への意識も高い。ちなみに僕も、よく持ち帰りを利用しているよ」

　強張った顔で固まる雪名に、御堂は「そうだろ」とでも言わんばかりに微笑みかけた。

「遅くなってごめん、なかなか話が切れなくて。よかったら別の場所で話そうか」

　数秒してその意味を理解した雪名は、弾かれたように首を横に振った。

「い、いえ、私ならもう、帰らせていただこうと思っておりまして」

「じゃあ、ここで話そうか。料理のパッケージまでまだ時間があるだろう」

　そんな御堂に席を譲ろうとでも思ったのか、隣席の男性が慌てて席を立つ。「どうぞ」と、男が言う前に、雪名は席を立っていた。

「──別の場所で」

　もはやテーブルは静まりかえり、それどころか場内の注目も二人に集まっている。

　この状況で、場所を変える以外の選択肢などあるはずがない。

「実は昔からの知り合いなんです。以前アルバイトをしていたコンビニに、たまに来ていたお客さん。知らなかったー、まさか、山通のえらい人だったなんて」

　引きつった笑顔で嘘八百を並べ立ててテーブルを離れると、足元が少しふらついた。

「大丈夫？」

「お気遣いなく」

　当然のように差し出された手を、雪名は後ずさるようにして、丁寧に拒否した。

　あまりお酒に強くもないのに、今日は少し飲みすぎてしまったようだ。

　居心地の悪い店で、ずっと不安で、どこか苛々した気分だったから。

　そう──それは何もかも、隣を歩くこの男のせいだけど。

　もはや疑う余地はない。これは──御堂伊織の報復だ。

　何が目的か知らないが、私の世界に遊び半分に踏み込んできて、子供が砂場を荒らすみたいに、全部をぐちゃぐちゃにしてしまうつもりなのだ。

　もちろん、六年前のことでは、御堂も雪名に腹を立てているのだろう。

　置き手紙ひとつ残さずに家を出て、後は一切顔を合わせずに逃げ回っていた。

　離婚に際し、御堂が出してきたたったひとつの条件も、結局雪名は果たすことができなかった。

　でも、だからって、御堂に罪がなかったとは言わせない。

　確かに何も話し合わずに別れたのは悪かった。ただそのことは──離婚を決意した雪名の気持ちや原因は──暗黙の了解で彼も分かっていると思っていたのだ……。




　パーティションで仕切られたカウンター席に着くと、そこには新婚の頃によく飲んだピンクゴールドのシャンパンが用意されていた。

「君が好きだったのを思い出して」

　この期に及んで、まだ紳士的な態度を崩さない御堂を、雪名は精一杯の非難をこめて睨みつけた。

　というより、睨んでいないと、なんだか妙な気分になってしまいそうだった。

　涼しげに微笑む切れ長の目。厚みを帯びた男らしい唇。胸にも腿にも厚みがついて、二十代の頃とは別人のようなセクシーな雰囲気を漂わせている。

　その唇や、関節の太い長い指が、かつて自分の身体に触れたのだと思うと、変に意識してしまいそうだ。

　それから──微かに匂う白檀の香りにも。

「このシャンパン、本当のことを言えば、あまり好きじゃなかったんです」

　冷たく言うと、雪名はグラスを押し戻した。

「あの頃の私は、あなたの好みに合わせていただけなんです。食事も服も、お酒も全部。ついでに言えば性格も」

　意味が分からないのか、御堂は不思議そうに眉を上げる。

　雪名はますます語気を強めた。

「田舎の大学を出たばかりの二十二歳が、初めての東京で、見知らぬ人たちに囲まれて生活することになったんです。あなただけが頼りでした。気に入られるためならいくらだって猫を被りますよ」

　御堂は何も答えず、もう一度──グラスをやんわりと雪名の方に差し出した。

　雪名はそれを、あてつけのように横に押しやる。

「話ってなんですか。早く済ませてもらえると助かります。分かってると思いますが、人の目も気になるので」

「ここは会場と離れているし、誰に立ち聞きされることもないよ」

「二人して抜けたんですよ？　絶対に怪しく思われてるに決まってる。変に誤解されてやっかまれると、仕事にも支障があるんです」

　御堂は黙って、グラスに厚い唇をつけた。

「ウェブデザイナーなんだって？」

「……、ええ」

「君にそんな特技があるとは知らなかったから、驚いたよ。資格を取ったのはいつ？」

「四年くらい前です。当時は非正規だったから、どうしても正社員になりたくて」

　なんだろう。なんの話？

「君が関わった仕事は全部見たよ。僕に善し悪しは分からないが、お得意様の評判はいいみたいだ。実は君の噂を聞いたのも、僕の顧客からでね」

「顧客……？」

「Ｋ社の沖おき田たさん。──昨年、パーティの席で一緒になって、君の噂を聞いた。すごく、君のことを褒めていたよ」

　Ｋ社は大手広告代理店で、企画部長の沖田とは、二年前、ウェブサイトのリニューアルで一緒に仕事をした。

　少しだけ嬉しくなって、雪名は頬をわずかに染める。

「もしかして沖田さん、私が以前あなたと結婚していたことを知ってたんですか」

「知らないよ。知っていたら逆に言うはずがない。僕の周辺じゃ、君の話は未だにタブーだからね」

「六年も経ってるのに？」

「当時の僕が失意にくれて、何年も塞ぎ込んでいたからじゃないか」

　さすがにそれには、雪名は警戒心も忘れて唇を緩めていた。

「嘘ばっかり。絶対そんなタイプじゃないくせに」

「逆に聞きたいよ。僕は、君にはどういうタイプに見えていたんだ？」

「社交辞令の言葉を求めてるんですか？　それとも本音？　後者なら、業務外の発言として処理していただけると助かります」

「僕は最初から業務外のつもりだよ」

　ふぅんと思った。いつまでその、人のいい羊の皮を被っているつもりなのかしら。

「じゃ、言います。仕事人間、自己中心的で傲慢な人。我が儘、身勝手、冷血漢。婚約中は無口で大人しい人だとばかり思ってたから、結婚してすぐに騙されたって思いました」

「ひどいね」

　呆れたように言って、しかし御堂はすぐに苦笑した。

「言い訳はしたくないが、当時は気持ちに余裕がなかったんだ」

「言った端から言い訳してるじゃないですか」

「してるね。──まぁ、母や親戚のことも含め、君には悪いことをしたと思っているよ。離婚されたのも当たり前だ」

　自分からは何ひとつ訴えていないことを彼に言われ、雪名は戸惑って言葉をのんだ。

　御堂の母、御堂雅まさ美みとは、結婚してからずっと同居していた。

　彼女は後妻で、御堂には継母にあたる。御堂の父と結婚したのがその三年前で、雪名が嫁いだ時、雅美は四十歳という若さだった。

　仕事で滅多に帰宅しない御堂に代わり、雪名に上流社会のルールを教え込んだのは雅美だった。が、彼女の厳しさや冷たさ──なにより雪名を一切認めようとしない態度に、苦しめられたのは本当の話だ。

　ただ、当時の御堂家は、世帯主だった義父を事故で亡くしたばかりだった。

　事業を引き継いだ御堂に余裕がなかったのも、息子に恥をかかせまいと若い後妻がピリピリしていたのも、六年経った今なら、多少は理解している。

「……お義母様は、今は？」

「この春、再婚してね。今はイギリスで暮らしている」

「再婚？　あのお義母様が？」

「驚くことかい？　母の年を考えれば、もっと早くこうなってもよかったくらいだ」

　そうか──悪夢を見るほど苦しめられたあの人は、もう日本にはいないのか……。

　いや、だからといって、もう雪名には関係ない。それに御堂の周りには、もっと厄介な人たちが大勢いた。雅美以上に、雪名を苦しめた人も。──

「実は来月、ここでささやかな結婚パーティを開く予定になっているんだ。よかったら顔を出してみるかい」

「は？　冗談でしょ？　絶対に嫌です」

　ぞっと雪名はおぞけをふるった。御堂家の親戚が勢揃いするパーティになんか、死んでも参加したくない。

「聞いたのは私ですけど、その話はもういいです。よく考えたら、二度と会うことのない人たちですから」

　彼を遮るように言って、雪名は、グラスのワインを一気にあおった。

　離婚してから六年も経ったのに、馬鹿みたいに意図的に避けている話題があることに、今さらながら気づいてしまったからだ。

　彼の口から、絶対に聞きたくない名前があることに。

「僕ならまだ独身だよ」

「聞いてないし、関心もないです」

「でも見合いなら、この五年で三十回はやった」

　さすがに雪名は顔を上げた。見合い？　御堂さんが？

「なんで……？　み、御堂さんなら、見合いなんてしなくても」

「もちろん、金の匂いだけで結婚したがる女は大勢いる。いくら僕が、傲慢で自己中心的で我が儘な男でもね」

　言ってやりたかった皮肉を先に言われ、雪名は気まずく目を泳がせる。

　御堂は、自分もグラスに唇をつけた。

「前提として、僕の周りには、なんとかして僕を、身内と結婚させたい輩が多いんだ。もちろん僕も、ずっと独身でいたかったわけじゃない。同級生が次々親になっていくのを見ると、人並みに虚しさを覚えたよ」

　はぁ、と雪名は訝しみながら頷いた。その気持ちは分からなくもないが、御堂の口から出ると違和感しかない。そして自業自得だとしか思えない。

「僕ももうすぐ四十だ。意外に思うかもしれないが、このまま一人で年を取りたくない。残り、二十年か、三十年か、できれば誰かと一緒に年を重ねていきたいんだ」

「──、まぁ、……それで？　まさかと思うけど、それだけお見合いして全部だめだったんですか」

「断ったのは僕だよ」

　御堂は食い気味に返し、その後で「まぁ、逆もあったが」と付け加えた。

「その内何人かは、おつきあいしようという話になって、──結婚的な流れにもなった。でも、だめだった。もって一ヶ月か二ヶ月か、どうしてもそれ以上は続かない」

「は？　それ短すぎません？　じゃあ、一体なんのためのキャラ変なんですか」

「キャラ変？」

「その、思いっきり女性に媚びを売る感じのキャラのことですよ。今日は本当にびっくりしました。御堂さんの皮の中に、別の人がいるのかと思ったくらい。てか、いつから、そんなおかしな人になっちゃったんですか」

「……、おかしいかな」

　御堂は微笑したが、その笑顔はどこか引きつって見えた。

「おかしいですよ。中年男がもてようと必死になってる感じが痛いです。御堂さんならそんな真似しなくても、堂山ヒルズのオーナーだって言えば、いくらでも女性が寄ってくるじゃないですか」

「逆に来ない人もいるよ」

「いいじゃないですか。そういう人は、そもそも御堂さんの奥さんは務まらないんだから」

「……、本題に入っても？」

　御堂の声のトーンが下がる。言い過ぎた自覚があったので、雪名は逆らわずに頷いた。

「どうぞ……、手短にお願いします」

　というより、なんだって私、この人とこんなに長く喋ってるんだろう。

　昔の御堂は本当に口下手で、サービス精神はゼロ以下。会話なんて三分も持たなかった。結婚してからは、雪名も心を閉ざしていたから、まともに会話した記憶もない。

　なのに──六年という歳月が、私もこの人も変えてしまったんだろうか。

「誰とつきあっても長続きできないのには理由がある。僕は、──正直に言えば──自信がないんだ。この件に関しての失敗体験があまりに大きすぎて」

「失敗体験？」

　御堂の大袈裟な言葉が理解できず、雪名は訝しく眉を寄せる。

「君との離婚だ。破綻した結婚生活のことだよ。そもそも僕たちが、いくつで婚約したと思う」

「……確か私が高校一年の時ですから、御堂さんは……二十三？」

「もっと前だ。君は知らないと思うが、十七歳の時には父から婚約の話を知らされていた。相手は信州で暮らす小学四年生のお嬢さん。最初は冗談を言われているのかと思ったよ」

「えっ？　そんな早く？」

　雪名は目を丸くした。

　雪名は信州の旧家に生まれた。分家ではあるが、その地方を治めていた有名な武将が祖先になる。

　御堂の父は東京で不動産事業をやっていて、その武将のファンだったことから、両家の縁談はのりで決まったと聞いていた。

　が、それを雪名が知ったのは高校一年生の春である。

　御堂伊織と初めて会ったのはその年の冬で、たどり着くのに相当難儀したらしく、家を訪ねてきた初っ端から、彼は恐ろしく不機嫌そうだった。

　むっつりと押し黙った彼に、会話に困った雪名がこう切り出したのだけは覚えている。

（御堂さんは、私と何がしたいんですか？）

「自分で言うのもなんだが、当時の僕は極めて真面目な、父親に命じられたことは愚直なまでに真剣に取り組む子供だった。いくら小学生とはいえ、婚約した以上は誠意を尽くさなければいけない。もう一度僕の年を思い出してくれ。十七歳だ。そして、大学を卒業した君と結婚したのが二十九。つまり僕はその年まで、君以外の女性を全く──一切、知らなかったんだ」

「……はぁ」

　いや、でも婚約ってそこまでしっかりしたものだった？

　婚約を決めた祖父も、大人になって改めて考えたらいいと言って笑っていたし、雪名も、二十歳になるまであまり本気にしていなかったくらいだ。

「僕の青春は、手を握ることもできない未成年の君に奪われたも同然だ。その君にもたった半年で逃げられ、残されたのは、恋愛の仕方も分からないアラフォーだよ。少しは責任を感じる気にならないか」

「えっ、……はい？」

「結婚紹介所にも登録したし、婚活パーティには数え切れないほど参加した。僕が女性に対する振る舞いを学んだとしたらその時だよ。カウンセリングは毎週で、高名な心理学者のセミナーも受けている。それでも、僕は、──恋愛も結婚もできないんだ」

　そこまでしたの？

　年収だけでも相手は釣り放題だろうに、それでも駄目だったってこと？

「言ってみれば、僕がこうなったのは、全部君のせいなんだ」

　カウンターの上で指を組む御堂の目は真剣で、間違いなく大真面目に言っている。

　雪名はぽかんと口を開けたままだった。

　いや、それはただの言いがかりでしょ。

　それを言うなら、私がこうなったのも、全部あなたのせいなんですけど。

　それでも席を立つ気になれず、憤りも湧いてこないのは、七歳年上の元夫に、こんな風に弱音を吐かれたのが初めてだったからかもしれない。

　性格はともかく、たった一人で堂山ヒルズを成功させたくらい優秀な彼が、別れた妻相手にめちゃくちゃ情けないことを言っている。

　そのことに、この人は気づいているのかしら。──





　◇






「ちょっと御堂さん、酔いすぎですよ」

「それは君の方だろう。まともに歩けていないじゃないか」

　実際、どちらがどちらを介抱しているのか分からないほど酔いが回った二人は、日付を超えてから雪名のマンションに転がり込んだ。

「休んでてください。今、水を持って来ますから」

「いや、僕が持ってくるよ」

「私の部屋ですよ？　どこに何があるかも知らないくせに」

　そう、私の部屋だよね？

　ふらつく足でキッチンに向かいながら、一瞬冷静な思考が頭をよぎる。てか、私、何やってんの？

　二度と顔を見たくなかったはずの元夫と、よく分からないのりで、こんな時間まで飲んでしまった。

　堂山ヒルズを出て、二軒目のバーに行ったのはなんでだっけ？

　で、なんで今、私の部屋？

「ちょっと、狭いのが珍しいからって、じろじろ見ないで下さいよ」

「そうじゃないよ。熱帯魚がいるから驚いたんだ」

「貧乏人には魚すら飼えないとでも？　御堂さんの駄目なところリストにひとつ追加。デリカシーが、なーい」

　グラスを差し出した途端にふらついて、立ち上がった御堂の胸で抱き支えられる。

「とんでもないな」

「御堂さんこそ。私より酔ってたじゃないですか」

「そうでもないよ。ここで引き返すくらいの理性は残ってる」

「だからそういうところが、逆に駄目なんですよ」

　淡く香る白檀が心地よかった。これは、おしゃれに一切無関心だった二十六歳の御堂の誕生日に、雪名が初めてアルバイトして買ってあげた香水の香りだ。

　それ以来、馬鹿のひとつ覚えみたいに同じ香水ばかり使う御堂が、当時はすごく不器用に──そして少しだけ可愛く思えた。

「……思い出した」

「ん？」

　こんな時間まで馬鹿みたいに盛り上がった理由。御堂さんの駄目なところを、私、教えてあげたんだった。絶対に反論しないという約束で。

　サンドバッグ状態で、ひたすら雪名の口撃に耐える御堂を見ているのは楽しかった。

　彼は時折、物言いたげに口を開いたが、自分を納得させるように拳を握り、引きつった笑顔で反論をのみ込んでいた。

　酔いにまかせて、色々話した。一度口に出してしまえば、辛かったできごともそれなりに笑い話になる。彼の悩み事を聞く体で、実は自分の心に溜まっていたものを吐き出していたのかもしれない。

　でも、ひとつだけどうしても言えなかったことがあって──

「あ、そうだ。指輪のこと、すみませんでした」

　それでも心とは別のことを、雪名は自分への言い訳のように言っていた。

「結婚指輪。もらったものは全部返そうと思ったんですけど、あれだけはうっかり……っていうか、勢いで捨てちゃったんです。返さなきゃ離婚しないって言われた時は、どんだけケチな人なんだと思いましたけど」

「僕も意地になっていた。あの時は悪かったよ」

　離婚に際して、御堂がひとつだけ出した条件が、結婚指輪を返すことだった。

　おそらくだが、雪名が指輪をなくしたことを知った上での無理難題だったに違いない。

　そのくらい、当時の御堂は必死に雪名をつなぎ止めようとしてくれていたのだ。

　なのに雪名は、彼の連絡一切を、弁護士を盾に遮断した。一日も早く離婚したくて捨てた指輪を探したけど、結局、見つけることはできなかった。

　半年経って、御堂から離婚届が送られてきた。

　慰謝料の提示があったが、断った。結婚後、たった半年で逃げ出したのは雪名の方で、理由は「性格の不一致」としか言っていない。

　御堂に慰謝料を払う理由はなく、むしろなんのために慰謝料を払うつもりだったのかと、半年も経って無駄に傷ついた記憶がある。──

「バーでした約束、覚えてる？」

　抱き支えられたままで囁かれ、思考を遮られた雪名は、なんだったっけと思いながら頷いた。

　確か、部屋に行きたいと言われたはずだ。もちろん速攻で断った。でも、御堂さんの駄目なところを五十くらい上げたから、少しだけ気の毒になって、店を出る時にいいですよと言ってしまったのだ。

　でも、何を約束したんだっけ。

　その時にはかなり酔いが回っていたから思い出せない。確か、失敗続きの彼の婚活をなんとかしなきゃという話になって、──ああ、そうだ、思い出した。

　彼の自信喪失の原因になった結婚生活を、いい思い出に変えること。

　それに協力すると約束したのだ。

「っ、言っときますけど、復縁は絶対無理ですよ。私、二度と結婚する気はないんで」

「その話、百回くらい聞いたよ」

「……そんなに言いました？」

　記憶がないって恐ろしい。とはいえ、そういう話でないと分かってほっとする。──でも、じゃあ、具体的には何をしたらいいの……？

　その時、御堂の唇が首筋に触れた。驚いた雪名は、ビクン、と身体を震わせる。

「……っ」

　もう一度、今度はうなじに唇が触れる。

　──あれ……？

　いい思い出に変えるってこういうこと？　ああ、つまり女を抱くための、回りくどい口説き文句だったってこと？

　まぁ、いいか。私だってそうなってもいいと思ったから、彼を部屋にあげたのだ。

　酔ってるし、こうしているのが気持ちいいし、今のキスも──嫌じゃなかった。

　そんなことを考えながら、御堂の肩に頬を預けたままでいると、それを許しとみたのか、彼の唇が優しく首や顎に落とされる。

「……ン」

　薄い肌を、温かな唇でソフトに触れられるのは心地よかった。焦らすように何度もキスされ、その度にざわざわとした痛痒感が胸の辺りに広がっていく。

　これは女性の官能をかき立て、その気にさせるキスだ。

　御堂さん、いつの間にこんなずるいキスができる人になったんだろう。結婚していた頃は、こんなに余裕のあるキスをする人じゃなかったのに。──

　離婚後は、誰とも上手くいかなかったと言っていたけど、嘘確定。少なくとも、こっちの経験は相当に積んでいるようだ。

　力の抜けた身体を支えられ、誘われるままにソファに座らされる。御堂は雪名の首の下に腕を差し入れると、上半身を傾けるようにして、そっと唇を重ねてきた。

「ん……」

　何年かぶりに味わう夫の唇は、温かくて柔らかった。すべすべして、官能的で、触れ合った粘膜からは最後に飲んだ赤ワインのスパイシーな香りがした。

　まんべんなく口づけられた後は、下唇を舌先で舐められ、軽く噛まれた。上唇にも同じような真似をされ、閉じた唇の隙間に舌がそっとすべり込んでくる。

　温かくて弾力のある舌は、雪名の歯列を辿り、唇の裏側を官能的に舐めまわした。腰が疼くような痛痒感が高まってきて、雪名は初めて甘えるような息を吐いた。

「ぁ……ん」

　それが合図のように、濡れた舌がゆっくりと口の中に入ってくる。

　酔って体温が上がっているせいか、彼の舌は雪名の口の中で甘く溶けていくようだった。

　上顎を優しく舐められ、舌腹をくすぐられ、口内に潤みが溢れてくる。

　舌を唇で挟まれて吸われ、ぬるり、ぬるりと舌先同士を踊らせる。

　淫らで執拗なキスは、雪名の身体から力が抜けるまで続いた。なおも顎に指を添えて口を開かせた御堂は、さらに深い場所に舌を侵入させようとする。

「ん……、ふ」

　長過ぎる口内愛撫に、雪名の意識は半ばとろけかけていた。

　彼の腕に身を任せたまま、くちゅっ、くちゅっと、互いの舌が絡み合う音と、酩酊していく気持ち良さに酔いしれる。そして、芳醇なワインを味わうように彼の舌を味わった。

　──キスって、こんなに気持ちよかったっけ。……

　もうやり方も忘れてしまっていた。御堂さんって、こんなに上手なキスをする人だったっけ。

「雪名、可愛いよ」

「ぁ……」

　不意に低い声で囁かれ、胸の奥がズキリと疼いた。

「すごく可愛い、綺麗だ」

　魔法にかかったように身体が熱くなり、下腹部の辺りがきゅっとせつなく収縮する。

　雪名の舌を自分の舌で絡め取りながら、御堂はニットに包まれた胸に手を滑らせてきた。大きな手で膨らみを包み込まれ、形を確かめるように押し揉まれる。

　一瞬、危険を覚えて身じろいだものの、舌を甘く吸われる心地よさに、雪名は身体を弛緩させる。温かな手で巧みにこねられる胸は、じわりと熱を帯び始め、先端にあるものが甘ったるく疼き出す。

　気がつけばニットの下でブラカップがずれ上がり、薄いニットを、二つの蕾が心持ち膨らませている。

　御堂はその蕾を指腹でスリスリと擦り、二本の指で摘まみ上げると、少しだけ指腹に力を込めた。

「……ぁ、は」

　目の縁を薄赤く染めて雪名は喘ぎ、折り曲げた指を噛んだ。

　どうしよう。こんな感覚、もうとっくに忘れていたと思っていたのに、すごくいやらしい気持ちになっている。

　ニットのざらついた感触が、敏感になった乳首にこすれ、それが、チリチリとした甘い電流のようだった。御堂の指がその尖りを転がすようにしてなぶり、触れるか触れないかの力加減で撫で、時に力を込めて押しつぶす。

　雪名は重くなった瞼を落とし、指を噛んだまま、甘ったるい息をこぼして身もだえた。元夫の指愛撫で硬く勃ち上がった乳首は、白のニットを押し上げて、いやらしい薄桃色が透けて見えるほどになっている。

「酔うと、いつもこうなるの？」

　耳元で、少し掠れた声がした。

　何を言われているのか分からないままに顔を上げると、腿を撫でていた御堂の手がするりと上がり、秘所をぴっちりと覆うショーツの底にたどりついた。

　反射的に腿を閉じたが、それは元夫の男らしく筋張った手を、柔肉で押し包むだけになる。

　御堂はその狭間で指を折り曲げ、繊細なシルクの盛り上がりを優しく撫でた。淡い、えもいわれぬ快感のさざ波に、雪名は弾かれたように尻肉に力を込める。

　撫で上げられ、撫で下ろされる度に、ピクン、ピクンと身体が震え、ショーツに包まれた花びらが潤みに満ちていくのが分かる。

　御堂が指に力を込めると、シルクから滲み出た蜜が、腿の付け根をぬるつかせた。

「雪名のエッチなところ、もうぬるぬるになってるよ」

「や……やだ」

「下着が濡れてるの、自分でも分かるだろ？」

　興奮で掠れた男の声が、何故だか余計に雪名を淫らな気持ちにさせる。

　御堂さんも間違いなく酔っている。──差し出した互いの舌を、ミルクを舐める猫みたいに触れ合わせながら、雪名は夢うつつにそう思った。

　結婚していた頃は、そんなセリフを言えるような人じゃなかった。真面目で、堅物で、酔ったところなど一度も見たことがなかった。

　そういえば私も……見せたことなかったっけ。

　唇が離れ、彼の膝に背中向きに抱き上げられた。情事の時にそんな体勢を取らされたのは初めてで、酔っていなかったら間違いなく拒否していたに違いなかった。

　背中から胸に手が回され、同時にもう片方の手が前側からショーツの中に入ってくる。

　御堂は、膨らみきった乳首をいやらしく弄りたてながら、ショーツに滑り込ませた指で、淡い下生えを愛おしむようにかきわけた。

　恥ずかしさで腰を軽く浮かせて身じろいだ途端、それが秘所にゆっくりと沈み込む。

「んぅ、……っ、ン」

　痺れるような心地よさに、雪名はたまらずおとがいを上げる。

　彼の指が触れている場所は、たっぷりとした蜜で濡れていた。触られただけで下半身が甘く収縮し、奥まったところから潤みがとめどなく溢れてくる。

　濡れそぼった花びらの重なりを、硬くて太い指が泳ぐように優しく上下する。ニット越しに乳首を摘ままれて、コリコリとひねられる。

「はぁ、ぁ……」

　声はキスで奪われ、同時に、彼の指が頑なに閉じていた蜜穴をくじいた。第一関節くらいまで指が沈み、浅瀬を探るようにヌプヌプと動かされる。とろりとしたものが塗れ、内腿を濡らしていく。

「ぁっ、……や、だぁ」

「雪名の可愛い穴に、俺の指が入ってるよ」

　御堂は興奮したように囁き、耳を甘噛みしながら、ゆったりと指を埋め込んだ。一度奥まで埋めてから焦らすように引き抜き、また浅いところをかき混ぜる。再び奥に押し入れて、ヌチュッ、ヌチュッといやらしく抜き差しする。

「とろとろだ。熱くて、すごく気持ちいい」

「ん……、ぁ……あン」

　──あ……、すごく、いい……。

　半ば閉じた目を潤ませながら、雪名は唇を薄く開いた。

　濡れた卑猥な音が響き、長く忘れていた快感の波がみるみる下腹部を満たしていく。時々、思い出したように我に返って自分を支配する熱に抗おうとしたが、途中から、抗いたいのか欲しいのか分からなくなった。

　額の生え際に汗が浮き、甘ったるい快感が腰のあたりに立ち込める。彼と唇を合わせた時から無意識に待っていた悦びの時が近いことを、身体が訴え始めている。

　瞼が開けていられないくらい重くなり、ひくっひくっと腰が震える。

　御堂の指が女の割れ目の上部に触れて、肉鞘に包まれた真珠の粒をリズミカルに転がし始めた。

「ンっ、くう」

　痛痒感にも似た快感が一気にとろけ出て、雪名は細い腰を跳ね上げる。

　その身体を背中から抱いて固定したまま、御堂は肉芽をコリコリと弄り続ける。同時に乳首を擦られて、頭の中が真っ白になった。

　痛烈な快感の中、ビクビクッと腰が震え、内腿にせつない力がこもる。

「あ……ぁ、伊織さん、あっ、だめっ、あはぁ、イく、イっちゃう」

　頭の中で弾けた光が瞼の裏に焼き付いた。同時に、雪名はぐったりとくずおれている。

　殆ど意識がないままに、ソファに仰向けに抱き倒され、唇に優しいキスが落ちてきた。

「今、俺のことを伊織って呼んだね」

　呼んだっけ？　頭の中が真っ白だったから、覚えていない。

　御堂さんこそ、いつの間にか「俺」になってるし、嘘も色々ばれちゃってるし、ただのナンパ男だってことも確定したし……。

　ちゅっ、ちゅっと、音を立てて唇をついばまれる。このまま、ここで抱かれるのかなと、どこかうつろな気持ちで思った時、キスが止み、代わりに顔を見下ろされる気配がした。

「……ベッドに行く？」

　多分、今からすることは間違っている。ぼんやりと彼の首に両腕を回しながら、雪名はそう思っていた。

　いくらお酒が入っていたとはいえ、これから上司になる相手と──絶対に厄介なことになるに決まっている。

　多分、水島の時以上に。

　──上司に誤解されたら後々面倒なことになるって分かってるのに、本当に私って、学習能力ゼロなんだな。

　それでも、一度火のついた情動は止められそうもなかった。







第三章 生まれ変わった元夫との同居生活








　今日でこの世が終わったらいいのに。

　そんな風に思いながら、雪名は水筒のハーブティを一口飲んだ。苦い。完全に煮出し時間を間違っている。

　翌日の金曜日。地獄のような二日酔いに悩まされながら雪名は会社に出勤した。

　しかし二日酔い以前の問題として、憂鬱な大問題がひとつあった。

　自分の記憶が──肝心なところで、すっぽり抜けているのだ。

「見て、昨日の夜アップしたのに、いいねがもう三十件」

「堂山ヒルズの一流フレンチなんて、滅多に行ける場所じゃないもんな。俺も自撮りしまくったわ」

　昨夜、なんの問題もなく帰宅した同僚たちが楽しげにスマホを見せ合っている。

「高梨さんは？　あの後専務とどこかにいったの？」

　ハーブティにむせそうになりながら、雪名は笑顔で片手を振った。

「まさか。少し昔話をしてすぐに解散しました。専務も用事があったみたいで」

　皆があっさり納得したのは、雪名がいつも早々に飲み会を切り上げて帰っているからだ。

　その後、「どこで専務と知り合ったの？」とか「恋人はいるの？」という質問が飛んだが、それには適当に答え、雪名はパソコンに向き直った。

　とはいえ頭の中は、起床した時から続く後悔でいっぱいだった。

　──なんであんな馬鹿な真似をしたんだろう。

　こめかみにネジを埋め込まれるような痛みで目覚めた時、部屋には誰もいなかった。

　一瞬、何もかも夢だったのかと思ったが、そうではない証拠に、服は昨夜のままで、下着のホックも外れている。

　そしてリビングに行くと、一人用のダイニングテーブルにはラップのかかった皿が二つ置かれていた。

　お粥と野菜スープ。冷蔵庫で在庫を確認したが、どう見ても家の食材を使って作ったものだ。とはいえ、お坊ちゃま育ちの御堂に料理ができるはずがない。

　──まさかと思うけど、御堂家のコックがうちに来たんじゃないわよね。

　それとも、彼が呼べばどこにでも飛んでくる高たか鳥とりさん？　丸高デパートの外商？　ああっ、もう信じられない、人の家に勝手に……。

　人に話せば「まさか」と笑われるだろうが、今の話は御堂家なら当たり前にあることだ。

　身の回りのものはハンカチひとつに至るまで全て外商──デパートのＶＩＰ専門販売員に持ってこさせ、家計や催事は全てプライベートバンクの御堂家担当に任せている。

　芦屋の邸宅には、高鳥と呼ばれる高齢の男性執事、運転手が三人とボディガードが四人、料理人、ハウスキーパー、庭師まで住んでいたのだ。

　もちろん家の周辺は、警備員が二十四時間体制で見張っている。

　御堂がお金持ちだというのは知っていたが、正直、そこまでとは思わなかった。

　日本に数少ない富裕層の中でも、彼の家はウルトラリッチと呼ばれる最上位に位置しており、全ての常識が、雪名の生きていた世界とは違っていたのだ。

　そんな世界に、普通の暮らしをしてきた雪名が馴染めるわけがない。

　お嫁入りの時に新調した服は、一度も袖を通すことなく、いつの間にか義母に捨てられていた。いや、服だけでなく、あの家では雪名の全てが徹底的に否定された。

　義母の厳しさもさることながら、一番雪名を苦しめたのは御堂家の親戚たちだった。

　御堂の叔父の妻子たちで、彼女たちはとにかく雪名を嫌い、いじめ抜いた。

　言葉づかいに訛りが出れば爆笑され、ちょっとした作法の誤りをあげつらわれては大勢の前で馬鹿にされた。

　雪名一人にだけ大事な決まり事が教えられなかったり、誤った情報が伝えられたり──本当に、漫画の世界みたいな嫌がらせを散々された。

　中でも辛かったのは、出身大学の話題になった時だ。

　雪名は地元の女子大を出ていたが、それは上流社会ではエフランと呼ばれる、口に出すのも恥ずかしい大学らしかった。

（まさか御堂の家に、そんな大学を出る人が入るなんて。雪名さん、お子さんが産まれる前に、学歴をどうにかした方がいいわよ）

（産まれてくる子が本当に可哀想。お母様が、まさかエフラン出身だなんて）

　そして彼女たちは、決まって一人の女性を引き合いに出すのだった。

（あーあ、理り佐ささんが、雪名さんの代わりに嫁いできてくれたらよかったのに）

　その頃、御堂は海外出張中で、雪名は一人きりの寝室で毎晩泣いていた。

　それでも、全てを一人でのみ込んで我慢した。御堂が忙しいのは分かっていたし、これ以上自分のことで、彼をわずらわせたくなかったからだ。──

　過去に沈んでいきそうな回想を振り払い、雪名は意識を昨夜に戻した。

　もちろん、全ての原因は、いくら酔っていたとはいえ、御堂を部屋に上げてしまった自分にある。

　どう考えても、昨夜の振る舞いはどうかしていた。

　御堂と飲むのが初めてだったのもあるし、それが思いのほか楽しかったこともある。彼への恨み言を吐き出せたのも嬉しかった。

　酔っ払って御堂とキスをして、ソファでいちゃいちゃしてしまったことまでは覚えている。悔しいけど気持ちよかった。この六年の御堂の進化と経験値を、いい意味でも悪い意味でも思い知らされた瞬間でもあった。

　その後、寝室のベッドに運ばれて、ソファの続きのような口づけをした。

　御堂の背中は広くて、顎は少しだけざらざらしていた。スカートがまくれあがった腿に彼の欲望が当たって、胸が火のように熱くなった。

（雪名……、君の中に入りたい）

「ああっ」

　突然耳を塞いで声を上げた雪名を、周囲がぎょっとしたように振り返る。

　やっちゃったよ。やっちゃってるよ。あの状況で、あんなことまで囁かれて、最後までしなかったわけがない。

　もちろんワンナイトだろうし、御堂もこれで心の重荷──もしかし復讐的な？　──どちらでもいいが、多少なりともすっきりしたのかもしれない。

　でも私はどうなるの？　まさかと思うけど、これからずっと彼のセフレとか？　断ったら、水島の時のように嫌がらせをされるわけ？

　──……転職した方がいいかな、やっぱり。

　自分を底なしに憂鬱な気持ちにさせてしまうのは、今から一年と少し前──やはり昨夜のようななりゆきで、水島とトラプルになってしまったことがあるからだ。

　雪名は忘れることにしたが、水島はしつこかった。彼の望むようにセフレにでもなればよかったのかもしれないが、それをきっぱりと拒否したことで、余計な恨みを買ってしまったのだ。

　以来、仕事がものすごくやりにくくなったし、彼の秘書役を務める総務課を中心に、根も葉もない噂が出回るようになった。

　総務課のエリカが水島と付き合うようになってからは、それがもっとひどくなった。

　雪名が水島にふられたことを逆恨みして、ストーカー行為をしているという、とんでもない嘘まで吹聴されたのだ。

（──実は今年、高梨は総務の作ったリストラリストに上がってたんだ。辞めさせたら大きな戦力ダウンだって、そう説明してやっと撤回させたんだけどさ。……まぁ、もう社長のことは諦めろよ）

　とは、昨年、デザイン課のチーフにこっそり忠告されたことである。

　その時雪名は、会社の権力者とトラブルを起こすことのデメリットをまざまざと思い知らされたのだった。

　もちろん水島をストーカーなんかしていないし、逆に逃げ回っていたほどである。

　悔しかったし、すぐにでも否定して回りたかったが、諦めて言われるがままになることにした。噂の出所が水島なら、余計に怒りを買ってしまう可能性があるからだ。

　幸いなことに、社内には水島に遊ばれた挙げ句、会社を辞めたり、未練たらたらでつきまとったりする女性は他にもいた。

　雪名のことも、「よくあること」で済まされているし、あと半年もすれば、水島は親会社の山通に戻る。その時まで、何を言われてもさらりと受け流しておけば済むことなのだ。

　なのに──またこんなことになるなんて。

　憔悴したまま、書類を持って上階の営業部に向かおうとした時、エレベーターホールの方から、御堂の笑い声が聞こえてきた。

「心配しなくても大丈夫ですよ。水島社長のオフィスなら、僕が自由に使っていいという許可を得ているんです」

　ぎょっとした雪名は、反射的に柱の陰に身を隠す。

「いや、しかし社長室には誰も入れるなと、社長に厳しく言いつかっておりまして……」

　その前で、困ったように反論しているのは総務課長の鈴すず木きである。別名、水島の腰巾着。

「鈴木課長、ここだけの話ですが、実は水島君の父親と僕は昔からの友人なんです。僕が山通に出資を決めたのも、父親の方に直接頼まれたからなんですよ」

「えっ？」

　鈴木の顔色が一変したのも無理はない。

　水島の父は山通の重役で、いずれＣＥＯになると噂されている人物だからだ。

　しかし、今の会話で雪名にも分かった。御堂は山通の出資者なのだ。そのことは、どうやら鈴木も承知しているらしい。

「僕はその父親から、水島君の指導を頼まれています。それでも鍵を渡すのは難しいですか？」

「いやぁ……でしたら、まずは社長と連絡を取りまして」

「僕の立場は、知っているのでは？」

　柱の陰で、雪名はこくりと唾をのんだ。

　雪名のいる場所からは、御堂の背中しか見えないが、みるみる青くなった鈴木の表情でよく分かった。ついに御堂が、被っていた羊の皮を少しだけ上げ、ウルトラリッチの本性を見せたのだ。

　おどおどと手を差し出す鈴木から、御堂は当然のように鍵を受け取った。

「悪いね。ここの専務室に文句があるわけじゃないが、僕には少し狭すぎるようだ」

　腰巾着に裏切られた水島には気の毒だが、それは御堂の言うとおりだった。

　この会社のワンフロアくらいの屋敷で暮らす御堂に、たかだか十四畳の専務室は、相当居心地が悪かったに違いない。

　片や社長室は、冷蔵庫やテレビはもちろん、仮眠用のベッド、マッサージチェアまで完備されている。全て会社の経費だと思うと腹立たしいが、代々の社長がそうして来たのだから、水島一人の罪ではない。

　なかなか二人の会話が切れないので、雪名は柱からそろそろと顔を覗かせた。

　今日の御堂は、ブリティッシュスタイルのダークネイビーのスーツを身に着けていた。

　引き締まった美しいウエストライン。無造作に、それでいて隙なく整えられた髪、昨日とは違う新品の靴。

　ちらりと見えた横顔は、昨夜のことなど何もなかったかのように取り澄ましている。

　不意に、熱が冷めたような──心のどこかが冷たくなるような感覚がした。

　ここに立っているのは、自分とは違う世界に住む人だ。

　そもそも御堂は最初から、水島側の人間なのだ。

「あのう、専務、それからネットクルー部の高梨さんのことですが」

「うん？」

　いきなり自分の名前を出され、雪名は息を止めて固まった。

「昨日の歓迎会でのことで、社員の間に……その、おかしな噂が立っておりまして。彼女は元々問題のある社員なので、対応には気をつけた方がよろしいかと」

「……、彼女にどういう問題が？」

「先日結婚した水島社長とは男女の仲だったようで、別れ際に揉めてストーカーまがいの真似を……。社長も随分迷惑していたようですから」

　凍り付く雪名の耳に、御堂の冷めた笑い声が聞こえた。

「へぇ、人は見かけによらないね」





　◇






『辞表　書き方』

　その二文字を入力して、検索をタップした雪名は、ため息をついてスマホを下ろした。

　──やめた。何も金曜の夜に検索することじゃない。

　帰宅時間で混み合う快速電車は、あと少しで自宅のある駅に着く。

　まだ午後八時前だが、さすがに今夜は料理を作る気になれなかった。

　駅前の商店街で惣菜でも──ああ、でも今月は結婚式の出費でピンチだった。冷蔵庫の残り物とベランダの野菜で、簡単なサラダでも作るか。

（へぇ、人は見かけによらないね）

「…………」

　夕食のことより、失業する可能性が極めて高くなったことより、御堂の冷笑交じりの声が、いつまでも重く胸に残っている。

　今さら、元夫に軽蔑されたとしても、自分の人生になんの関係もないことだ。

　なのに何故、こんなに惨めな気持ちになるんだろう。

　電車を降りて地下鉄の駅舎を出ると、外は小雨が降っていた。

　天気予報の降水確率はゼロだったから、もちろん傘は持っていない。コンビニで傘を買おうかとも思ったが、ここからマンションまで三分もかからない。

　迷いながら空を見上げた時、どんっと何かが右腕の辺りにぶつかった。

「いたっ」

　自転車に乗った高校生と思しき少年が、振り返りもせずにペダルを漕いで遠ざかる。

　声を上げようとした雪名は、ため息をついてしゃがみ込んだ。

　落ちたショルダーバッグから化粧ポーチや手帳が飛び出し、雨と泥で汚れている。

　──……あ、だめだ。何かいいことを考えなきゃ。

　ひったくりに遭うよりマシじゃない。

　ここが日本でよかったな。まだ若いし、転職先だってきっとある。

　なにより、今の雪名には自分の家がある。その中に入ってしまえば、誰にも傷つけられることはない。──




「じゃ、お届け物はこれでいいですか」

「うん、ありがとう」

　ようやくたどり着いた自宅マンション。

　八階でエレベーターを降りると、どこかで聞いた声がした。

　見慣れた制服の宅配業者が、共用廊下ですれ違う雪名に愛想良く頭を下げる。

　視線を自分の部屋のある方角に戻した雪名は、あり得ない光景に目を見張った。

「おかえり、遅かったね」

　──はい……？

　御堂だった。

　デニムカラーのシャンブレーシャツに、カーキのパンツというラフな姿だ。

　両手で宅配会社のマークが入った段ボールを抱え、微笑んでこちらを見ている。

　雪名はごしごしと目をこすった。

　人違いではない。間違いなく御堂だ。それが何故、私の部屋で荷物を受け取ってる？

「……ど」

「どうしたんだ、びしょ濡れじゃないか」

　雪名が声を上げる前に、荷物を置いた御堂が駆け寄ってきた。肩を抱かれて玄関の中に引き入れられる。もしかして階を間違えたのかと思ったが、間違いなく自分の部屋だ。

　いったんリビングに消えた御堂が、すぐにタオルを持って戻ってきた。もちろん雪名のタオルである。

「今度からこういう時は連絡してくれ。昨日、僕の連絡先を教えただろう？」

　そんなものすぐに捨ててしまった。いやいや、そういうことじゃなくて。

　御堂が髪を拭おうとしてくれたので、雪名は急いでタオルを奪い取った。

「いいです。自分で拭きますから」

「上着はすぐにクリーニングに出した方がいい。このままだと染みになるよ」

　大丈夫です、この上着丸洗いできるんで。いや、そうじゃなくて。

　雪名は扉を振り返った。キーは暗証番号式で、それは雪名しか知らないはずだ。

「……どうやって入りました？」

「ん？　昨日、部屋の番号を教えてもらっただろう？」

　教えてない。でも酔っていたから、確か二回くらい暗証番号を押し間違えはずた。

　それが全部、御堂さんの前だったから──

　雪名は頭を抱えたくなった。

　警察に通報……いや、それはまずい。今の私に上司とのトラブルは御法度だ。

　いったん冷静になって、この異常行動の理由を御堂に問い質さねば。

　リビングに入ると、また別の驚きが待っていた。

　そこには、かなり大きなハンガーラックが置かれており、男物のスーツが収納されている。ミハエル・ヴィッチ、トリコロールエヴァ、多分その一着で雪名の月給を軽く超える。

　横に置かれた箱の山には、高級靴ブランドのロゴマーク。

「悪かったね」

　背後で、どこか気まずげな声がした。

「寝室に置こうかとも思ったんだが、君の許しもなくそれもどうかと思ってね。ひとまずここに置かせてもらったんだ」

　──えっと……。

　許しを得るのはそこですか？　その前に、もっと前提部分で許可を取る必要があるのでは？

「あの、御堂さん」

　その途端、はっと御堂が眉を上げた。

「雪名、食事の前に身体を温めた方がいい。このままだと風邪を引く」

　え？　と思う間もなく肩を抱かれ、今度は浴室に引っ張って行かれる。

　浴室の扉は湯気で曇っており、脱衣所の棚にはベランダに干していたタオルが畳んで置かれていた。

　もっと驚いたのは、週末に掃除しようと思っていた洗面所のシンクが、ピカピカになっていたことだ。

　さすがに怒りが込み上げて、雪名は御堂の腕を振り払った。

「あのですね、あなたが入るのはともかく、別の人を勝手に部屋に上げるのはやめてもらえません？」

「ん？」

「何か勘違いしているようですけど、私とあなたはもう赤の他人なんです。いくらお金持ちだからって、していいことと悪いことの区別もつかないんですか」

　腹が立つことに、御堂は何を言われているか分からないといった顔をしている。

「……もちろん、僕らが他人だというのはよく分かっているよ。というより、別の人を部屋に上げるとは？」

「だから、あなたの使用人とか外商とか、プライベートバンカーですよ。それとも執事の高鳥さんですか？　どうせその人たちが来て、掃除したり食事を作ったりしたんでしょ？」

「いや、全部僕一人でしたことだよ」

「だから──」

　……え？

　今、この人、なんて言った？

「そんなことより、君が僕を受け入れてくれて嬉しいよ。少なくとも荷物を運び込む前には、一言断った方がいいかとも思ったんだ。いくら一緒に住む約束をしたとはいえね」

「……ん？」

「さ、まずは身体を温めてくれ。話ならその後だ」

　頭を抱き寄せられ、髪にちゅっとキスされる。

　──ん……？

　我に返った時には扉が閉まり、御堂は再びリビングに戻ってしまったようだった。

　ちょっと待って。今、一体何が起きているの──？




「長かったね。あと一分遅かったら、様子を見に行くところだった」

　うん、のぼせるまでお湯につかってましたから。

　あなたの言うところの「約束」がなんだったのか、それがどうしても思い出せなくて。

　しかし、そんなものはもうどうでもいい。酔って交わした約束などなんの意味もないし、どう考えても留守中に侵入されたことは許しがたい。

「御堂さん、」

　厳しい口調でそう言った雪名は、ダイニングテーブルに並ぶものを見て、眉を上げた。

　海鮮バスタ、チーズの香りが濃厚なリゾット、クレソンとラディッシュにグレープフルーツをあしらえたサラダ。

「……ど、どうしたんですか、これ」

「君の口に合えばいいんだが」

　ワインボトルを片手にキッチンから出てきた御堂は、立ったままで器用にポンッと栓を抜くと、テーブルの上のグラスに深紅の液体を注ぎ入れた。

「……まさかこれ、全部御堂さんが作ったんですか？」

「月の半分は海外だからね。一人暮らしも長くなると、料理の腕も上がるんだな」

　懐疑的な目で御堂を見上げた雪名だったが、今朝のお粥も野菜スープもびっくりするほど美味しかった。今も、条件反射でお腹が低い音をたてている。

「さ、温かい内に食べてくれ」

　誘われるままに椅子に座る。一人暮らし用のダイニングテーブルだから、当然椅子もひとつしかない。

「……美味しい」

　取り分けられたリゾットをスプーンで口に運んだ雪名は、思わず声を上げていた。

　まるで昨日の『ノービリス堂山』のリゾットのようだ。シンプルだけど複雑で濃厚な味がする。──じゃない、そうじゃない。呑気に食べている場合じゃない。

「結婚生活の、やり直しをしたくてね」

　雪名より先にそう切り出した御堂は、立ったまま、自分の分のワインをタンブラーグラスに注いだ。ワイングラスも、この家にはひとつしかないからだ。

「もちろん、復縁という意味じゃない。君がそれを望んでいないのは知っていたし、昨日も、何度も聞かされたよ」

「じゃ、どういう意味なんですか」

「君と別れて以来、僕が、女性と人間関係を構築できなくなったのは本当の話だ。恋愛はもちろん、その先に進むこともできなくなった。君は忘れているかもしれないが、僕らの初めてのセックスも、それはひどいものだっただろう」

　雪名は口に含んだワインにむせそうになった。

「そっ、それは……」

　それは、御堂さんのせいだけじゃない。

　私も幼かったし、そうなる前に積み上げる時間をもっと持つべきだったのだ。

「とはいえ、僕はいずれ結婚しなければならない。父の遺したものを守るためでもあり、種を残したいという男の本能でもある。でも、正直いえばそうなるのが僕は怖い。また同じ失敗をするんじゃないかと思って、最初の一歩が踏み出せないんだ」

「大丈夫ですよ。今の御堂さん、もはやスパダリじゃないですか」

「スパダリ……？」

「完璧な男性って意味です。レッツゴー。どんな女性でも今の御堂さんなら落とせます」

　御堂は微かに苦笑したが、それはどこか寂しげに見えた。

「しょせんそれは、今日一日の評価に過ぎない。僕が欲しいのはもっと長期スパンでの評価なんだ」

　確かにそれは御堂の言うとおりで、雪名はうっと言葉に詰まる。

「そこで君に頼みがある。一ヶ月か二ヶ月か、僕をここに置いてもらえないだろうか。僕が本当に結婚生活に耐えられる人間になったかどうか、君にジャッジしてもらいたいんだ」

　唖然とする雪名の前で、御堂は許しを請う人のように膝をついた。

「頼む、雪名。僕は、自分の失敗体験を成功で上書きしたい。それは、この世で君にしかできないことなんだ」

「いや……でも」

「だめだろうか？　もちろん相応のお礼はするし、なんならこのマンションの残りのローンを僕が払ってもいい」

「馬鹿なことを言わないでください。私の生活のことで、あなたに頼るつもりは一切ないですから」

　思わず強い口調になっていた。御堂の表情が陰るのが分かり、少しだけ胸が痛くなる。

「君ならそう言うと思ったよ。──でも、昨夜の君は、僕の話を聞いていったんは納得してくれたんだ。もっとも酔っていたから、まともに理解してはいなかったんだろうが」

　寂しげな御堂の横顔に、ますます胸の痛みが強くなる。

「そうか……やっぱり無理だったか」

「…………」

　ちょっと待ってよ。これじゃまるで、私が悪者みたいじゃない。

　いやいや、ここで私が気後れしてどうするのよ。だいたいこんな狭い部屋で、どうやって同居しろと──

（この専務室に文句があるわけじゃないが、僕には少し狭すぎるようだ）

　不意に蘇った彼の声が、ふと雪名を冷静にさせていた。

「分かりました」

　素っ気なく雪名は言った。専務室より狭いリビングと、彼のクローゼットより小さなベッドルーム。こんな場所で御堂が三日と持つはずがない。

「本当に？」

　しかし顔を上げた御堂があまりに嬉しそうなので、雪名は面食らって咳払いをした。

「でも、二ヶ月はさすがに長すぎるので、せめて」

　──念のため、万が一を考えて。

「一ヶ月くらいで期限を切ってもらってもいいですか」

「いいね。じゃあ来月の僕らの誕生日はどうだろう」

　二人の誕生日は来月の二日で、今から丁度一ヶ月後に当たる。

　雪名は疑念に眉を寄せた。

　ん……？　考えすぎかもしれないけど、偶然にしてはできすぎてない……？

「その日に、二人のバースディを祝って別れよう。君からいい点数がもらえることを期待しているよ」

　上機嫌で立ち上がった御堂は、そこで初めて困ったように周囲を見回した。

「ところで、どこを探しても、この家には椅子が一脚しかないんだ。収めている場所を教えてもらえないかな」

「椅子はひとつしか買っていないので、食事ならソファでどうぞ。ちなみに寝るのもそこになりますから、綺麗に使ってくださいね」

　雪名はすぐに冷たい言い方をしたことを後悔したが、同情は禁物だと唇を引き結んだ。

　どう考えても、御堂の行動は常軌を逸しているし、あまりつけあがらせるべきではない。

　御堂はしばらく黙っていたが、すぐに雪名に背を向けてリビングを出て行った。

　その寂しげな背中に胸の奥がざわざわする。まさかと思うけど傷つけた？　たたき出されても仕方のない真似をしておいて、これくらいで切れちゃったの？

「御堂さ──」

　腰を浮かせかけた時、再び御堂が戻ってきた。手には、救急箱として使っている白のプラスチックケースを持っている。

「どうした、それ」

　彼は再び雪名の傍らに膝をつくと、雪名の着ているシャツの袖をそっとめくった。

　肌に温かな指が触れてドキリとしたが、すぐに彼が何を言っているのか理解した。駅前で自転車とぶつかった場所だ。浴室で見た時も、少し傷になっていた。

「ちょっと滑って……ぶつけただけです。大丈夫ですから」

「肘に擦り傷ができている。一応、消毒をしておくよ」

　彼はプラスチックケースから消毒液とコットンを取り出すと、雪名の肘を優しく拭った。

「今度から、雨の日は迎えに行くから連絡してくれ。僕の番号をスマホに登録しておいてもいいかな」

　まさかスマホのパスワードまで盗み見たんじゃないでしょうね。

　と、思ったものの、さすがに今は、少しだけ胸が温かくなっている。

　──優しいな、御堂さん。

　そういえば結婚する前は、父親みたいに過保護だなぁと思ったこともあったっけ。

　七歳も年上だったから、当時は本当に保護者みたいな感じではあったけど。

　でも、ただのプラスチックケースが救急箱だってよく分かったな。これは確か寝室の棚に収めていて──

「……もしかして、寝室に入りました？」

「ん？」

　救急箱は寝室の棚に収めていた。そこには下着も入っていたはずだ。

「っ、信じられない。そんなの、ただの変質者じゃないですか！」

「椅子を探していたんだ」

　御堂は悪びれずに両手を広げた。

「それに、万が一に備えて、どこに何があるのかは予め知っていた方が」

「出てって下さい」

　雪名は立ち上がっていた。

「元夫のよしみで警察を呼ぶのは勘弁してあげます。今すぐ、ここを出てって下さい！」




　数時間後、御堂の謝罪を受け入れることにした雪名は、寝室の扉を背に立っていた。

「いいですか。絶対にここから先に入らないで下さいね」

　自分の足元を指さして、雪名は続けた。

「このラインから一歩でも入ってきたら、即、警察に通報しますから」

「分かった、入らない。誓う、約束するよ」

　両手を挙げる御堂を睨みつけると、バンッと扉を閉めて、ベッドに倒れ込む。

　──全く、なんて日なのよ！

　朝起きた時から御堂に振り回されっぱなしの一日だった。

　ジェットコースターで上がったり下がったり──でも、何故だろう。朝ほど最悪の気分じゃない。……

　雪名は仰向けになって目をつむった。

　どうせ、もって一日か二日だ。なんなら今夜中にも根を上げて出ていくだろう。

　そう、三日も経てば、また元の日常が戻ってくる。──




「狭いな」

　ソファに横になった御堂は、思わず呟いていた。

　二人が座るのがやっとのソファは、膝を九十度折らなければ収まらないし、伸ばせば膝から下がはみ出してしまう。

　これなら車で寝た方が──いやいや、我慢しろ、伊織。まだ一日目じゃないか。

　その時、手にしていたスマホに着信ランプが灯る。寝室の明かりが消えているのを確認してから、御堂はそれを耳に当てた。

「僕だ、ここにいる間は電話をするなと言っただろう」

　端末の向こうで、困惑しきった老執事の声がする。

「──、理佐が？」

　御堂は微かに眉を寄せた。

「分かった、そっちは僕がなんとかするから放っておいて構わない。それより、至急調べて欲しいことがある。野菜室で、これまで見たことのない奇妙なものを見つけたんだ。すごくグロテスクで……かなり不気味なものだった」

　写真で撮ったものを転送すると、すぐに回答が返された。

「ぬかどこ……？　なんだ、それ」

　御堂は眉をひそめながら、端末から聞こえる声に耳を傾けた。

　知らなかった。あんな気持ちの悪いものから漬物ができるとは……。手でかき混ぜるって冗談だろう？　耐えられるのか？　いや、大丈夫だ。耐えてみせる。

「分かった。ひとまずその説明はもういい。今のところは上々だ。さすがの分析力だと褒めておくよ。でも次だ。分かっていると思うがコスパを一番に重視するんだ」

　通話を切った御堂は、ため息をついてスマホをローテーブルに置いた。

　静まりかえった部屋に、水槽のモーター音だけが響いている。

　その水槽の中で踊るようにひらめくブルーを尾ひれを、御堂は頬杖をつき、しばらくの間身じろぎもせずに見つめていた。

　──もしかして彼女も、あの夜のことを覚えてくれているのだろうか。

（わぁ、すっごい眺め、水族館みたい）

　電気の消えた寝室は静まりかえり、雪名はもう寝てしまったようだった。

　起き上がった御堂は、鞄に収めていた小箱を取り出して、手のひらに乗せた。

　今すぐ彼女の寝室に行き、全てを打ち明けたい気持ちが、数秒、胸の内を駆け巡る。

「……焦らなくていい、ようやくここまで来たんじゃないか」

　自分に言い聞かせるように御堂は呟き、手の上の小箱をそっと握り締めた。





　◇






「あっ、専務、おはようございます」

　背後から聞こえた女子社員の声。驚いた雪名の手から、書類がするりと滑り落ちた。

　急いで拾い集めようとしたが遅かった。最後の一枚を拾い上げた御堂が、優しく微笑んで立っている。

「おはよう。いつも、そそっかしいね」

「は、はぁ」

　今日のスーツはモスキーニ。ネクタイはロッシで、腕にはブルーを基調としたクロノグラフの時計が光っている。値段は──あまり考えたくない。

「御堂専務って本当に完璧」

「イケメンだし、身に着けているものも超一流。理想の王子様って感じだよね」

　きゃっきゃっと騒ぐ女子社員の視線は、すぐに冷たく雪名に向けられる。

「さっきの、わざと？」

「社長を取り逃がしたからって必死すぎ。専務みたいな人が、バツイチのおばさんを相手にするわけないじゃない」

　聞こえないふりで背を向けながら、雪名は内心舌を出していた。

　そもそもその王子様が、私をバツイチにした張本人なんですけど。で、今は、私の部屋でエプロンをつけて、かいがいしく家事をやってくれてるんですけど。

　綺麗に整えられている髪も、朝は寝癖がついているし、髭だって生えている。大きな身体を丸めてソファで寝ている姿は、言っては悪いが情けない。

　あれから一週間が過ぎたが、御堂はまだ雪名の部屋に居着いていた。

　いや、──むしろすっかり馴染んでしまったといってもいい。

　夜は、いつも雪名より早く帰宅し、夕食の支度をして風呂まで沸かしてくれている。

　朝は文字通り重役出勤だから、朝食はもちろん弁当まで作って持たせてくれる。

　朝昼晩と多彩なメニューを披露してくれる御堂は、どうやら本当に料理の達人になってしまったようだった。最初は懐疑的だった雪名も、彼が器用に食材をさばいている姿を見れば、他人に作らせているわけではないと信じざるを得なかった。

　雪名の出社後は、掃除や洗濯（雪名の下着以外）もしてくれている。熱帯魚やベランダ菜園の世話はおろか、冷蔵庫のぬか床までかき混ぜているようだ。

　一体、何が御堂さんに取り憑いているのか──いや、それ以前にいつ仕事をしているのかと疑わしくなるほどだ。

　まぁ、前の専務も、なんなら社長の水島も、たまにしか出社しないし来ても何をしているのか分からなかった。よくも悪くも、ここは山通の天下り先なのだ。

　自席に着くと、スマホがピコンっとメッセージの着信を告げた。

『もしかして疲れてる？』

　開くまでもなく御堂である。さっき書類を落とした時のことを言っているに違いない。

　雪名は無視することにした。またピコン。

『今夜は金曜だから、何か力のつくものでも作ろうか』

　無視。ピコン。

『肉にしようか、魚にしようか』

　雪名は苛々しながらスマホを取り上げ、『野菜』と打ち込んだ。

　そしてもう一言。『仕事中に連絡してこないで』。

「もしかして、彼氏？」

「はっ、はい？」

　見れば、隣席の同僚がくすくす笑いながら雪名を見ている。

「最近、やたら着信があるから。高梨さん、滅多にスマホ見ない人なのに珍しいなって」

「これは──仕事で」

　そう言っている端から、手の中のスマホがピコン、ピコンと音を立てる。御堂さん、お願いだからもうやめて。

　しかし災難はこれだけではなかった。昼休憩、一息ついた雪名がランチボックスを開いた時である。

「──！」

　いきなり目に飛び込んできたピンクのハートマークに目を疑った。

　ハムを切り抜いてバターライスに乗せたものだ。その上に海苔で文字が書かれている。

『あと半日がんばれよ』

「っ、ちょっと、外で食べてきます」

　雪名は慌てて蓋を閉め、そそくさと席を立った。

　しかし、逃げるように避難した屋上で弁当を広げた時、ぱらぱらと雨が降ってくる。

　──最悪……。

　小雨に濡れながら弁当を完食した雪名は、覚悟を決めて立ち上がった。

　もう限界だ。御堂には悪いが、明日にでも部屋を出て行ってもらおう。

　そもそもあの人の勝手な理屈に、付き合ったことが間違いだったのだ。

　どれだけ結婚したいのかは知らないが、そのための訓練に元妻を巻き込むなんて、デリカシーがないにもほどがある。

　雪名だって人間だ。あれだけかいがいしく尽くしてくれる御堂に情が湧かないわけがない。手の込んだ、優しい味つけの料理を、むっつりと食べるのにも疲れたし、あんな狭いソファに彼を寝かせるのも気が引ける。

　それでも冷たい態度をとり続けているのは、本当に情が湧いてしまうのが怖いからだ。

　六年も前に破綻して、復縁する可能性ゼロの二人が、今さら一緒に暮らしてなんになるというのだろう。

　そんな簡単なことも、あの人には想像できないのだろうか。

　あの日、雪名がどんな思いで家を出て行ったのか、もしかしてあの人は、何も分かっていないのではないだろうか──





　◇






　帰宅ラッシュの電車に揺られながら、雪名はぼんやりと過去を思い出していた。

（──丸まる紅べに理佐さん。あの丸紅不動産会長のお嬢様よ）

（──パリ在住で数カ国語がペラペラ、しかもＭＢＡの資格を取得している才媛よ）

（──私たち、てっきり伊織さんは理佐さんと結婚するものだとばかり思っていたの。だから驚いたわ。いきなり雪名さんが出てきた時は）

　あれは、御堂と結婚して三ヶ月が過ぎた頃だった。

　パーティで知り合った若い奥様たちと一緒に、ホテルの宝石即売会に赴いた時である。

　宝石のことなど何も知らないし、三十歳前後の、いかにも良家出身らしいセレブ妻集団にも馴染めなかった。

　一度は誘いを断ったものを、「あなたも少しは交友の輪を広げて、伊織さんの役に立ったらどうなの？」と義母に散々なじられ、仕方なく参加したのだ。

　が、そのホテルのフロントで、思わぬ現場に出くわしてしまう。

　香港に出張しているはずの御堂が、女性と一緒にチェックインの手続きをしていたのだ。

　すらりと背の高い、目の覚めるほど美しい顔をした人──奥様達に教えられるまでもなく、その女性の顔も名前も、雪名はよく知っていた。

　御堂と結婚した後、彼の留守中に一度挨拶に来てくれたし、義母をはじめ親戚たちが、散々彼女をもてはやしていたからだ。

（彼女とは、昔家が隣同士だった。それだけだよ）

　御堂からはそんなあっさりした説明しかされなかったが、二人が相当親しかったことは、親戚たちの口から繰り返し聞かされた。

　堂山ヒルズの完成は、丸紅不動産の全面協力があったからこそで、誰もが二人の結婚を待ち望んでいたことや、御堂が父親の決めた婚約に拘ったばかりに、理佐が諦めるしかなかったこと──本当に色々なことを。

　理佐が挨拶に来た時も、義母が残念そうにため息をついていたのをよく覚えている。

（──伊織さんは今とても忙しくしているのよ。本当にねぇ、あなたがお嫁さんになってくれたら、どんなにか私も気が楽だったのに）

（──私もそうしたかったんですけど、もう、終わったことですから）

　お茶を運んでいた雪名は、その会話を扉の陰から聞いていた。

　驚いたし、義母の言葉に傷つきはしたが、御堂に対しては、まだ信頼の気持ちの方が強かった。

　彼の口から理佐の名前を聞いたことがなかったし、雪名が理佐の来訪を告げても、眉ひとつ動かさなかったからだ。

　どれだけ冷たくされても彼を信じていた。──あの日、ホテルで二人を見る前までは。

（──仮に浮気だとしても、そっとしておくことよ、雪名さん）

（──そうよ。あれだけリッチな旦那様を手に入れたんですもの。女遊びの一人や二人、大目に見てあげなくちゃ）

　御堂が芦屋の自宅に戻ってきたのは、それから一ヶ月も経ってからだった。

　雪名は何も聞けず、当然のことながら御堂も何も言わなかった。

　ただ、強い不信感だけは伝わったのか、その夜は途中で行為をやめ、彼は黙って部屋を出ていった。そして三日後には、再び慌ただしく海外に行ってしまった。

　夫婦であった時に肌を合わせたのは、多分その夜が最後になる。

　デリケートな、それでいて些細な問題を話し合いで解決するには、その頃の彼はあまりにも多忙を極めていた。

　式だけは簡素に上げたものの新婚旅行は延期になったまま。月の大半は海外出張で、帰国している時でも滅多に家に戻ってこない。

　家にいる時も仕事に追われ、殆ど会話のないセックスの後は、逃げるように仕事に戻る。

　電話で怒鳴り、使用人のミスに声を荒げている御堂は、その頃、精神的な余裕を一切なくしているように雪名には思えた。

　それでもずっと耐えてきたものが、あの日、ホテルで二人を見た時にふっと切れた──いや、かろうじて繋がっていたけれど、糸よりも細く、頼りなくなってしまったのだ。

　ぼんやりと電車を降りると、駅舎の外は雨が降っていた。

　雪名はバッグの中から折りたたみ傘を取り出し、広げながら歩道に出た。

　分かっている。きっとあの一時期、全ての悪いことが重なってしまったのだ。

　義母の仕打ちは今思ってもひどいものだったが、彼女も夫を亡くしたばかりで、精神状態が普通ではなかったのかもしれない。

　親戚たちも、御堂家を案ずるがあまり、御堂にもっといい家との縁談を望んでいたのかもしれない。

　だから雪名は、自分が受けた数々の嫌がらせを、最後まで御堂には言わなかった。

　忙しい彼を煩わせたくなかったし──その頃はまだ、やがて仕事が落ち着けば、全てがうまくいくのではないかと期待していたのだ。

（あんなもの、処分したわ）

（本気であんな汚いものを、伊織さんの口に入れようとしていたの？　あなたと伊織さんはね、生まれも育ちも何もかも違うのよ）

　それでもあの日──あの雨の夜、義母との間に決定的な亀裂ができ、泣きじゃくりながら御堂を探して堂山ヒルズに行った時──

「──雪名」

　不意に腕を掴まれ、過去をさまよっていた雪名ははっとして顔を上げた。

　御堂だった。温かな腕に包まれた途端、目の前を水飛沫を上げて車が通り過ぎていく。

　彼の香りに胸が疼いた。その刹那、馬鹿みたいにこの人に初めて抱きしめられた二十歳の時のことを思い出している。

「何してるんだ、前も見ずに危ないだろう」

　雪名はうろたえて顔を背け、急いで目の端の涙を指で拭った。

　馬鹿みたいだ。なんだって今さら昔のことで、私が泣かないといけないんだろう。

「っ、ちゃんと見てました。少し、ぼんやりしていただけで」

　心配そうに雪名を見下ろす御堂は、白いシャツとデニムをラフに着こなし、片手に傘を持っている。

「ていうか、どうして御堂さんがここにいるんですか」

「雨の日は迎えに行くと言ったはずだ。連絡もないし、心配したよ」

　午後からずっとスマホの電源を切っていたことを思い出し、雪名は急いでスマホを取り出した。電源を入れた途端、着信とメッセージの数に唖然とする。

『雨が降ってきたよ』

『迎えに行こうか』

『雪名、今どこ？』

『今、会社に電話したらもう出たと言われたよ』

『とりあえず、駅で待ってる』

　ずらずらと並ぶメッセージを見ている内に、なんだか笑い出したくなってきた。

　これじゃ、ただのストーカーじゃない。女性が苦手だなんて嘘に決まってるけど、恋の駆け引きが下手くそなことだけは間違いない。

　こんなやり方じゃ、どんな女性もドン引きだ。

「ねぇ、返事もない相手にメッセージを送るのって、虚しくないですか？」

「別に？　それになんだか楽しくてね」

　雪名の傘を取って折りたたむと、御堂は自分の手にした傘を差し出した。

　なんでわざわざ相合い傘──？　と思ったが、そのまま彼の隣に収まって歩き出す。

「楽しいって？」

「僕は誰かと、こんな風にたわいもないやりとりをしたことがない。君と、本当に恋人になったみたいで、楽しいんだ」

　それ、ストーカーの思い込みですよ。──と言おうとした雪名は、本当に楽しそうな彼の顔を見て口をつぐんだ。嫌味さえ素直に受け取ってくれる彼に対して、怒ったふりを続けるのが馬鹿馬鹿しくなってくる。

「今日の仕事、どうだった？」

「どうっていつもどおりです。納期が迫ってきたから、来週から少し残業が増えるかも」

「疲れてないか？　パソコン仕事は肩が凝るらしいが……」

「マッサージなら結構です。御堂さんの場合、下心しか感じられないから」

「──、その言い方は失敬だ。僕は、君の身体が心配なだけなのに」

　思わず雪名は笑っていた。肩のマッサージは同居の始めから提案されているが、もちろん断り続けている。

　一度身体を許したからって、二度目もなんて思われたらたまらない。

　なのに、そんな風に思う反面で、夜、扉を隔てたリビングの物音が気になって、妙に目が冴えてしまう自分がいる。

　もう認めるしかないが、それは御堂を──男として意識しているからだ。

　雨は殆ど止んでいたが、御堂が傘を差したままでいたので、雪名も何も言わないでいた。

　不思議なほど心地よい時間は、ふと彼と婚約していた頃を思い出させる。

　十六歳で初めて顔を合わせてから、御堂は年に一度、二人の誕生日には必ず信州を訪ねてくるようになった。

　当時は、今とは別人のように無口で、周囲を遮断するように度のきつい眼鏡をかけていた。態度もいかにも儀礼的で、形式的に来ましたという雰囲気がありありと滲み出ていた。

　でも、そんな御堂が、雪名は決して嫌いではなかった。

　歩いている時、さりげなく車道側に回ってくれるところが好きだった。

　することがないからといって、毎回勉強を教えてくれる真面目なところが好きだった。

　親に勝手に結婚相手を決められて、しかもそれが七歳も年下の子供だったにも関わらず、毎年プレゼントを持って律儀に訪ねてくれるところも好きだった。

　二十歳の時、一度だけ雪名が東京の御堂を訪ねたことがある。

　彼は仕事をキャンセルして、一日雪名の東京見物につきあってくれた。

　雪名は御堂の部屋に泊まるつもりだったが、彼はそれをよしとせず、その代わり彼のオフィスに連れて行ってくれた。そして、何故だかそこで正式にプロポーズされた。

　帰りはホームまで見送ってくれて、実家へのお土産も買ってくれた。

　不器用で口下手だけど、決して冷たい人ではなかったのだ。──

　しかし、感傷に駆られて見上げたその御堂は、どこかそわそわして、やたらスマホをチラ見している。

「雪名──実はまだ、夕食が一品できていないんだ」

　玄関のロックを解除した時、御堂はそれが人生の一大事であるかのように打ち明けた。

「……、別に一品くらいなくても」

「それとは別に電話をするところがある。ちょっと、待っていてくれないか」

　何をそんなに慌ててるんだろう。仕事なら、別に気にせずに行ってくればいいのに。

　首を傾げながらリビングに入ると、もうテーブルには夕食の皿が並んでいた。

　野菜のマリネと生野菜のディップ。雪名の適当なリクエストを真に受けて、本当に野菜オンリーにしたようだ。それにフランスパンとワイン。ここまで揃っていれば十分だ。

「御堂さん──」

　彼を追って外に出た雪名は、共用廊下でその背中を見つけて足を止めた。

「だからあれじゃ駄目なんだ。僕には少し難しすぎる。分かってるのか？　僕は料理は初めてなんだ。レシピはもっと簡単なものにしてくれないと」

　──ん……？

「そうだ。最後の仕上げに失敗した。すぐに作り直したいが、もうあまり時間がない。十分で作れるスープを教えてくれ。いや、ネットのものは簡単すぎる」

　何？　一体何の話……？

「あと、来週分のレシピを早く送ってくれ。同じメニューと高い食材はＮＧだ。彼女の給料に見合ったコストパフォーマンスを第一に考えるんだ」

　御堂が通話を切ったので、雪名は急いできびすを返した。

　心臓がドキドキいっている。カラクリの一つが、これでようやく明らかになった。

　相手は多分、御堂家の専属シェフだ。つまり御堂の料理には先生がいたのだ。

　道理で上手すぎると思ったが、実際に作るのは彼なのだから、こそこそする必要はない。

　キッチンに入ると、セラミックのミルクパンの中でポタージュスープが冷めている。スプーンですくって味見した雪名は顔をしかめた。

「しょっぱ」

　明らかに塩の入れすぎだ。これまで完璧だった御堂が、どうして塩加減くらいで失敗したのだろう。

　──もしかして、私が連絡しなかったから焦ったとか……？

　そんな風に思った時、キッチン棚に置かれた端末が目に入った。

　電子書籍リーダーだ。手のひらくらいの大きさで、電子書籍をダウンロードして読むための専用端末である。それがライブラリ画面になっていて、御堂が購入した本がサムネイルの形で羅列されている。

「……？」

　思わず手に取った雪名は目を疑った。てっきりビジネス書ばかりだと思っていた彼のライブラリには、思わぬ題名が並んでいる。

『主夫道を極める』

『現代における共働きの夫の心得』

『簡単、お掃除テクニック』

　──は……？

『腐女子の憧れるスーパーダーリン』

　ちょっと待って、こんなふざけた本をどうして御堂さんが？

『女性を喜ばせるマッサージテクニック』

　その時玄関の扉が開く音がしたので、雪名は急いで端末を閉じた。

「ごめん、ちょっと所用でね。スープを作り直すから、ワインでも飲んでくつろいでいてくれないか」

「う、うん」

　とてつもない罪悪感で、御堂の顔がまともに見られない。あれは絶対見ちゃいけないやつだった。まだエロ本の方がマシなくらいだ。

　着替えのために寝室に入った雪名は、そこで堪えきれずに噴き出した。

　今の出来事を、御堂を王子様だといって騒いでいた社員たちに見せてやりたい。さぞかし失望するだろうが、あの馬鹿みたいな生真面目さが、雪名の好きだった御堂なのだ。

「御堂さん、そのスープ、私が味つけをやり直しますから」

　エプロンを着けてキッチンに入った雪名を、御堂は驚いた目で振り返った。

「いや、それは本当にだめなんだ。塩加減を根本的に間違えてしまってね」

「大丈夫ですって。御堂さんはほら、お皿をあっちに運んでおいてください」

　言い訳する御堂を、雪名はキッチンの外に追い出した。

「あっち……？」

「ソファの方のテーブル、それとも今日も別々に食べますか」

　御堂は目を見張り、それからすぐに嬉しそうに「いいや」と言って笑った。




「これで肩こりがひどくなったら、今度こそ出てってもらいますからね」

「任せてくれ、マッサージには自信がある」

　雪名は疑心を込めた目で御堂を見上げた。嘘ばっかり。どうせ覚えたてのくせに。

　しかも、ちょっとエロっぽいタイトルだったし、どう考えても下心ありでしょ。

「……、なんで笑う？」

「ううん、思い出し笑いです」

　大丈夫、さっき見た秘密は墓場まで持っていきますから。

　そう思いながら、雪名は御堂に背を向けた。同じベッドに腰掛ける御堂はどこか緊張しているようで、それは雪名も同じだった。

「どういう心境の変化？」

　そっと肩に温かな手が被さる。ゆっくりと指に力を込めながら、御堂は続けた。

「まさか君が、僕を寝室に入れてくれるとは思わなかった。今日はよほどいいことがあったのかな」

「深く考えないで下さい。単純に肩が凝ってるだけですから」

　でも、気分は本当によかった。多分、今夜がすごく楽しかったからだ。

　一週間ぶりに気持ちよくお酒を飲んで、お腹もいっぱいになって、テレビでやっていたＢ級アクション映画を二人で見た。

　正直、ものすごくつまらなかったけど、隣で御堂がずっと眉をしかめているのが楽しくて、つい最後まで観てしまった。

「さっきの映画、案外面白かったですね」

「そうか？　僕には何がいいのかさっぱりだった」

「映画に出てきたケバブ、食べたくなっちゃったな」

「じゃあ、明日僕が作るよ」

　そのレシピを考えさせられる高齢のシェフを思い、雪名は笑いをかみ殺した。

「だったら明日、一緒に食べにいきましょうよ。美味しい屋台を知ってるんです」

　御堂の手が止まったので、雪名は振り返っていた。

「どうしたんですか？」

「──いや、そんなに飲んだかなと思って」

「どうかな。……グラス一杯だけど、酔ってるのかも」

　彼の沈黙に、少しだけ心音が高まった。

　多分、本当に酔っている。お酒じゃなくて御堂さんに。

　ためらうような間の後、御堂の両腕が肩から前に回される。

　ほんの少しだけ緊張が胸を掠めたが、雪名はそっと彼の方に重心を傾けた。

　顔が影に覆われて、温かな唇が重なった。胸が締めつけられるようにせつなくなる。

「雪名、……だったら僕は出ていくよ」

　けれど、すぐに唇を離した御堂が呟いたのは、思いも寄らぬ言葉だった。

「白状すれば、ここに来てからずっと、君と接触するための口実を探していたんだ。マッサージは……実際に人にやるのは、今日が初めてだ」

「分かってました」

「古典的すぎたかな」

「そうじゃなくて、あまり上手くなかったから」

「にべもないね」

　御堂が耳元で苦笑する。唇は離れても、彼の腕はまだ雪名をすっぽりと包み込んでいる。

　速い心臓の音が背中を通して伝わってくる。先週、久しぶりに呼び覚まされた快感の記憶が蘇り、雪名は胸をざわめかせた。

「……っ、い、今さら紳士ぶっても手遅れじゃないですか？　先週は、やり逃げみたいな真似をしたくせに」

「やり逃げ？」

「私、記憶がないほど酔ってたんです。紳士ぶるならその時にしてくれればよかったのに」

「え……？」

　しかし御堂は、さも意外そうに声のトーンを低くした。

「いや、そう言われたら言い訳のしようもないが、僕はあの日、極めて理性的に振る舞ったつもりだよ。眠ってしまった君をベッドに運んで──僕は、ソファで寝た」

　──ん？

「勝手にシャワーを借りたのだけは謝っておくよ。それなりに興奮を冷まさないと、とても眠れない状況だったんだ」

「えっ？　それだけですか？　最後までしたんじゃなくて？」

「してない。考えてもみてくれ。あの日はなんの準備もしていなかったんだ」

　御堂を見上げた雪名は、目をぱちぱちさせた。

　それはつまり、避妊具的な？

　確かにそうだ。いくら御堂が酔っていても、避妊具なしにそういう真似はできないだろう。雪名のリスクはもちろんだが、御堂にもかなりのリスクがある。

　え？　待って。じゃ、あの記憶はなんだったの？　ベッドで御堂さんとキスして、結構生々しい感触を太股に感じたのに、あれは全部──もしかして、妄想？

「ど、どこまで私の妄想なんですか？」

「妄想？」

「やだ、恥ずかしい。私てっきり……、本当にベッドに運んでくれただけ？」

　御堂は不思議そうに眉を寄せていたが、すぐにその目に優しい苦笑を滲ませた。

「本当に覚えてない？」

「……お、覚えてますけど、それが、どこまで現実か分からないから」

「じゃあ、どこまでしたか、再現してみる？」

　恋愛の駆け引きは駄目なくせに、こういう駆け引きは上手なんだな──そう思いながら、雪名はおずおずと頷いた。




　唇が重なって、キスはすぐに深くなった。御堂の暖かくて柔らかな唇を貪欲に味わいながら、雪名はようやく、自分もこうなることをずっと望んでいたのだと理解した。

　この一週間、彼の指や唇から無意識に目を逸らしていた。身体に刻み込まれたたった一夜の官能の記憶が、六年の歳月をひっくり返してしまいそうで怖かったのだ。

　互いの呼吸が熱くなり、舌が、上になったり下になったりしながらヌルヌルと絡み合う。

「雪名……、すごくいやらしい目になってる」

「ン……」

　潤んだ目で御堂を見上げると、下唇を親指で引っ張られ、開いた唇の中に彼の舌が入ってきた。まるでセックスの時のようにゆるゆると肉厚な舌を出し入れされて、頭の芯にあるものがとろけていくような感覚になる。

「ぁ……ン……」

　ベッドに抱き倒されて、指と指が絡み合った。もう逃げられない感じが不思議に気持ちを昂ぶらせる。キスがいっそう深くなって、口内が甘い唾液で満たされていく。身体ごとうつろになりかけた時、足の間に御堂の膝が割り込んできた。

「……ぁ」

　足を拡げさせられて、反射的に身じろいだ雪名だが、彼の舌で口の中がいっぱいで、呼吸が上手くつなげない。頭の中がじわり、じわりと熱くなって、体勢のことなど次第にどうでもよくなってくる。

　その頃合いを見たように、御堂の手がスウェットシャツの中に入ってくる。ブラカップ付きのタンクトップも引き上げられて、乳房に直に手が触れる。

　まろやかな丸みを、温かい手でじっくりと揉みほぐされ、あまりの気持ち良さに雪名はうめき声を上げた。

　腕を上げさせられ、トップスを全て脱がされても、とろけるような心地よさに支配されて動けない。

「ここ、好きだろ？」

　囁いた彼の指が、先端の、柔らかく勃ち上がった蕾をスリスリと優しく擦った。ヒクッと跳ねた雪名の腰をなだめるように自分の身体で押さえつけると、もう一度、じっくりと指で弄ってなぶりたてる。

「ン……、ぁ……ぁ、は」

　擦られ、転がされ、コリコリと捻られて、みるみる雪名の白い肌が官能の薄桃色に染まっていく。

「この前も、すごく気持ちよさそうだった。服の上からでも、雪名の可愛い乳首が立ってるのが分かったよ」

「っン、やだぁ……」

　双眸を快感で潤ませ、雪名は子供のように首を横に振った。

　なんでいちいち、そんなことを言うんだろう。

　御堂さんって、セックスの時にこんなにおしゃべりな人だった？　こんな恥ずかしいことを平気で言えるような人だった？

　彼の腕の中で身体の向きを変えさせられて、背中から抱きしめられる。またこの体勢……？　と思ったが、背後から一方的に愛撫された快感の記憶は、今も脳裏に甘く刻み込まれている。

　雪名の両胸に手を回して押し揉みながら、御堂は耳を甘噛みし、耳朶の窪みを舌先でなぞった。

　クチュ、チュプと淫猥な音で耳の中を犯される。視界に映るのは白い柔肌に食い込んだ御堂の指で、その指が薄赤く色づいた蕾を好きなように弄んでいる。

「ん、ンっ、やぁ」

　ぞくぞくしたものが下半身から這い上がってきて、雪名ははしたなく腰を跳ねさせた。

「可愛いよ、雪名」

　首周りの薄い皮膚に口づけを落としながら、彼の指が乳首をつまんで転がし、指の間に挟んで引っ張った。

　苛めるように甘くひねられ、爪の先で軽くくすぐられる。

「あ、はぁ……っ、や、んぅ」

　拳を唇にあてて喘ぐ雪名は、乾ききらない髪を乱し、白い肌を薄桃色に染めて腰をしならせる。御堂は、そんな雪名を獰猛に抱きしめると、首だけをこちらに向かせて唇と舌を貪った。やがて仰向けにした雪名を、熱っぽい目で見下ろして囁く。

「すごく綺麗だ」

「そんな、ことない」

　電気の点いた部屋で見つめられる恥ずかしさから、雪名は身をよじり、少しでも胸を隠そうとした。

「昔と比べたら張りもないし、ち……、ちっちゃくなった気もするから」

「僕の記憶の中では変わらないよ」

　愛おしげに微笑むと、御堂は雪名の顎にちゅっと優しく口づけた。

「それに、覚えていないかもしれないが、僕は君の胸を見たことがない。真っ暗だったんだ。君が、身体を見られるのをものすごく嫌がったから」

　そうだったっけ──？　ああ、そうだった、思い出した。

　嫌というより、恥ずかしかったから、電気を全部消してもらっていたんだった。

　だって、つい昨日まで他人だった人と、いきなりキスしたり、もっとすごいことをするんだもの。恥ずかしくない方がどうかしている。

　思い返せば御堂とは、結婚するまで、キスさえ交わしたことがなかった。

　最初の夜は失敗──というか、散々。なんとか挿入までたどり着いたものの、あまりの痛みに雪名は泣きわめき、御堂の腹を蹴って逃げてしまった。

　二度目は歯を食いしばって我慢したが、やはり挿入の痛みは耐えがたかった。彼が腰を動かしている間、身体が無意識に逃げようとあがいていたのをよく覚えている。

　それから──どうだったっけ。

　痛みはなくなったけど、御堂にそれは伝わっていなかったのかもしれない。新婚の数日が終わると、彼が夫婦の寝室に入ってくることは滅多になくなったし、たまにそんな日があっても、部屋はいつも真っ暗で、雪名は人形みたいに声を殺して固まっていたからだ。

　でも、そんな幼かった自分を、今は少し残念に思っている。

　二十代前半の、一番綺麗だった頃の自分をもっとこの人に見て欲しかった。

　だって、この人の愛撫はすごく丁寧で優しくて、幸せな気持ちでいっぱいになったから……愛されてるって勘違いしてたから……。

「ア……、ん」

　今も御堂は、雪名の細い腰を抱えるようにして、脇腹や下乳に熱っぽいキスを落としている。手で尻の丸みを押し揉むように撫で、その手を背中に滑らせる。

　じれったく高まる気持ちよさに、雪名は眉根を寄せて身もだえた。

　ほんの数日前に体感したばかりの、あの頭が焼き切れるような甘い感覚が欲しかった。

　とくとくと疼く場所に指を入れて、いやらしくかき混ぜて欲しかった。甘ったるく痺れる乳首を、彼の淫らな舌で存分に虐めて欲しかった。

　なのに御堂は、そのいずれの場所にも触れてくれない。今も、白い丸みの頂点に向かって舌を這わせ、乳頭の周辺を焦らすように舐めている。かと思えば、ちゅっと掠めるように唇を当て、先端を淡く指で擦る。

「はぁ、……ぁっ」

　何度も睫を跳ね上げた雪名は、手の甲で唇を押さえ、はしたなく零れそうな声を必死に堪えた。

　まるで、甘いとろ火で身体を炙られているようだった。

　決して高まることのないぬるま湯のような快感の波が、何度も優しく押し寄せる。

　乳首の周りに何度も口づけを落とした御堂は、ようやくのように、雪名のパンツを腰から引き下ろし、足から抜き取ってくれた。

　温かな指が、膝頭をそっと撫でる。腿をたどり、ぴったりと合わさった内腿の間に滑り込む。そして、ショーツを盛り上げている柔肉を優しく撫で上げる。

「ンっ……」

　待ちわびた場所への軽いタッチに、雪名は思わず指を噛む。薄いショーツの内側は温かくぬるついて、もうずっと疼いている。彼の指を布越しに感じただけで、とくとくと甘く脈打つほどだ。

　柔肉の合わせ目を上下する彼の指は、どこまでも優しく、じれったい。

「あ……は」

　雪名は唇を薄く開けた。彼の手の内に落とされたのだと分かっていても、もっと強い刺激が欲しかった。もっと……下着の上からじゃなくて……。

　その時、不意打ちのように乳首が暖かいものにくるまれた。御堂が口全体でそこを包み込んだのだ。

「っ、ぁ……ンぅ」

　甘い電流が腰骨を走るような快感に、羞恥を忘れた声が出る。

　生暖かい口の中でぬるぬると舌が動き、乳首が左右に揺さぶられる。ショーツに包まれた幾層もの花びらが一斉に花開き、内側から何かがとろけ出すような感覚がした。

　──あ……、ん……、気持ち、いい。

　舌先で乳首を転がされ、唇で優しく吸引される。もう片方の乳首は指腹で擦られ、二本の指でこねられる。恍惚で視界がぼやけてきて、何も考えられなくなってくる。

「前も、ここまでしたのは覚えてる？」

　囁いた御堂の指が、バックレースのショーツをそっとめくり下げた。

「雪名の中、とろとろになって、すごくいやらしかった」

「ん……ン」

　丸まったショーツが足から引き抜かれると、ひんやりとした空気が濡れた粘膜に感じられた。しかしすぐに、温かな指が下生えを割って忍び込んでくる。

　期待が高まり、甘ったるく背筋が震える。

　潤みきった花びらの間を泳ぐように指が動き、すぐに見つけた蜜穴の周囲をいやらしく撫で回す。

「今も、ヌルヌルになってるよ」

「ぁン、──っ、ンっ、ぁっ、……っ」

　太い関節が穴を割り開いていくのを感じた時、目の前が白いもやでけぶり、自分の意思に反して腰がひくひくと波打った。

「あ、やぁ、やっ、伊織さん、いや」

　粘膜のひだが御堂の指にからみついて、きゅうっきゅうっとせつない収縮を繰り返す。

「指、挿れただけで、もうイった？」

　何が起きたのか分からなかったが、多分その通りだった。

　快感の余韻が残る花肉を指でくちゅくちゅと弄られて、雪名はまなじりに涙を溜めて御堂の肩にしがみつく。抱きしめ返してくれた彼の目は欲情にけぶり、ぞくりとするほど艶めいている。

　彼の指の数だけ広がった蜜穴が、ヌチュヌチュと濡れた音を立て、硬い関節が何度もいやらしく出し入れされる。

　雪名は嗚咽のような喘ぎ声を上げ、なまめかしく首を振った。

「ぁう……や……ぁ、ん、だめ、やっ、あはぁ、あんっ」

「──雪名」

　たまりかねたように唇が塞がれて、声も呼吸も奪われた。

　口を塞がれた身体が波打ち、彼の指をのみこんだ場所がいやらしく痙攣する。

　雪名の舌を絡め取って貪りながら、御堂は指の抽送を続ける。折り曲げた指で腹側の粘膜を擦り、膨らみをコリコリと刺激する。

「あッ……、あ、っ……、」

　一気に快感の波が高まってきて、雪名は身体を弓なりにした。

　雪より白い肌が薔薇色に染まり、薄っすらと浮き出した汗がその肌を艶めかせる。

　御堂は、そんな雪名の身体を片腕で抱き支えると、果実のような乳首を口に含み、ぬるぬると舐め、いやらしく吸い立てた。

「ンッ、あんっ、だめっ、やぁ」

　六年経っても、御堂は雪名の感じる場所を的確に覚えていた。

　でも昔は、こんなに深く感じることはなかったし、快感よりも羞恥が勝って、淫らな声を上げることもなかったはずだ。

　やがて甘ったるい痛痒感が腰いっぱいに立ちこめて、小さな到達の繰り返しの波が、高い場所から収まらなくなる。

　御堂の指をのみこんだ柔肉がはしたなくひくついて、身体で感じる彼の指の形が、いっそう高い場所に雪名を押し上げた。鼻先で火花が散って、頭の中が真っ白になる。

「あ、伊織さん、……ぁ、イく、またイっちゃう、あン、っ……ああン」

　白色の世界で、胸が刹那に焼け落ちて、身体が深いところに沈んでいく。

　気づけば、静まりかえった部屋に二人の荒い呼吸がこもっていた。ぼんやりと滲む視界に、見慣れた天井の輪郭がおぼろげに見えてくる。

　御堂の背中──彼が両腕を上げてシャツを脱ぎ、避妊具を着けている。広い背中、引き締まった腰。振り返った彼が腕をつき、ベッドのスプリングが微かに軋む。

　多分、この一瞬、ほんの少しだけ雪名は冷静になっていた。この先に進むのをやめるなら今で、雪名が一言そう言えば、御堂が何もしないことは分かっている。

　かがみこんだ御堂の目も、雪名の気持ちを確かめているようだった。雪名はその頬に手を添えた。唇が触れ合って、キスはゆっくりと深くなった。

「……大丈夫？」

「……ん」

　重なった素肌が温かくて気持ちよかった。

　どこもかしこも固く引き締まっているのに、滑らかで優しい匂いがする。初めて肌を合わせた夜もそう思ったし、今もそう思っている。

　半身を起こした御堂が身をかがめ、ほころんだ花びらに硬い昂りを押し当てた。

　雪名は目を閉じ、御堂ともう一度唇を触れ合わせる。硬くて大きなものが狭い蜜口を割り開き、一瞬耐えがたいほど拡げられる。

「……っ、ぁ」

　そこを抜けた後の深く入ってくる感覚が、胸をせつなく締めつけて、雪名は双眸を潤ませた。

　指の先がピリピリして、髪の生え際にまで快感のさざ波が押し寄せてくる。

　挿入された時にこんな感覚になったのは初めてで、雪名は半ば陶然としながら無自覚に腿に力を込めた。

　互いの内股がぴったりと合わさって、御堂の下生えが下腹部辺りに感じられる。

　彼が一度埋めたものを半ばまで引き抜いた時、思わぬ気持ちよさに雪名はうめき、自然に腰を浮かせていた。

「あっ……、はっ」

「──、雪名」

　御堂もまた、微かなうめき声をもらすと、どこか暗い目になって囁いた。

「すごくいやらしくて、綺麗だ。君のそういう姿を何度も想像したけど、想像以上だよ」

「ん……、あう」

　ぬるついた陰茎で深い場所をえぐられて、雪名は身もだえて甘く喘ぐ。

「……君を感じやすくさせた男を、絞め殺してやりたいよ」

　囁いた御堂は、雪名の唇をついばみながら、ゆっくりと腰を動かし始めた。ぬぷっぬぷっと淫らな音がして、やがてそこに肉と肉がぶつかりあう打擲音が交じり始める。

「あっ、ンっ、あんっ、あ」

　自分のものではないような声が、突き上げられる度に口から漏れた。

　揺れる乳房を御堂が掴み、乳首をクリクリと捏ねられる。彼の目は情欲に濡れて、吐く息も荒くなっていた。

「ン、っ、はうっ、あ、伊織さん、あ、あん、んぅ」

「雪名、……く、すごく、気持ちいいよ」

　舌と舌を動物みたいに触れ合わせる。なまめかしくしなる雪名の身体を組み敷き、御堂はいっそう獰猛に腰を打ち付けてくる。

　何度も甘ったるい快感が押し寄せてきて、ビクン、ビクン、と腰が波打つ。

　雪名はしどけなく投げ出した手でシーツを掴み、目を潤ませて甘く喘いだ。

「あ……、あはぁ、だめ、あん……、また、またイっちゃう」

「雪名……」

　御堂の呼吸が獣のように荒くなり、肌に汗が浮き上がる。

　噛みつくように口づけられて、これ以上ないほど深く、彼の硬い欲望が入ってくる。

「あぅっ、い……っ、イく……、ぁ……っは」

　みるみる高まった官能の炎が、揺さぶられる雪名の身体を一瞬で焼き抜いた。その直後に、歯を食いしばった御堂が、苦悶にも似た快感の声を上げる。

「ン……、くぅ、っ」

　自分の最奥で、彼の熱が放たれるのが分かり、まだうつろな意識の中で、雪名は陶然と顔を上げた。

　悩ましく眉根を寄せた御堂の顔を、すがるように見つめていると、ふと視線を下げた彼が、少しだけ照れくさそうに苦笑する。

「すごく、よかった」

「ん……」

　情事の後、まだ繋がったまま、交わし合うキスは不思議な感じがした。

　結婚していた頃は、恥ずかしさばかりが強くて、すぐに彼を押しのけて衣服をまとっていたことを思い出す。

「久しぶりだったから緊張したよ。君を初めて抱いた夜のことを思い出した」

「──、変なこと思い出さないでください。あの時は、私、ひどかったじゃないですか」

「君に腹を蹴られてしばらく動けなかったことも含め、僕にはいい思い出なんだがな」

　それ、絶対に嫌味でしょ、と思いながら、御堂があまりに楽しそうなので、言葉が何も出なくなる。

「すごくよかった」

「ねぇ、それさっきも言いましたよね」

「何度でも言いたいんだ。君の色んな顔を見ることができた。──悔しいよ、結婚していた時に、もっと見ておくべきだったのに」

　ふいに目の奥が熱くなり、雪名は彼から視線を逸らした。

　今夜、彼がエクスタシーに達した時の顔を初めて見た。

　その時も、今の御堂と同じようなことをふと思った。

　こんな顔を、離婚する前に一度でも見ておけばよかったのにと。

　そうしたら多分、何があってもこの人と離れたりしなかったのに──
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　めちゃくちゃ腰がだるいんですけど。

　しかも、こんな日に限って重労働ってどういうこと？

　さらにいえば、それを命じた人が、腰にダメージを与えた張本人なんだからしゃれにならない。

　ＣＭＳの設計書一式、過去三年分を提出するように──と、御堂専務直々のオーダーがあったのは今朝のことである。

　その日、ネットクルー部で手が空いているのは、雪名と後輩男子の二人だけだった。

　二人して共用倉庫から関係書類を探し出して、ワンフロア上の社長室に運ぶこと二往復。すでにへとへとの雪名である。

「すみません。チーフが、至急対応して欲しいことがあるっていうんで」

　最後のボックスをカートに積んだ時、突然かかってきた電話に対応していた後輩が申し訳なさそうに両手を合わせた。

「分かった、後は私がやっとくからそっち行って」

　仕方なく、ずっしり重たいカートを押して、運搬用エレベーターに乗り込もうとした時である。開いた扉の中で待っている人を見て、雪名はぎょっと足を止めた。

「ど、どうしたんですか」

　御堂だった。彼はちょっと申し訳なさそうな顔になって、雪名の手からカートを取る。

「すまない。まさか君がこういう仕事までやるとは思ってもみなかったんだ。手伝うよ」

「──、いいですよ。人に見られたら迷惑なので、離れててください」

「だったら裏口から入ろう。鍵は僕しか持っていないし、誰の目にもつかないから」

「えっ？　あそこですか……」

　雪名はげんなりした声を上げた。

　御堂の言う裏口とは、社長室の隣──社長専用仮眠室に直接入る扉のことである。

　別名、水島社長のヤリ部屋。雪名も一度、強引に連れ込まれそうになったことがある。

　ただ、あそこなら総務課の女性たちに見られることもない。

「浮かない顔だね、あの部屋に何か問題が？」

「そういうわけじゃないですけど」

　雪名は曖昧に誤魔化してエレベーターに乗り込んだ。

　水島を庇うつもりはさらさらないが、あまり自分の口から、水島の悪行を報せたくない。力のある人を頼って嫌がらせの報復をするなんて、すごく卑怯な気がするからだ。

「でも、なんで昔の資料なんか見てるんですか？　聞けば、営業部にも資料を出せって言ってるらしいじゃないですか」

「暇なんだ。それに、この会社の仕事に興味もあるしね」

　暇ならいちいち出社しなくてもいいのに──と思ったが、それは口に出さないでおいた。余計な仕事を増やすなんて、悪い上司の典型だとも。

「専務にカートを押してもらってるって、なんだかいい気分です」

　少しだけ機嫌が直った雪名は、御堂の背中に軽い皮肉を言った。

　今日の御堂は、珍しくスーツの上着を着ていない。

　家では見慣れているシャツとパンツだけの姿も、会社で見ると新鮮だ。

　引き締まったウエストライン、形良く張り詰めた臀部と腿。その手触りや筋肉の隆起まで知っている雪名は、不意に今朝のことを思い出し、目の縁を薄く染めた。

　離婚して初めて身体を重ねたのが先週の金曜日。以来、御堂はそれまでとは別人のように貪欲な男になってしまった。──いや、御堂だけでなく雪名も。

　週末は、ほとんど一日中ベッドの中にいた。セックスして、寝て、目が覚めたらまたセックスして、シャワーを浴びた後はリビングのソファでセックスした。

　昼を大分過ぎて、ようやく買い物をするために外に出たが、二時間も経たずに戻ってきて、扉が閉まった途端にキス──買ってきたものを玄関に投げたまま、廊下の壁に手をついて、動物みたいにセックスした。

　まるで二人して熱病にかかったような、別の生き物になったような二日間だった。

　ためらいもなく彼を受け入れ、欲望のままに求める自分が信じられなかったが、それは、この関係が期間限定だからだ、と雪名は自分を納得させた。

　雪名の人生に、もう男も結婚も二度といらない。だから最後に一度くらい、欲望に正直になる日々があってもいいと思ったのだ。

　なにより、御堂が次々と開く新しい扉は、雪名に目もくらむほどの快感と悦びを与えてくれた。

　彼に抱かれる度に、自分を包んでいた薄皮が剥がれ、別の人間に生まれ変わったような感覚になる。行き着く先に何があるのか、恐れながらも、それを知りたい気持ちになる。

　平日になっても二人の関係は変わらず、御堂の情熱はいっそう深くなるばかりだった。

　とはいえ、もちろん休日のようにはいかない。昨夜も、日付が変わる前には名残惜しく身体を離し、彼に髪を撫でられながらうとうとと眠りについた。

　それなのに今朝、まだ夕べの余韻が残る身体をシャワーで洗い流していると、御堂が浴室に入ってきて──

（雪名、舐めて）

「雪名？」

「──えっ、はい？　はい」

　今朝の淫らな情交を思い出していた雪名は、耳を染めながら我に返った。

　気づけばもう目的の部屋で、目の前では、御堂がカートを壁の方に寄せている。

「どうした、あまり元気がないね」

　いや、誰のせいだと思ってるの？

　というより、朝からあんな真似をしたにも関わらず、なんでそんなに元気なの？

　今朝もきちんと弁当を持たせてくれたし、珍しく早く出勤している。

　私より七歳も年上のくせに、どれだけ体力があるんだろう。

「よかったら少し休んでいく？　いただきもののスイーツがあるんだ」

「いっ、いえ、いいです。あまりここに長居したくないので」

　雪名は居心地悪く身をすくめた。豪華すぎるソファ、遮光カーテンの向こうのベッド。

　歴代社長の公私混同が存分に詰まったこの部屋では、何人もの女性が──結果的にだが、水島にひどい目に遭わされている。

　結果的にというのは、おそらくはその時は合意でも、最終的に遊ばれたか捨てられたかして、会社を辞めているからだ。

　雪名も一度だけ、この部屋に引きずり込まれそうになったことがある。その時、水島を突き飛ばして逃げたことが、プライドの高い水島には許せなかったのだろう。

「じゃ、私はこれで」

「長居したくないって、なんで？」

　二人の声が同時に重なって、彼の声が聞き取れなかった雪名は瞬きをした。

　御堂は微苦笑を浮かべていたが、その目は冷たく、どこか怒っているようにも見えた。

「僕なら気にしない。昔のことだし、端からその程度の覚悟はしていたよ」

「え……？」

「むしろ僕の手で、全部上書きしたいくらいだ」

　上書き……？　と問いかけた時には腕を取られ、御堂の胸に抱き寄せられていた。

「えっ、ちょっと、御堂さん」

「大丈夫、鍵も掛けたし誰も来ないよ」

「そっ、そういう問題じゃなくてですね」

　逃げる身体を壁際に追い詰められ、背中から御堂の腕に閉じ込められる。

「今朝は、興奮したよ」

　耳の辺りで低く囁かれ、雪名は思わず喉を鳴らした。

「フェラチオは初めてだと言ったけど、そんな風には思えなかった。とても上手だったね」

「──、や、なっ、何恥ずかしいことを会社で言ってるんですか」

　逃げようと身をよじると、その分御堂が身体を寄せてくる。

　耳を甘噛みされて、思わずビクン、と肩が震えた。温かで官能的な唇が首筋を掠め、焦らすように淡いキスを落としてく。

「ぁ……」

　壁で重なった指が、雪名の手の甲をソフトに撫でた。

　キスは首の柔らかい皮膚のところで濡れた音を立てている。ぞくぞくっと背筋に甘い電流が駆け上り、膝に力が入らなくなってくる。

　その先の快感を教え込まれた身体は、もうはしたないほど正直だ。

　彼のスーツから香る仄かな白檀。二人を包む空気が夜のそれになって、吐息も熱を帯びてくる。御堂の手が雪名の腰を撫で下ろし、ミモレ丈のフレアスカートの縁にかかった。

「──、御堂さん、だめ」

　我に返った雪名が、理性を総動員させて身をよじると、閉じていた膝を割って、御堂の膝が入ってくる。同時に壁にぴったりと押しつけられて、彼の身体全体でホールドされた。

「嘘でもいいよ。女は嘘をつくものだし、僕も、君に嘘をついている」

　──……え？

　その時になって、ようやく雪名は、御堂が本当に怒っていることに気がついた。

「ちょっと待って下さい、嘘ってなんの話なんですか」

　まさかと思うけど、フェラチオが初めてだって言ったこと？

　本当に初めてだったのに、上手すぎたから怒ってるの？

　勝手すぎない？

　頭の中で反論を考えている間にスカートがたくしあげられ、彼の温かな手が、腿をねっとりと撫で上げる。フットカバーとパンプスの組み合わせを好む雪名は、普段からストッキングを着用していない。

　尻の割れ目に彼の腰が押しつけられる。その中心にあるものは、衣服越しでも分かるほど勃起している。かぁっと胸と、そして下腹部の辺りが熱くなる。

「み、みど……」

「伊織だろ」

　ベルトが外れる音がして、生温かな肉塊が柔尻にひたりと当てられる。

　嘘でしょ──と思った時には、ショーツが脇に押しのけられ、つるりとした肉茎の先端が、まだ閉じたままの花びらに押し当てられた。

「っ、い、いや」

　雪名はおののきながら首を振ったが、その時には、先端の丸みが花びらの重なり合いを割って、中に入り込もうとしている。

　腿を閉じ、尻を左右に振って押しのけようとしても無駄だった。

　今日、それを初めて口に含んだ時、こんなに雄々しくて猛々しいのに、どうして先だけは優しい形をしているのだろうと不思議に思ったことを思い出す。

　理由は単純かつ明快だ。女性の膣に入れやすいようになっているのだ。

「あぅ……」

　入り口さえ割られてしまえば、後は自分からのみ込むように、太い肉茎を受け入れてしまう。痺れるような気持ちよさが、拡げられた肉壁から全身を這い上がり、両腿にきゅうっと力が込もる。

「濡れてるよ、雪名」

　勃起しきった上反りで、腹側の奥をゴリゴリしながら御堂が囁いた。

「まだ触ってもいないのに、すごく柔らかくほぐれてる。いやらしい身体だ」

「……っ、ちが……」

　それは御堂さんが朝もしたから。まだその時の余韻が乾ききらずに残っているから。

「全部のみ込んで可愛いよ、もう、すっかり僕の形を覚えたね」

　首の柔らかいところに、御堂が軽く歯を当てた。身をすくめた雪名の腰を抱き、挿入した異物を馴染ませるように小刻みに腰を揺すり立てる。

「ン、……や、やだ」

　彼の陰茎を濡らし、とろとろと蜜が溢れた。

　気持ち良さに瞼が重くなり、熱の塊のような吐息が口から漏れる。

「声は駄目だ。君の方がよく知っているのかもしれないが、ここは壁が薄いんだ」

　囁きながら雪名の口を手で塞ぐと、御堂はいきなり腰の動きを荒々しくさせた。

「──っ、ぁ」

　息苦しさで顔が火照り、逃げ場のない快感が身体の中を駆け巡る。

　胸がつぶれるほど強く壁に押しつけられ、抽送の度に肩がゴツゴツと壁に当たった。彼の引き締まった下腹が柔らかな尻を叩き、湿った打擲音が激しくなる。

　──あ……、い……。

　無理矢理バックから犯されているような感覚に、雪名は倒錯的な快楽を覚えていた。

　理性では懸命に拒否しているのに、雌肉はいやらしくひくついて、新鮮な蜜を蜜口から溢れさせている。

「はっ、雪名……、はぁっ、はぁっ」

　前屈みになって腰を打ち付ける御堂が、雪名のうなじに熱く息を吐き、セクシーなうめき声をあげた。その掠れた吐息が雪名の胸をますます熱く痺れさせ、加速度的に官能の高まりが強くなる。

「中に出すよ」

「──、まっ、そ、それはだめ」

　興奮の最中、冷水を浴びせられたように、雪名は身体を硬直させた。

「出してもいいだろ？　俺たちの子を産んでくれ」

「だめっ、馬鹿なこと言わないでっ、絶対だめっ」

　本気でもがいた身体を押さえつけられ、ガツガツと奥を穿たれる。

　本気になった男の力は、抗ったところで容赦なく、頭の中がパニックになる。

　にも関わらず、官能の波はいっそう強く雪名を押し上げ、恐慌と凄まじい快楽の中で、雪名は声もなく白い歯をこぼし、腰を、ビクン、ビクン、と上下させた。

　なおも奥をえぐる獰猛な昂りに、瞼の裏が白い光で焼きつくされ、数秒、何も考えられなくなる。しかし、同時にうめいた御堂は素早く陰茎を引き抜くと、包んだ自分のシャツに吐精した。

　室内に、二人の荒い呼吸が入り乱れる。

　当たり前だが、膣内に射精されなかった。

　絶対にするはずがないと思いつつも、半分くらい、本当に出されるかもしれないと恐怖していた雪名は、安堵のあまり、うつろに壁にもたれかかる。

　──……じゃ、何？　今のってもしかして、何かのプレイだったの？

「雪名、大丈夫？」

　気遣うように囁いた御堂が、取り出したティッシュで雪名の腿を拭おうとする。不意に込み上げてきた怒りのままに振り返った雪名は、御堂の頬を手のひらではたいていた。

「こんなこと、二度としないで」

　御堂は一瞬驚きに目を見張ったが、すぐにうつむいて目を伏せた。

「……悪かった、二度としないよ」

　子供みたいに素直に謝ると、膝をついた御堂は、雪名の秘所と腿を丁寧に拭ってくれた。

　彼が傷ついたことが分かり、雪名は息苦しいような気持ちになった。

　これじゃまるで、私が悪者みたいじゃない。信じられない。今のは間違いなく御堂が悪いのに、どうしてそんな辛そうな顔ができるんだろう。──





　◇






　地下鉄の駅舎を出た雪名は空を見上げた。曇っているが、雨が降るほどではない。

　どこかで御堂が待っているかもしれないと期待していたが、いなかった。ため息をついた雪名は、乗車駅の近くで買ったケーキの箱に目を向ける。

　彼は昔から甘い物が好きで、誕生日に訪ねて来た時も、祖父が用意したケーキを半分くらいは一人で食べていた。

　今も、夕食後は必ずスイーツを出してくるから、その趣向は変わっていないのだろう。

　──てか、なんだって私が、あの人の機嫌を取らないといけないのよ。

　ひどいことをしたのは御堂の方なのに、まるで母親に叱られたみたいな彼の顔が、瞼に焼きついて離れない。

　あの後、濡れたショーツを履いて、コンビニまで行った私の気持ちがあなたに分かる？

　と、御堂に言ってやりたかった。

　トイレで下着を履き替えた時の惨めさと恥ずかしさ。

　淫らな性臭を放つ自らのショーツを手洗い場で洗い、それをこそこそとビニール袋に詰めながら、心の中で御堂をめちゃくちゃに罵倒した。

　なのに、冷静さが戻ってくると、傷ついた御堂の顔ばかりが思い出されて、なんとも落ち着かない気持ちになってくる。

　それは、御堂が怒っていた──というか、社内であんな真似をした理由が、後になって分かったからかもしれない。

（むしろ僕の手で、全部上書きしたいくらいだ）

（嘘でもいいよ。女は嘘をつくものだし、僕も、君に嘘をついている）

　多分、彼は誤解しているのだ。

　別名、水島社長のヤリ部屋で、かつて雪名が水島と逢瀬を楽しんだと思ったに違いない。

　水島との悪い噂を、御堂が耳にしたことは分かっている。鈴木課長からも忠告されていたし、総務課の女性たちはもっと露骨なことを彼の耳に入れただろう。

　聞かれれば当然言い訳するつもりだったが、御堂は何も聞いてこない。

　では、気にしていないのかと言えば、そういうわけでもなく、セックスの時の雪名の反応に、全くお門違いの嫉妬を募らせているのがひしひしと感じられる。

　昔は、人形みたいに固まっていた雪名が、熱でとろけたバターのように彼を受け入れ、甘い声を上げて喘ぐようになったのだから、彼が勘違いするのも無理はない。

　雪名にしてみれば、御堂の巧みな愛撫がそうさせているのであり、期間限定の関係を心ゆくまで楽しもうと決めているからこそ大胆になれるのだが──そういったことの全部を、御堂は、自分以外の誰かのせいだと思い込んでいるようだった。

　こんなことなら、早く誤解を解いておけばよかった──と反省する反面、御堂だって、この六年でかなりの経験値を積んだはずだと思うと、勝手に嫉妬させておけばいいという、意地悪な気持ちが湧いてくる。

　とはいえ、悶々した気持ちはなかなか晴れず、結局雪名は、適当な口実を作って上のフロアに行ってみた。

　が、御堂はすでに、会社を退勤した後だった。

（──何かトラブルでもあったのか、珍しく暗い様子で出ていったよ。うちの仕事のことじゃないみたいだったけど）

　とは、総務課の男性社員がこっそり教えてくれたことだったが、雪名はますます居心地の悪い気分になった。

　それってもしかして私のせい？

　そりゃ、御堂さんが嫉妬していたのも分かるし、プレイのひとつとして言葉で虐めたのも分かったけど、あれはちょっとしゃれになってないというか、なんというか──

（出してもいいだろ？　俺たちの子を産んでくれ）

　自分の気持ちを上手く言葉で言い表せないが、あの言葉には、雪名も心のどこかで傷ついていた。ただ何に傷ついたのかと言えば、自分でもよく分からないのだが。

「ただいま」

　自分の家にも関わらず、おそるおそる扉を開けたが、返ってくる返事はなかった。

　いつも犬みたいに玄関で出迎えてくれるのに、部屋の中は静まりかえっている。

　ただ靴置き場には靴があったし、玄関先にまでコンソメの甘い香りが漂ってきたから、帰宅してはいるはずだ。でも、出てきてきくれないってことは、……怒ってる？

　いや、怒っていいのは私の方で、絶対に御堂さんではないはずだ。

　ないはずなのに、──なんで私が罪悪感に苛まれてるの？

「御堂さん……？」

　鍋はかかっているが、まだテーブルに皿は並べられていない。いつも飾ってある花もない。本当に不安になって視線を巡らせた時、ベランダで屈み込んでいる人影が見えた。

　急いで窓を開けると、同時に御堂が振り返る。

　彼はベランダ菜園の前に膝をつき、土をいじっていたようだった。

「な、何、してるんですか」

「肥料をやってるんだ。あと、虫除けネットを張っておこうと思ってね」

　彼はまくっていた袖を下ろし、今気づいたという風に腕時計を見た。

「もうこんな時間か。ごめん、これが終わったらすぐに夕食の支度をするよ」

　全く変わらない彼の姿に、どうしてだか腰が抜けるほどほっとする。

　彼の傍らに膝をついた雪名は、長い息を吐きながらその広い肩に頭を預けた。

「そんなのいいです。てゆうか、御堂さんが、家庭菜園に興味があるとは思わなかった」

「実は、前から興味があったんだ」

　嘘ばっかり。どうせ付け焼き刃で勉強したくせに。

　くすりと笑い、雪名は彼の体温を頬に感じながら目を閉じた。

　でも、御堂がハーブや野菜の手入れをしてくれるのは本当だ。そのお返しではないけれど、雪名はハーブティを作り、朝、御堂の分の水筒に入れてやる。

　最初にそれを作ってあげたのは今週の月曜日だが、御堂はすごく喜んでくれて……。

「どうした？」

　突然腰に腕を回されて驚いたのか、御堂が、びっくりしたように雪名を見下ろす。

　けれどすぐに彼は、雪名の手に自分の手を重ね、優しい仕草でそっと撫でた。

「てっきり怒ってると思ってた」

「怒ってないとでも思ってます？　あの後どれくらい大変だったか、シャツの替えはあっても、下着の替えなんていちいち職場にないですからね」

「それは──、本当に反省してる」

「あのシャツ、どうしたんですか」

「自分で洗ってクリーニングに出したよ。君に、申し訳ない気持ちでいっぱいになった」

　彼がトイレでシャツを洗っている姿を想像し、雪名は思わず噴き出した。

　くすくすと笑いながら顔を上げ、そのまま屈み込んだ彼と唇を重ねた。

　唇の輪郭を辿るようなソフトなキス。胸が締めつけられるようにぎゅうっとなって、せつない気持ちでいっぱいになる。

　互いが大切で堪らないような、本当の恋人みたいなキス。──

「先にお風呂に入っててくれ。すぐに夕飯の支度をするよ」

　雪名の頬を親指で撫でながら、御堂がそっと囁いた。

　嘘つき──と、その指の官能的な感触を味わいながら、雪名は目をつむっていた。

　本当は私が欲しくてたまらないくせに。

　私が今すぐ、この人に抱いて欲しいと思っているように。

「……お風呂で、伊織さんが汚したところを洗ってもらわなきゃ」

　目を閉じたまま、掠れた声で雪名は言った。再会して以来、セックスをしている時以外で、彼の名前を呼んだのは初めてだった。

「そうしてくれたら、今日のことは許してあげます」




「あぅ……、い、伊織さん、だめ」

「大丈夫だから、もっと腰を下ろしてごらん」

　浴室でたっぷり時間をかけて愛し合ったのに、ベッドに場所を移してからも、御堂の欲望は収まらなかった。

　もっとも雪名は、浴室で何度もオルガズムに達したが、御堂は一度しか欲情の証を迸らせていない。反り返った熱い塊は、今も彼の足の間で、筋を浮かせるほど張り詰めている。

　浴室では、スポンジに泡をつけて、御堂は丁寧に雪名の身体を洗ってくれた。

　うなじから肩、背中、ふくらんだ胸の裾野、腰、腿。一通りスポンジを巡らせた後は、手のひらで、泡を身体中に広げていった。指でヌルヌルと乳首を転がされ、尻の割れ目や花びらの重なりにまで、ヌルリ、ヌルリと太い指を滑らせてくる。

　花びらのひだ一枚一枚を、人差し指と中指の腹で丁寧に洗われて、雪名はつま先だった足を震わせながら、くずおれそうな身体を、御堂の肩に添えた手で必死に支えた。

　そんな雪名に、御堂は、信じられない真似をした。

　アナルに指を這わしてきたのだ。

（雪名は、こんなところまで可愛いな。いつか僕のものを入れてみてもいいかい）

　小さく窄まった排泄器官の入り口を指で撫で回され、食いしばった歯から笛の音のような声が漏れた。浴室の声は響く。だから騒ぎ立てるよりも我慢することが最優先になる。

（んくぅ、……ん、くぅ）

　泡にまみれた肌を桃色に染めて淫らによがる雪名を、御堂はかさにかかったように攻め立てた。アナルを弄りながら、つんっと尖った肉芽を転がし、たちまち到達した雪名を壁に押しつけて立たせると、ぬるま湯で泡を流し、とろけた蜜壺に指を埋めた。

　中指と人差し指で中をクチュクチュとかき回され、ヌチュッ、ヌチュッ、緩急をつけてと抽送される。甘ったるい快感がみるみる腰から込み上げてきて、雪名は双眸を潤ませた。

（伊織さん、だめ、あん、やっ、イく、イくイく）

　顔を歪ませた雪名が腿を突っ張らせると、御堂は意地悪く指を抜く。そして再び指を入れてかき混ぜる。

　何度かそれを繰り返されている内に、本当に雪名はわけが分からなくなってきた。

（──、あ、やだぁ、抜いてっ、やっ、あぅ、何か、何か出ちゃう）

　もう声を我慢することもできなくなった雪名は、まなじりに涙を溜め、官能に染まる身体をふりたくってエクシタシーに達した。同時に、強い排尿感がして、自分の中から、ピュッ、ピュッ、と勢いよく何かが噴き出すのも分かった。

　けれど羞恥を感じる暇もなかった。荒い息を吐く御堂もまた興奮の極みにあり、雪名を壁に向かって立たせると、両腕で囲い込むようにして背後から剛直を突き立てた。

　そこから数分の嵐のようなひと時を、雪名はあまりよく覚えていない。気づけば、彼の迸りが背中を熱く濡らし、何度もキスをしてから、ようやく二人して湯船につかった。

　強烈な快感の余韻で雪名はぼうっとしていたが、お湯の中でキスしたり、胸を揉まれたりしている間に、再び立ち上がった彼の欲望が背中を擦るのが分かった。

　舌を絡ませ合いながら、指だけでもう一度イかされた後は、ずっと意識が朦朧としている感じだった。

　パスタオルで身体を包まれて拭かれ、ベッドに運ばれて、今──膝立ちになって御堂の顔の上を跨がされている。

「む、無理……、ほんと、だめ」

「大丈夫、俺が綺麗に洗っただろ？」

　御堂が自分のことを俺と言う時は、一見冷静そうに見えて、その実とっくに理性が焼き切れていることを意味している。

　たじろぐ雪名の両腿を双手で抱くと、御堂は自分が頭の位置をずらし、雪名の淫花の下に顔を入れた。

　浴室でさんざん愛された花びらは、ふっくらと熟れて花開き、花芯から淫美な蜜を滴らせている。きらきらと濡れ光る薄桃色のひだとその奥にひそむあわいの影を、御堂は感嘆の吐息を漏らして、食い入るように見つめている。

「っ、み、見ないで……」

　羞恥に全身を薄赤く染め、雪名はか細い声を上げた。しかし御堂はますますがっちりと雪名の腿を固定すると、自分の顔の方に抱き寄せる。

「ひっ……」

　秘裂をヌルリと舌で舐められ、雪名は喉から声を漏らして尻に力を入れた。

「雪名、すごく綺麗だ」

　双眸を獣欲で潤ませた御堂が、濡れそぼった柔毛の下で赤い舌をぬらめかせている。

　高い鼻梁が濡れた花溝に埋まり、鼻先が花芽を突き上げた。まるで、とろけていくアイスクリームを夢中で舐め取るように、ペロペロ、ペチャペチャと御堂は舌を踊らせる。

「んくぅっ、あぅ、くぅ、あんぅ」

　必死で膝に力を入れる雪名だが、想定を遙かに超える淫靡な愛撫に、じりじりと膝から力が抜けていく。しかし、それでは御堂の顔の上に尻餅をついてしまうので、うつろになりかける自分を叱咤し、くずれそうな身体を懸命に支える。

　そんな雪名の、最後に残った理性までも舐めとろうとでもするかのように、御堂はいっそう舌の動きを淫らにさせる。彼が花芯から溢れた花蜜を音を立ててすすりあげ、喉を鳴らしてのみ込んだ時、雪名は気が遠くなりそうになっていた。

「そ、そんなこと、しないで。やだぁ、お願い」

　半分すすり泣く雪名の中に、今度は御堂の舌が入ってきた。蜜壺の入り口を舌先でこじ開けて、伸ばした舌で蜜を滴らせる肉壁をかき混ぜる。

「ン……っ、んくっ、あはぁっ」

　指より柔らかく、肉茎よりもしなやかで、ピチピチと跳ねる魚のように弾力のあるものが、淫穴を押し広げ、ヌプヌプと行き来する。

　そうしながら、御堂の両手は雪名の腹を這い上がり、乳房の膨らみを包み込んだ。

　二つの丸みはしっとりと汗ばんで、固くなった蕾が甘ったるく疼いている。

　その蕾を、同時に指で転がされ、雪名は耐えきれずに膝を崩した。

「ああっ、あっ、はぁ、んんっ、あんぅ」

　突き抜けるような快感に、目がうつろになり、唇を閉じることもできなくなる。

　くったりと膝を広げ、背を反らして倒れた雪名の腿を抱くと、御堂は心持ち上半身を起こした。露わになったいじらしい真珠を舌で転がし、チュルッと口で吸い上げる。

「ンッ、ふっ、ああっ、だめ、あッ、んん、……、くぅっ」

　雪名は火花のように上り詰め、くなくなと背中からくずおれる。

　起き上がった御堂は、先走りに濡れた熱杭に避妊具を被せ、快楽の余韻に震える雪名を組み敷くと、一気に奥まで刺し貫いた。

　彼の吐息は獣のようで、雪名もそれ以上に淫らな息を吐いている。そして、御堂の首と腰に自分の手と足を巻き付ける。

「雪名……、雪名」

　御堂はうわごとのように囁き、首や肩に強い口づけを落としながら、獰猛に腰を打ち付けてくる。彼の熱にえぐられる度に、甘い火花が目の奥で弾け散り、それが次第に大輪の花となって、次々と胸に広がっていくようだった。

「あ……、は……」

　言葉にならない絶頂の波が突き上げてきて、雪名は必死に御堂の首にしがみついた。

「っぁ……い……イく、あはぁ、いや、いやっ、イくっ、イくイく」

　いやらしく痙攣した肉ひだが、御堂のガチガチに硬くなった肉棒にからみついて、その全部を搾り取ろうとするかのように収縮する。

　御堂はうめき、雪名の中で欲望がぐんと反り返って大きくなった。

　その剛棒で立て続けに突き上げられ、雪名はすすり泣きのような声を上げて、終わらない絶頂を漂い続ける。

「っ、くっ……ぅ……、っ」

　やがて御堂が、耐えかねたようなうめき声を上げ、ビクン、ビクン、と雪名の中で肉茎を跳ねさせる。

　避妊具を着けていても、熱く滾った男の精が自分の中で放たれたのだと感じられる。

　どちらからともなく唇を合わせ、夢中で交わした口づけからは、朝履き替えたショーツと同じ、いやらしい匂いがした。

　それにすら昂りを覚えながら、雪名は夢うつつで考えていた。

　こんなにも淫らな時間を共有できる相手は、この先二度と現れないだろう。この人に初めて抱かれた時からずっとそう思っていたし、今もそう思っている。

　セックスほど、人の動物性が露わになる行為もない。

　けれど、そのどうしようもないほどに淫靡で浅ましい行為の果てに、美しく純粋な何かの感情が見えてくる。

　儚くて、言葉にするのもはばかられるような何かの感情が……。




「雪名は、本当に変わったな」

　御堂が呟いたのは、二人してシャワーを浴びた後、ベッドで寄り添っていた時だった。

　お腹は空いているのに不思議と何も食べる気になれず、雪名の買ってきたケーキをお互いにフォークで食べさせ合った。甘ったるいケーキよりなおも甘くじゃれあって、どこか離れがたい気持ちで、ずっと寄り添い合っていた。

「変わったって？」

「エロくなった。僕以外の誰かが君をそんな風にしたんだと思ったら、腹立たしくはあるけどね」

　雪名はクッションを取り上げて、それでボスンと彼の頭を叩いた。

「ひどい、伊織さんだって、すごくエッチになったくせに」

「悪い意味じゃない。それに僕は、昔から今と変わってないよ」

　嘘ばっかり──と思いながら、雪名は唇を尖らせた。めちゃくちゃテクニシャンになったじゃない。結婚が怖いとかいいながら、どれだけ経験を積んだのやら。

　それに、私だって変わってない。悔しいから教えるつもりはないけど、この人と別れて以来、誰にも身体を許したことはない。

　御堂が勝手に勘違いして、あり得ないほどいやらしい真似をするようになったから、それに合わせてあげているだけだ。

　でも、もしかすると、今の自分が、今まで知らなかった本当の自分なのかもしれない。

　御堂のセックスはどこか支配的で、雪名の自由を奪い、羞恥をあおり立てることで悦びを感じているように思う。もちろんベッドの上でだけだと信じたいが、そんな風にされるのが雪名は決して嫌ではなく、むしろ強い興奮を覚えてしまうのだ。

　──あまり考えたくないけど、私、ちょっとＭっ気があるのかな……。

　ただその扉を開いてくれたのは、間違いなく御堂だ。

　そんな根源的なところまで彼に誤解されていると思うと──しかもその相手が水島みたいなクズ男だと思うと──さすがに言い訳したくなる。

「……み、水島さんとのこと、変な風に誤解しないでくださいね」

「ん？」

「だから……、知ってるんでしょ？　会社で噂になってること」

　返事の代わりに、笑っていた御堂の顔から表情が消える。

「色々誤解されるような噂が出回ってますけど、別に水島さんが好きだったわけでも、おつきあいしてたわけでもないですから。むしろあの人には、随分迷惑していたんです」

「……というと？」

　口調こそ穏やかだが、彼の目は氷よりも冷ややかだった。

「別に、無理に話してもらう必要はないが、今の説明じゃあまり納得できないな。何かしらの因縁がないと、ああも関心を向けられることはないだろう」

「関心って……」

　雪名は、言葉に窮して唇を結んだ。どうしてそんな風に思うんだろう。

　だいたい御堂と水島が、顔を合わせる機会などなかったはずだ。御堂がアビダスにやってきた時、水島はすでに新婚旅行に旅立っていたのだから。

「別に、言いたくないなら話さなくてもいいよ。君がこの六年、誰と何をしていたかなんて、知りたくもない」

　いや、話さなくていいとか言いつつ、完全に不機嫌になってるじゃないですか。

　だいたいなんで、そこで御堂さんが機嫌を悪くするの？

　私の過去なんて、今さら御堂さんにはなんの関係もないじゃない。──

「……一度、二人で飲みに行ったことがあったんです。別に、言い訳するほどのことじゃないですけど」

　それでもしばらく逡巡した後、雪名は本当のことを打ち明けていた。

　水島が社長としてやってきた二年前、ネットクルー部で開かれた歓迎会の後、タクシーを拾う列に並ぼうとした時、水島に声を掛けられた。

　終電はとうに逃していた。家の方角が同じだと言われ、なんとなく断り切れずに同じタクシーに乗ってしまった。

　タクシーの中で、飲み直そうと何度もしつこく誘われた。やんわりと断ったが、なにしろ相手は新しく社長になったばかりの男で、雪名も正社員になって間がない頃だった。

　行き先はホテルのバー。あまり飲まないように気をつけていたが、何故だか腰も立たないほどに酔っ払って、気づけば水島に支えられてエレベーターに乗っていた。

　うつろな頭で、薬でも入れられたのかと思ったが、それは今でも確証がない。このままやられるんだろうと半ば覚悟していたが、幸いというかなんというか、エレベーターを降りたところで雪名は吐いた。そこにホテルの従業員が通りかかったのが幸いして、その夜は無事に解放されることになったのだ。

　どちらにとっても最低の一夜のはずだったが、何故か水島は、その後もしつこく雪名に言い寄ってきた。信じられないことに、彼は雪名が自分を好きだと思い込んでおり、二人はつきあうものだと勘違いしていたのだ。

　それを──仕事中に、水島のオフィスに引き込まれそうになった時、雪名はきっぱりと拒絶して断った。

　水島の関心はすぐに別の女に移ったが、雪名への恨みは相当に深かったらしい。

　様々な嘘が、彼や、エリカの口を介して流されて、雪名はすっかり『水島のストーカー』というレッテルを貼られてしまったのだ。

「だから、水島さんのことを気にするのはやめてください。腹は立ちますけど、ようやく結婚してくれたし、あと半年もすれば本社に帰る人ですから」

　話し終えてからの数秒──いや、数十秒、御堂は身じろぎもせずに眉を寄せ、唇に親指を当てて、空の一点を見つめていた。

　それはまるで、結婚していた頃の恐ろしかった御堂を見ているようで、雪名はこくりと唾をのむ。

　ずっと優しかったから忘れていたが、御堂はもともとそれほど寛容な人ではない。仕事上の敵には容赦ないし、やられたことには、きっちりと報復をする人だ。

　もちろん雪名も、今の御堂と水島の力関係は知っている。

　だから、疑惑にとどまっている部分は、一言も話さなかった。つまり、さほど飲んでいないのに歩けないほど酔ってしまったことは。

「水島君は、デキ婚らしいよ」

　どう空気を和まそうかと焦ったが、ようやく御堂が放った第一声は、想像の斜め上のものだった。

「本人が隠したがっているようだから、僕から口外するつもりはないが、どうもそうらしい。彼女と結婚するしないで、かなり揉めていたようだ」

　ほっとした雪名は、思わず噴き出していた。

「今、言っちゃってるじゃないですか。水島の弱みを一番知りたがってるこの私に」

「実は、僕はかなり口が軽いんだ」

「じゃ、塞いでおかないと。──今私がした話、絶対に内緒ですからね」

　雪名は念を押し、御堂の唇にチュッと軽く口づけた。

　御堂はそんな雪名を抱き留め、微笑んで髪を優しく撫でる。

「いずれにしても、双方にとって不幸な結婚なのは間違いないよ。親御さんに招かれたから、渋々式に顔を出したけどね。水島君は一度も新婦を見ていなかった」

　雪名は思わず顔を上げた。とはいえ、水島君は一度も──以降は耳に入っていない。

「──待ってください、じゃあ伊織さんも結婚式に出ていたんですか」

「出たよ。ただ、途中から少し顔を出しただけだったが」

「嘘、嘘、実は私も出席してたんですよ。招待状が届いて、断るのもしゃくに触ったから、意地で顔を出したんですけど」

　それには答えず、御堂は微かに笑っただけだった。

　けれどその微笑はすぐに陰り、雪名の頭を抱いて自分の胸元に引き寄せる。

　その陰った微笑みは、今日、ベランダで見上げた時の寂しげな笑い方とよく似ていて、雪名は少しだけ不安な気持ちになった。

「……雪名、僕の方も、実は、君に話しておかないといけないことがあるんだ」

　雪名は緊張で息をのんだ。

（嘘でもいいよ。女は嘘をつくものだし、僕も、君に嘘をついている）

　今日言われるまでもなく、彼が嘘を──何かしらの嘘をついていることは知っている。

　理想のスパダリを演じるためにこっそり勉強していることとか、御堂家のシェフにレシピを送らせていることではなく、もっと根源的なところで何かを隠しているのは、さすがに雪名にも分かっている。

　それでも表面的には、雪名と御堂は、一ヶ月の約束で共に暮らしているに過ぎない。

　その一ヶ月も、あと残すところ十日あまり。もちろん雪名は、御堂の欲しい答えをあげるつもりでいるし、御堂もそれは分かっているだろう。

　大丈夫、合格です。もう、誰と結婚してもあなたは最高の旦那様ですよ。

　でも、彼の欲しいのは本当にそんな言葉だろうか？

　もしそうじゃなかったら？　──抱かれている時に感じる、言葉にできない何かの感情を、彼も同じように感じているのだとしたら……？

　それをどこかで期待しつつ、恐れている自分がいる。

　御堂のことは好きだ。多分──悔しいけど、すごく好きだ。

　でも、彼ともう一度結婚するなど考えられない。

　その途端、雪名は広い海原から水槽の中に閉じ込められて、機械で送り込まれる空気を必死に吸いながら生きていくことになる。

　むろんそんな場所でも、優雅に泳げる人たちはいるだろう。

　今もリビングの水槽で、青い尾ひれをひらめかせる美しい熱帯魚のように。

　でも雪名は、そうはなれなかった。息がどうしてもできなくて──それを送り込んでくれると信じていた人からも裏切られて──結局、水槽を飛び出したのだ。

　六年間、必死に働いて手に入れた今の場所を、束の間の感情に流されて捨てるには、さすがにもう年を取り過ぎている。

「実は、急な仕事が入ってね。僕が手がけている別の事業の件なんだが、明日からしばらく海外に出張することになったんだ」

「そ……なんですか」

　予想だにしない言葉だったが、自分が必要以上のショックを受けていることに、雪名は内心打ちのめされていた。

　いつかは出ていく人に、心を許しすぎてしまったことへの後悔が、今さらのように胸に押し寄せてくる。

「出張って、どこに行くんですか？」

「パリだ。多分だが、十日くらい向こうに滞在することになると思う」

　パリという言葉に、忘れていた古い過去が蘇り、胸がえぐられるような気持ちになった。パリ──御堂がかつて不倫をしていた、丸紅理佐が暮らしていた町。

　もう七年も前になるのに、その人の名前すら雪名は耳にしたくない。

「へぇー、随分長いんですね。ていうか、約束の一ヶ月、終わっちゃうじゃないですか」

　その理佐を連想させる言葉が出たことで、逆に気持ちが振っ切れたようになって、務めて明るく雪名は言った。

　そうかそうか、じゃあ、このおかしな同居生活も今夜で最後か。

　大丈夫、結果的に十日早まって正解だった。今ならまだ、笑ってこの人と別れられる。

「ねぇ、なんだかお腹が空きません？　私、ちょっと食べてから寝ようかな」

「雪名──」

　ベッドを降りようとした途端、背後から腰に腕を回された。

「現時点での帰国予定は未定だが、僕は……僕らの誕生日には日本に戻りたい。いや、絶対に戻ってくる。雪名、その日に二人で会って欲しいんだ」

　後頭部に彼の額が押し当てられる。思い詰めた声に、雪名は心臓が高鳴るのを感じた。

「べ、別に、……いちいち約束しなくても、会社で会えるじゃないですか」

「専務には、すぐに違う人物が着任する。少し早まったが、もともと一ヶ月の契約だったんだ」

　──え……？

　振り返ろうとした雪名を、御堂は片腕で拘束したままで呟いた。

「これを……受け取ってくれないか」

　もう片方の手が、雪名の前に回される。

　差し出されたのは、手のひらに乗るほどの大きさの、四角形の包みだった。

　表面には銀色の雪の結晶が刻まれており、細い赤のリボンがかけてある。

　なんですか、とは聞けなかった。形的に指輪かピアスのケースだということは察しがついた。この流れで、ピアスでないことも分かっている。

「もし、僕が君のテストに合格したのなら、この中にあるものを着けて、誕生日に堂山ヒルズの僕のオフィスに来て欲しい。僕が……何を言いたいのかは、もう君にも分かっているはずだ」

　堂山ヒルズの五十四階にある彼のオフィス。

　雪名がそこに足を踏み入れたのは、人生で一度しかない。

　二十歳の誕生日、初めて上京した日。御堂さんの部屋に行きたいと言った雪名を、彼は何故だか堂山ヒルズのオフィスに誘い、そこで婚約指輪を渡された。

（大学を卒業したら結婚しよう。その時は、僕の部屋に泊まってくれ）

　雪名は初めて彼の前でほろりと泣いて、頷いた。

　同じ年の春、余命宣告を受けていた祖父との別れの時が迫っていた。ひとりぼっちになるのが怖かった雪名は、その時初めて、自分は一人ではないと分かったのだ。──

「御堂さん、」

「再会してからの僕の話を、君がどこまで信じてくれているのかは分からない。でも、僕が心の底から伴侶を求め、今日まで様々な努力を積み重ねてきたのは本当だ。……ただ、それはこれから出会う見知らぬ誰かのためじゃない。君と、もう一度やり直すためだ」

「…………」

　腰に回された御堂の腕に力が込もる。雪名は背後を振り返れなかった。

「来てくれ、雪名」

　彼が言葉をのみ込み、何度も言いかけてはのみ込み、必死に言葉を探しているのが分かった。

「あの場所で、僕らは始まって、そして壊れた。あの頃の僕らには多くの誤解があり、それを解けば全てが解決すると思っていた。でも今は、それこそが僕の間違いだったことも分かっている」

「…………」

「許して欲しい。そして、もう一度あの場所から僕とやり直して欲しいんだ」







第五章 雨の告白、元夫と妻の本当の気持ち








　御堂伊織が、初めて婚約者のことを知らされたのは、高校二年生の春である。

　最初はもちろん、冗談だろうと思った。

　何故、高校生の僕が、小学生と婚約しないといけないんだ。

　けれど、そんな反論すらすぐにのみ込んでしまえるほど、当時の御堂は、父親に絶対服従の子供だった。

　母は早くに病死していたため、父一人子一人。広大な邸宅で、御堂は親代わりの執事と大勢の家庭教師、そして父の決めた厳格なルールに従って生きてきた。

　父は仕事と、趣味の旅行をこよなく愛し、家には殆ど帰ってこない人だった。

　父子の時間は全くといっていいほどなかったが、御堂にはそれが当たり前で、寂しいと思うことすらなかった。

　使用人全てに役割があるように、御堂にも役割がある。勉強して、誰よりも賢くなって、父の事業を受け継ぐという役目だ。父はその一点においては御堂に期待していたし、御堂は、その期待に沿うことを目標に、ある意味まっすぐに生きていた。

　その父が決めてしまった縁談なら、それがどんな相手であっても受け入れるしかない。

　相手は信州在住の小学校四年生。

　両親を早くに亡くし、ハーブ園を営む祖父と二人暮らしだという。

「伊織様。これは旦那様のお戯れです。旅行先で意気投合した御仁と、勢いでそのような約束をしてしまったようなのです。本気になさる必要はございません」

　執事の高鳥がそう言ってとりなしてくれたが、そういうわけにはいかなかった。

　面と向かって命じられた以上、もはや御堂にとって婚約は使命である。

　さっそく高鳥に、相手方に電話させた。すぐにでも挨拶に行くつもりでアポを取らせたのだが、急な婚約に混乱しているのは、向こうの家も同じようだった。

「高梨様は大変な驚きようで……せめてお孫さんが高校生になるまで、挨拶は待って欲しいとのことでございました。言いにくいのですが、あまり……本気にされておられないような、そういった印象でございました」

　それでいったん話は終わった。しかし、御堂について言えば、むしろここからが始まりだった。

　婚約者が決まったとなれば、もはや自分にはどんな恋愛も許されない。

　当時の御堂はほっそりとした長身で、その上母親譲りの綺麗な顔をしていた。

　はっきり言えば、異性からもてていた。自分の結婚相手はいずれ父が決めると信じていたから、どんな告白にも心を動かされることはなかったが、これからはいっそう気持ちを引き締めなければならない。

　とはいえ、もちろん御堂にも性欲はある。高校二年ともなればなおさらだし、誘惑されれば、ふらふらとついて行きたくなる時もある。今のままだと、いつかとんでもない過ちを犯してしまうだろう。

　そこで御堂は、あえて度の強い眼鏡をかけ、元外商の高鳥がコーディネートした完璧な衣服や小物ではなく、安くて地味な衣服を好んで身に着けるようにした。

　女性から関心を持たれにくいルックスになることと、高梨家のレベルに自分を合わせるためだ。

　高鳥の調べだと、どうやら高梨家は中流以下の暮らしぶりらしい。

　向こうがこっちに合わせることなどできないから、自分が合わせていこうと思ったのだ。

　そんな御堂が、初めて高梨家を訪ねたのは、大学を卒業した年──二十三歳の冬である。

　その頃になると、御堂の周囲で様々な縁談話が持ち上がるようになり、父はその件に関し、一切口を挟まないといった状況になっていた。

「伊織もいい年だ。結婚相手くらい自分で決めなさい」

　つまり、高梨雪名との婚約はすっかり忘れ去られていたのだが、御堂には、そうもいかなかった。

　高梨家には盆暮れとお歳暮を送っているし、いずれ挨拶に行きますと約束している。

　何も言わずに、婚約を反古にするわけにはいかない。

　いや、それ以前にこの六年、御堂は見たこともない婚約者のために、僧侶のようにストイックに自分を戒め、清らかな身でい続けたのだ。

　その雪名もようやく高校生になった。そろそろ結婚の話を具体的に進めてもいい頃だ。

　そこで御堂は、初めて高梨家に電話したのだが、返ってきたのは、思わぬ反応だった。

（あっはっはっ、あんたも馬鹿真面目な人だなぁ。あんなの、酒の席の冗談でしょうに。来たいなら来てもいいですが、雪名は全く本気にしていませんよ）

　翌日、信州に向かう列車の中で、御堂は腹立たしい気持ちで一杯になっていた。

　いや、冗談っていうのはなんなんだ。その冗談をずっと本気にして、この年まで恋人一人作らなかった僕の立場はどうなるんだ。

　高校、大学とひたすら真面目に生きてきて、ついたあだ名は『修行僧』。

　あらゆる誘いをことごとくはねつけていたため、ゲイだと噂されるほどだった。

　もちろんその都度、葛藤がなかったかといえば嘘になる。自慰行為で性欲を処理する度に、本物の女性に触れたくてむらむらした。

　同級生の性体験を耳にする度に、己の未成熟さを思い知らされたし、会ったこともない婚約者のために、貞操を守り抜いている自分を馬鹿だと思うこともあった。

　しかも御堂は、高校生の時から、もっさりとした長髪の、野暮ったくて無愛想で、その上無口な男で通してきた。それが自然に板についてしまった今、女性にどう言い寄っていいのかさえ分からない。

　もちろん縁談なら、黙っていても次々とやってきた。

　しかし、それもそれで、御堂には苦行でしかなかった。断り切れずに女性に引き合わされたこともあるが、相手の、値踏みするような目には心底うんざりさせられた。

　彼女たちは、度のきつい眼鏡をかけて、むっつり黙り込んでいる男に興味があるのではない。御堂が持つ財産や、父の会社に目をキラキラさせているのだ。

　とにかく約束は約束だ。僕は絶対に婚約者と結婚するぞ。──

　そんな決意に燃えていた御堂だが、十二月の信州は凍えるような寒さで、駅を降りると、そこは一面の雪景色だった。

　タクシーを拾って住所を告げると、車はどんどん山深い奥地に入っていく。

「いやぁ、ここは下手したら、寒さで人死にが出ますからねぇ」

　運転手は笑いながら言ったが、牡丹のような雪は激しくなるばかりで、フロントガラスの向こうは一メートル先も見えない。

「あれ？　ちょっと迷ったかな？　おかしいな」

　日もだんだん陰ってきて、何度も道を間違える高齢の運転手に、本気の恐怖が込み上げてきた時、突然停まった車がうんともすんとも言わなくなった。

「エンストかぁ、まいったなぁ。助けを呼ばないと、これ、マジで死んじゃいますよ」

　いや、冗談じゃない。笑ってる場合じゃないぞ。後期高齢者のあんたはまだしも、僕はまだ死ぬわけにはいかないんだ。

「あっ、お客さん、車を出たら本当に死にますよ！」

　しかし御堂は飛び出していた。へらへら笑う運転手が全く信用ならなかったのと、これまでなんでも自分の手で解決してきた自信があったからだ。

　が、少し歩いて、すぐにそれが誤った選択だったことに気がついた。

　たちまち身体の芯まで冷えてきて、寒さで足が動かなくなる。助けを求めて振り返っても、吹雪の中、タクシーがどこにあるのかも分からない。

　──嘘だろ……？

　タクシーを探してやみくもに歩き回った御堂は、ついに力尽きて膝をついた。

　まさかと思うけど、僕は、死ぬのか。

　今、死んだら、なんのために今日まで様々なことを我慢してきたか分からない。

　女も知らず、ろくな遊びもせず、ひたすら真面目に生きてきた。

　このまま死ぬなんてあまりにも虚しすぎるじゃないか。──

「わっ」

　その時、どんっと何かにぶつかった。

　同時に真っ赤な傘が視界にいきなり飛び込んでくる。

「ちょっとぉ。何やってんですか、こんなとこで」

　下からのそきこんでいる黒い瞳と、長い黒髪。雪女だ──僕を殺しに来た死の使い。

「あっ、ちょっと、逃げないで。お祖父ちゃあん！　変な人が家の前にいる」

　数分後、御堂はガタガタ震えながら、高梨家のストーブの前で毛布にくるまっていた。

　タクシーが停まっていたのは、高梨家の真ん前だった。

　つまり、御堂は運転手にからかわれたのである。

　車を飛び出した御堂は、いったんタクシーから離れて方向感覚を失ったが、運良く周囲をぐるりと回って戻ってきたため、雪名とその祖父に見つけられたのだ。

　とはいえ、死にかけたことには変わりない。まだ二十三歳の自分が、一歩間違えたら死んでいたかもしれないという事実に、御堂はひどく打ちのめされていた。

　僕の人生は、一体なんだったんだろう。

　ずっと父の言いなりに生きてきて、それが正解だと思い込んできた。

　でも死を前にしてようやく分かった。

　このまま死にたくない。恋も知らず、女も知らないまま死ぬなんて絶対に嫌だ。

　そんな御堂の隣で、こたつに足を突っ込んでいる雪名は、テレビを見て笑っていた。

　雪女は婚約者だった。いや、雪女ではなく、雪ん子だった。

　雪のような肌に林檎みたいに紅い頬。くりっとしたつぶらな目。可愛らしいが、とんでもない田舎娘じゃないか……。

　しかも、想像以上に子供っぽい。ぽいというより、そのまんま子供だ。

　しかし彼女が婚約者である以上、御堂が知ることの許される女は、この娘一人なのだ。

「雪名、テレビばかり見てないで、少しは御堂さんと話しをしないか」

　台所の方から、父親代わりだという祖父の声がした。

　雪名ははぁいと不服そうに頬を膨らませ、リモコンを使ってテレビを切った。

　しんしんと雪が積もる音が響くほどの沈黙が訪れる。

　雪名は頬杖をつき、しばらくの間、御堂をじいっと見つめているようだった。

「御堂さん？　それとも伊織さん？」

「……どっちでも」

　御堂もまた、曇った眼鏡越しに雪名を見ていた。

　きめの細かい白い肌。睫の長い大きな瞳。ふっくらと膨らんだサクランボ色の唇。控え目に言っても可愛い子だ。今はまだ子供だが、大人になればかなりの美人になるだろう。

　しかしそれには、あと何年待たなければならないんだ？

　ストーブにかかったヤカンがしゅんしゅんと鳴り始める。不意に雪名が口を開いた。

「御堂さんは、私と何がしたいんですか」

「…………」

　何を？

　瞬きをした御堂は、死にかけた時の気持ちのままに心の中で呟いた。

　僕は君とセックスがしたい。

　いや、今の君ではなく、大人になった君と。

　ちゃんと恋をして、セックスしたい。本当は今すぐにでも別の女性と経験したいが、それは僕の矜持が許さない。

　婚約した以上、いくら相手が子供でも、そういう裏切りをすべきではない。

　だったら──彼女が大人になるまで待つしかない。

「勉強しよう」

「はっ？」

　御堂はもそもそと毛布から出ると、曇った眼鏡を外して、ハンカチで拭った。

「御堂さん、眼鏡取ったら、まぁまぁイケメン」

「ありがとう」

　御堂はごほんと咳払いをした。君が大人になったらコンタクトにすることを検討しよう。

「僕は頭がいいんだ。よかったらここにいる間勉強を見てあげてもいい」

「えー……全然嬉しくないんですけど……」

　そうして二人は、夕飯まで数学の勉強をした。翌年もその次の年も、そんな風にして時を過ごした。特に親しくなったわけではないが、一緒にいる時間は心地よかった。

　雪名からは恋心の片鱗も感じられなかったし、御堂も、自分が恋をしている実感はゼロだったが、二人は当たり前のように互いを婚約者だと認識していた。

「浮気したら、私も彼氏作るから。言っとくけど、私、結構もてるんだからね」

「しない。だから君も彼氏は作るな」

　そのくせ、離れている間は電話一本しない。そんな──不思議な関係だった。

　ずっと信州にいた雪名が、初めて東京に出てきたのは、彼女が二十歳の時である。

　その日、御堂はいよいよ雪名を抱くつもりで、様々な準備をして待っていた。

　もちろんその前に正式に結婚を申し込むつもりだったし、婚約指輪も用意していた。

　問題は、──二十歳になったらそうしようと決めていたとはいえ、肝心の気持ちが、そこについてきているかだった。

　僕らはお互い、恋をしていると言っていい関係なのだろうか。

「御堂さん、私、ドリームランドに行きたい、あと、スカイタワーにも！」

　しかし無邪気な雪名を見ていると、そんな気持ちもどこかに消えた。

　はしゃぐ彼女に引きずられるようにして、原宿、渋谷と観光名所を回っている間に、ふと気づいた。

　時折雪名が、ひどく心細そうな目をしていることに。

　思えば、いきなり東京に来たいと言いだしたのもおかしかった。

　宿は取っていないというから、当然御堂と一緒に泊まるつもりなのだろうが、去年まで子供だった彼女が、急にそんな決断をするものだろうか？

「高鳥、僕だ。雪名の身辺に何か変わったことがないか、至急調べてくれないか」

　優秀な執事は、三十分でそれを突き止めてくれた。

　雪名の祖父が入院中──しかも末期癌だという。

「ねぇ、御堂さんの部屋に行きたいな」

　彼女の、どうしようもない寂しさと、やけっぱちな気持ちが分かるような気がした。

　御堂もまた、その前年に同じ寂しさを味わっていたからだ。

　父の会社に入社して以来、ずっと関わってきた堂山ヒルズのオープンを成功させたものの、その成功を誰より喜んでくれると思っていた父は、長年付き合っていた若い女性と結婚し、新婚旅行に行ってしまった。

　竣工パーティに一人で出ながら、御堂はようやく、父が自分に一切の関心を持っていないという事実を受け入れていた。

　その時の御堂と同じように、彼女も今、一人で生きていく不安を噛みしめているのだろうか。──

　御堂は、雪名を自分のオフィスに連れて行った。

　どうしてそうしたのか分からない。強いて言えば、自分が孤独になった時、一人でオフィスに篭もっているのが好きだったからかもしれない。

「わぁ、すっごい眺め、水族館みたい」

　雪名はすぐに全面ガラス張りの窓に駆け寄って、視界いっぱいに広がる東京の夜景に目を輝かせた。

「水族館？」

「昔、お祖父ちゃんに連れてってもらったことがあるんです。海の底みたいに青くて、宝石みたいな魚がひらひら泳いでました。すごく綺麗だった。……ここも海の底みたいで、水族館とよく似てるから」

「そう」

　御堂は微笑み、彼女の隣に立って、彼女が水族館と表現した夜景を見た。

　地上五十四階の空域に、存在している人は何人もいない。

　もしかすると、この瞬間、御堂と雪名の二人だけなのかもしれない。

　そう思うと、傍にいるこの人が、すごく愛おしく思えてくる。

　しばらく無言で夜景を見つめていた雪名は、やがて何かを決心したのか、少しだけ寂しげに微笑した。

「……帰ります。今日は、本当にありがとうございました」

　少しためらった後、御堂はポケットから用意していた指輪の箱を取り出した。

　どちらかといえば、今日彼女を抱きたくて用意したものだったが、今は純粋な気持ちで、彼女にそれを受け取って欲しいと思っていた。

　あっけにとられたように目を瞬かせている雪名の手を取り、左手の薬指に嵌める。

「君が卒業したら結婚しよう。その時は、僕の部屋に泊まってくれ」

「ええ？　真面目に言ってます？　私たち手もつないでないのに。──うっそ、すっごく高そうな指輪、これいくらしたんですか？」

　驚いたり、呆れたり、喜んだりした後、雪名は少しだけ目を潤ませていた。

「本当に私なんかでいいんですか」

「ここまで待ったんだ。今さら別の男に持って行かれたくない」

「だから、言い方」

　くすくす笑いながら、彼女が近づいてきたので、御堂は初めてその肩を抱いて自分の方に引き寄せた。

　十秒かそこらの抱擁だったが、心臓が激しく高鳴り、息ができていたかどうかも分からなかった。

　そしてようやくほっとしていた。なんだ、悩む必要は何もなかった。

　僕はちゃんと──この人と恋をしていたんだ。





　◇






「高梨さん、もしかして今日デート？」

　ドキッとした雪名は、すぐに「違いますよ」と笑ったが、自分の装いが同僚の目を引いているのには気付いていた。

　普段はカジュアルなニットとミモレ丈のスカートを好む雪名だが、今日は、女性らしいシルエットのワンピースに、小粒なトパーズをあしらったネックレスまで着けている。

「本当かなぁ。最近の高梨さん、ぐっと綺麗になったし、雰囲気も柔らかくなったよね」

「それ、絶対男ができたやつじゃん。相手は誰？　まさかと思うけど、社長の結婚式で抜け駆けしちゃった？」

　御堂がいなくなって十日が過ぎた。

　突然の専務の交代は、アビダスの女子社員をがっかりさせたが、その騒ぎももう過去のものだ。

　御堂が使っていた社長室には、新婚旅行から帰ってきた水島がふんぞり返っている。

　寿退社したエリカは再々総務課に顔を出し、女子社員をうんざりさせているようだ。

　その煩わしさをのぞけば、雪名の日常は、御堂のいなかった頃の平穏を取り戻していた。

　朝起きて、ベランダ菜園の手入れをして、弁当を作って朝食を食べる。

　帰宅して、のんびり一人でお風呂に入って、夕飯を食べた後は自由タイムだ。本を読んだり、配信ドラマを見たり、誰にも遠慮せずに好きなように過ごせる。

　なのに今日、約束の二人の誕生日。一番自分が綺麗に見える服を着てきたのは何故だろう。メイクにも髪型にも、必要以上に気を遣ってしまったのは何故だろう。

　御堂に手渡された箱は、どうしても開封できないまま、バッグの中に入っている。

　それを、堂山ヒルズの受付に預けて帰るか──あるいは彼の望むように、身に着けて会いに行くか──まだ気持ちは決まっていない。

　振り子はゆらゆらと揺れ動き、どちらにもつかないまま、今もまだ迷っている。

　御堂さんと、また会いたい。

　奥さんにはなれないけど、またあんな風に、二人で楽しく暮らしたい。

　でも、御堂が望んでいるものは多分違う。

　彼が望むのは結婚で、しかも、本心では子供が欲しいと思っている。

（出してもいいだろ？　俺たちの子を産んでくれ）

　あれは興奮した彼が思わず漏らした本音で、だからこそあの後、傷ついていたのだ。

「……無理でしょ、子供なんて」

　あの刹那、脳裏によぎった最悪な未来を思い出し、雪名は思わず身震いをした。

　牢獄みたいな御堂の家に閉じ込められ、永遠に逃げられなくなる未来。母親の学歴のことで、いつまでも嘲笑される子供たち──

　どう考えても結婚はできないし、子供なんてなおさらだ。

　でも、雪名と復縁するために、あれだけ変わろうとしてくれた御堂なのだ。もしかすると、これからの二人の関係を、雪名の望む形に修正してくれるかもしれない。

　義母も再婚して家を出て行ったというし、二人できちんと話し合えば……。

「高梨、社長から電話。すぐに社長室に来て欲しいって」

「ええ？」

　露骨に嫌な顔になった雪名を、同僚たちが少し意外そうな目で見た。

「いいじゃない。どうせもう社長なんて、眼中にないんでしょ」

「ていうか、最初からなかったんでしょ？　あれは社長の一方的な片思いだって、一部では噂になってたもん」

「そうそう、だから総務課のエリカ様も、高梨さんをめちゃくちゃ嫌ってたのよ」

　同僚からストーカー扱いされていないのは嬉しかったが、それもそれで困った誤解だ。水島が自分のことを好きだなんて、もし御堂の耳に入ったら大変なことになる。

　──まぁ、入ることは、もうないか。

　そんな風に思いながら上階のフロアに上がると、いつも嫌味を言ってくる総務課の女子社員とエレベーターホールで鉢合わせになった。

　連日会社にやってくるエリカにうんざりしているのか、彼女たちの態度も、最近はどこか雪名寄りだ。

「今、エリカが来てるわよ、社長室」

「あと、誰か知らないけどすっごい美人が一人。高梨さんの知り合いなの？」

「え……？　いえ、多分違うと思いますけど」

　雪名が訝しげに眉を寄せると、女たちも怪訝な顔を見合わせた。

「でも、その美人が高梨さんを呼んだみたいよ。あの社長が米つきバッタみたいにぺこぺこしてたから、よほど重要なお客様なんだろうけど」

　──誰……？

　とたんに胃の辺りがずしっと重くなり、悪い予感で胸がいっぱいになった。

　もしかしてお義母様？　すごい美人とは少し違うけど、かなり綺麗な人だったし。

　水島が頭を下げる雪名の知り合いなんて、御堂家の人くらいしか思いつかない。

　多分、御堂がこの会社で雪名と会っていたことが、義母か親戚にばれたのだ。

　──もう……、恨むわよ、御堂さん。

　それでも腹を括って扉をノックしたのは、もう雪名がその人たちとは他人だからだ。

「失礼します、高梨です」

　扉を開けた途端、思わぬ人の姿が飛び込んでくる。

　目が覚めるほど美しい顔に、それを引き立てるエメラルドグリーンのワンピース。ソファで形のいい足を組み、悠然と雪名を見上げている。

　雪名は凍りつき、六年ぶりに見る丸紅理佐の笑顔の前で立ちすくんだ。





　◇






　時刻はそろそろ、午後七時になろうとしている。

　御堂は落ち着かない気持ちで立ち上がり、全面ガラス張りの窓の前に立った。

　堂山ヒルズの最上階にあるオーナーオフィス。ここは、このビルを建てた時、自分へのご褒美として作らせたものだ。

　広々とした空間には、仕事のためのデスクとゆったりとくつろげるソファしか置いていない。オフィスというより、一人になりたい時に使う隠れ家のようなものだ。

　夕方から降り始めた雨は本降りになっていて、雨飛沫に濡れた窓からは、滲んだ灰色の景色しか見えてこない。

　取り上げたスマホに、未だ雪名からの連絡はなかった。

　──雨が降ったら、連絡しろと言っただろう。

　御堂は唇を引き結び、冷たい端末を握り締めた。

　チャット欄に残っているのは、自分から送ったメッセージといくつかの通話履歴。

　雪名の返信は数えるほどしかなく、一緒に暮らしている間も、彼女から連絡してくることは一度もなかった。

　分かっている。彼女は僕に、何ひとつ期待していないし、望んでもいない。

　たった半年の結婚生活の間も、雪名は何ひとつ御堂に望まず、訴えず、御堂が何を聞いても、「大丈夫です。楽しくやってます」と笑っていた。

　あの頃は、とにかく仕事が忙しかった。いや、父が急死したことが、それまでの何もかもを変えてしまった。

　父と共に別宅に住んでいた義母が、まず屋敷に乗り込んできて、自分はここに住むべきだと言い出した。まがりなりにも父を見取ってくれた人である。御堂は精一杯の敬意を払って義母を迎え入れたつもりだったが、それがそもそもの失敗だった。

　義母は自分のお気に入りの使用人を次々と家に入れたが、その大半が、親戚たちの入れ知恵で送り込まれた者たちだった。

　父の事業を引き継いで半月も経った頃には、御堂にもことの深刻さが理解できた。

　親戚たちが結託して、父の築いたものを食い荒らそうとしている。堂山ヒルズの権利さえ、叔父の手に渡る寸前になっていたのだ。

　御堂はすぐに高鳥を会社に呼んで詳細を調べさせた。

　何が起きているのかはすぐに分かった。親戚たちの裏にいたのは、父が懇意にしていた丸紅不動産の会長だった土建屋上がりの豪胆な男は、御堂の親戚全部を抱き込んで、会社の乗っ取りを目論んでいたのである。

　直談判に向かった御堂に、丸紅会長は傲然と言ってのけた。

（だったら今の嫁さんを追い出して、うちの娘をもらってくれ。これからは共同事業者として一緒にやっていこうじゃないか）

　それからの御堂は、会社と家を守るためならなんでもやった。

　初めて他人に頭を下げたし、接待のような真似までした。とにかく雪名を守りたかった。丸紅の申し出が受け入れられない以上、自力でこの窮地を脱するしか道はないからだ。

　一番厄介だったのが義母で、彼女がそれほど悪人ではなかったことが、御堂の対処をことごとく惑わせた。中途半端に賢かった義母は、親戚や丸紅家の甘言を真に受けて、御堂の家を守るには、彼らの助力が必要だと思い込んでいたのだ。──

　様々な問題が次々と発生し、その都度御堂は、厳しい判断を下さなければならなかった。信じていた人間の裏切りを知り、長年勤めてくれた使用人や社員を切らなければならないことも何度かあった。夜も眠れなくなり、悪夢を見て目覚める朝が続いた。

　それでも心が折れなかったのは、雪名が家で待っていてくれたからだ。

　結婚してまだ一ヶ月。初夜は失敗したし、今も、あまりセックスに乗り気ではなさそうな雪名だが、彼女への愛おしさは日々増していくばかりだった。

　東京に出てきたばかりの彼女を、色んなところに連れて行ってやりたかった。笑ったり驚いたりする顔を見たかった。一ヶ月くらい休みを取って、ずっと二人でいたかった。

　そのためにも、今が頑張り時だと思ったのだ。

　雪名のことは、信頼のおける使用人にしっかり守らせていたつもりだったが、一番有能な高鳥を御堂の側に置いていたのが失敗だったのかもしれない。

　使用人たちが出入りできないパーティや集まりの場で、雪名が陰湿ないじめを受けていたと知ったのは、彼女が出ていった後になってからだ。

　それでもまだ、その時の御堂は楽観していた。きちんと話し合えば、誤解は解ける。そうすればまた元に戻れる──そう、信じていたのだ。

　いきなりデスクの電話が鳴った。

　心臓が止まるような思いで、御堂はその方を振り返った。




「──雪名！」

　バシャバシャと雨を蹴散らす音がする。

　信号の手前で足を止めた雪名は、驚きに目を見張った。

　堂山ヒルズを出てほんの数分。まさか、五十四階にいる御堂が、こんなに早く追い掛けてくるとは思ってもみなかった。

　傘も差さずに飛び出してきた御堂は、ずぶ濡れになったままで立ちすくみ、必死に言葉を探しているようだった。

　彼の手に、雪名が受付に預けたペーパーバッグがあるのを見て、雪名は胸が痛くなった。

　十日ぶりに見る御堂は、どこかやつれているようにも思え、それが、ますます胸を苦しくさせる。

「な……、中は見てないし、もらえません。それが何であっても、私に受け取る資格なんてないですから」

　口を開きかけた御堂を遮るように、雪名は歩み寄って、傘を彼にかざしてあげた。

　大粒の雨が、御堂と雪名の肩と背中を濡らしている。

「理佐さん……、丸紅理佐さんが、今日、私を訪ねてきました」

「え……？」

「知らなかったから驚きました。御堂さんの会社、あまり上手くいってなかったんですね」

　雨にけぶる街灯の下で、御堂の顔がみるみる陰るのが分かった。

「……、それは、見る人の立場によって違うことだ。会社は、上手くいっているよ」

「堂山ヒルズを手放すことになってもですか？　理佐さんのお父様が、ビルを買い取ることになったんでしょう？」

　御堂は眉を寄せ、言葉を探すように唇を噛む。

　──本当の話だったんだ……。

　御堂からうつろに目を逸らした雪名は、今日の午後、突然会社を訪ねてきた理佐の言葉を思い出していた。

（──まさか、そんなことも伊織さんから聞いていないの？　堂山ヒルズはうちの父が買い取ったの。もう正式に契約も交わして、来月には丸紅不動産のものになるわ）

　アビダスの社長室で再会した丸紅理佐は、七年前と同じように自信に満ちていたが、円熟を迎えた美貌は、どことなく崩れて見えた。

（──この六年、伊織さんがどれだけ苦労して堂山ヒルズを守ってきたか、あなたは何も分かっていないのね。父があのビルを買い取ったのは、経営に失敗した伊織さんに対する最後の慈悲よ。だって私と彼が結婚すれば、ビルは再び伊織さんのものになるんだから）

（──私たち、もっと早くに結婚すべきだったのに、伊織さんがあなたに拘っていたから話が前に進まなかった。この一ヶ月は彼が取った初めての長期休暇よ。あなたに会うのは分かっていたけど、それで伊織さんの気が済むならと思って、見過ごしてあげたのよ）

（──だってこの一ヶ月が終わったら、彼は私と結婚するしかなくなるんだから）

「結婚するのが怖い相手って、理佐さんのことだったんですか」

　二人の足元を見たままで、雪名は呟いた。唇がわななき、目の奥が熱くなる。

「それを私で克服するって、人を馬鹿にしてるんですか」

「──聞いてくれ」

「言わないで、もう何も聞きたくない！」

　傘を御堂に押しつけ、雪名は雨の中を駆け出した。

　理佐の言うことを、何もかも真に受けたわけではない。

　名前を口にするのも嫌だった過去の幻影は、現実に見ると「そんなものか」という感じだった。

　七年前には気づけなかった彼女の焦りや嘘が、馬鹿みたいにはっきりと分かった。御堂はこの人を愛していない。だからこそ理佐は、焦って会社にまで乗り込んできたのだ。

　でも──それでも雪名より、彼女の方が御堂に相応しいことは間違いない。

　堂山ヒルズを失うという、彼にとって一番重大な出来事を、ずっと隠されていたのも間違いない。

「雪名！」

　背後から腕を掴まれ、足が止まる。

「あのビルを手放す前に、……もう一度、君と一緒に、水族館を見たかったんだ」

　絞り出すような声だった。

　水族館？　と、呼吸を弾ませながら、雪名は微かに眉を寄せる。

　堂山ヒルズに、いつそんなものができたのだろう。

「それが最初の動機で、後は、どうやったら君と自然に再会できるか、そればかりを考えるようになった。君も知ってのとおり僕の執事は優秀だ。僕の悩みを知り、すぐに君の近況を調べてくれた。君が、水島君と付き合っているという話も、その時に聞いたよ」

　叩きつけるような雨の中、雪名は眉根に力を込める。

　高鳥さんは有能だが、その情報は誤りだ。水島と付き合ったことなんて一度もない。

「僕は……、正直言えば、君の正気を疑った。あんな人間のク……言い過ぎだな、彼にも一応人権がある。あんなどうしようもないゴミと君が付き合っているなんて、何かの間違いだと思ったんだ」

　一度言い直したくせに、さらに非道い言葉で水島を形容すると、御堂は苦しげに言葉を切った。

「その時に、決めた。君をあの男から取り戻そうと。──でも、今さら僕が出ていっても、君が僕に振り向くことはないだろう。だから一年かけて、僕は僕自身を変えたんだ。君の好み、考え方──好きな男のタイプ──君が聞けば怒るだろうが、高鳥はあらゆる方面からそれを調べ上げ、分析してくれた」

　しばらく言葉が出てこなかった。おかしな本のラインナップ。外見も衣服も、性格までも、別人みたいなイケメンになっていた御堂。

　雪名は何度か言葉をのんでから、ようやく顔を上げて御堂を見た。

「まさか……、それが、御堂さんの変身の理由だったんですか」

「君は知らないだろうが、僕はいつだって、君のために自分を変えてばかりいる」

　雪名は黙ったままでいた。心の中で、何かの感情があふれ出しそうになっている。

　ここでも高鳥さんは間違っている。自分の好みのタイプが何かと言われれば、結婚する前の御堂さんだ。不器用で、馬鹿真面目で、優しくて──

　でも、今の御堂さんの方がもっと好きだ。

　好きで、愛おしくてたまらない。

　膨らんだ涙が、まなじりから零れて頬を伝った。

「……結婚、できない……」

　唇が震え、雪名は大きく息を吐いた。

「それでも私は、御堂さんの奥さんにはなれない……それだけは、絶対に無理なんです」

「……知ってるよ。君が望まないなら、僕も結婚までは望まないつもりだ」

　雪名は急いで首を横に振った。本当は昼まで雪名もそういう関係を望んでいた。

　でも今は違う。それでは水島と一緒だと気づいたのだ。

　真剣な関係を望む彼を、セフレ扱いするようなものだと。

　そしてもうひとつ、全身をブランド物で固めた理佐と向きあって、まざまざと思い知らされたことがある。

　またこの人と──この人たちと同じ価値観の世界で生きていくのは、絶対に無理だ。

「わ、私には、御堂さんの住む世界は違いすぎて……、苦しくて、苦しくて」

　声が震え、新しい涙が頬を伝った。

「まるで……海の底にいるみたいなんです」

　苦しくて、息もできない。叫びたくても声が出せない。

　もう二度と、あの世界には戻りたくない。

　御堂はしばらくの間黙っていた。どれだけの時間そうしていたか分からないが、気づけば雨音が激しくなり、再び傘が雪名の頭上にかざされていた。

「風邪を引くよ。僕はオフィスが近いからこのままで構わないが」

　彼は雪名に傘を持たせて上着を脱ぎ、水を払うとそれを肩にかけてくれた。

　かなり雨に打たれていたはずなのに、防水加工が効いているのか、スーツはさらりと乾いて温かかった。

「君には色々言われたが、今のが、一番効いたかな」

　彼は微笑んでいたが、うつむいた目は明らかに傷ついていた。

「僕はもう、二度と君の前に現れない。ただ最後に、これを受け取ってもらえないか」

　御堂は手にしたペーパーバッグと、もう一つ、最初から持っていた大型の封筒を差し出した。どちらも雨に濡れて、表面がくたくたになっている。

「ひとつは僕が調べたもので、水島君が、これまでアビダスでやってきた不正の数々が収められている。最初に気づいたのは高鳥だが、僕はその確たる証拠を掴むために、面倒な根回しをして専務になったんだ」

　雪名は眉をひそめながら、分厚い封筒をぎこちなく受け取った。

　つまり、御堂は、水島の不正の証拠を掴むために、アビダスの専務になったのだ。

　どういうことだろう。人に任せれば済むことなのに、なんでそんな馬鹿げた真似を、御堂さんみたいな立場のある人が？

「ど……、どうして御堂さんが、そんな、探偵の真似ごとみたいな……」

「その時はまだ、君が水島君に惹かれていると思い込んでいたからね。僕自身が奴の正体を暴いて、君に露呈してやるつもりだった」

　答えになっていないが、彼の行動の底にあるものは、説明されるまでもなかった。

　理佐が言っていた一ヶ月の長期休暇。御堂はこの一ヶ月を使い、殆ど可能性のない賭けに出たのだ。元妻と復縁するための、最後の賭けに──

「僕にはもう関係のない男だから、その証拠書類は君の好きにして構わない。あの男を失脚させるのも、許すのも君の自由だ」

　御堂のやっていることの馬鹿馬鹿しさに、雪名は思わず笑いたくなった。

　けれど唇が微かに動いただけで、言葉を出すこともできなかった。

　そんな雪名の手に、御堂はそっと──ペーパーバッグから出した小箱の包みを握らせた。

「受け取ってくれ。これは、僕のものじゃない。もともと君のものなんだ」

　私のもの……？

「いらないことは分かっている。ただ、……できれば君の手で処分してくれないか」

　雪名は手のひらの小箱を見て、その目をもう一度御堂に向けた。

　彼はもう雪名を見てはいなかった。逸らされた目は、何かの感情を懸命に堪えながら、ここではない別の場所を見ているようだった。

「これを河川敷で見つけた時、僕は、君の心が傷だらけだったことに、ようやく気づくことができたんだ。理佐のことは全くの誤解だし、義母があの日、君にした仕打ちも全部聞いた。……そういう誤解を解いて、義母を君から離せば片がつくと思っていた自分を、殴りたい気持ちになったよ」

　だから、離婚届にサインしたんだ。

　御堂はそう呟き、顔を歪めるようにして頭を下げた。

「……すまなかった。君には僕だけが頼りだったのに、そんな君を一人にしていた僕を許してくれ。本当に悪かった……」
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　御堂と別れ、どうやって帰ったか分からないままに、気づけば雪名は自室のリビングに呆けたように座っていた。

　頭の中では、今日御堂から聞かされたことと、過去の様々な情景がごちゃまぜになっている。

（御堂氏からの条件はたったひとつです。結婚指輪を返すこと。そうすれば、すぐにでも離婚に応じると御堂氏は言っています）

　結婚指輪──それは、二十歳の時に彼からもらった婚約指輪のことである。

　結婚する時、結婚指輪を用意すると言った御堂に、雪名がいらないと言ったのだ。

（だってこの指輪、すごく気に入ってるんだもん。絶対に外さないから、これを結婚指輪にしてもいい？）

　真面目な御堂は最後まで渋っていたが、結局は雪名の言うとおりにしてくれた。

　でもその指輪は、雪名自身が捨ててしまった。

　あの日──御堂家を飛び出した日に、夜の河川敷に投げ捨ててしまったのだ。

　その頃、御堂があまりよく眠れていないという話を高鳥から聞かされた雪名は、彼のためにハーブティを作ろうと思い立った。

　亡くなった祖父の形見として、いくつかの種を持って来ていた。それを、庭の片隅に植えて育ててみることにしたのだ。

　ようやく芽が出た時は嬉しかった。この牢獄みたいな屋敷で、ようやく小さな、自分の居場所を見つけたような気持ちだった。毎朝、毎晩、土をいじって水をやった。早く御堂の喜ぶ顔が見たかった。

　なのに、ある朝起きたら、畑が全て掘り返され、そこに別の植物が植えられていたのだ。

（あんなもの、処分したわ）

（本気であんな汚いものを、伊織さんの口に入れようとしていたの？　あなたと伊織さんはね、生まれも育ちも何もかも違うのよ）

　いつもは耐えられる義母の嫌味が、その日は何故か駄目だった。

　自分の部屋でひとしきり泣いたが、涙はどうしても止まらず、思い出す度に嗚咽が込み上げ、気づけば夜になっていた。

　御堂が遅いことは知っていたが、どうしても彼に会いたかった。財布だけを持って外に出て、タクシーを拾って堂山ヒルズに向かった。その間もずっと泣きっぱなしだった。

　どれだけ気持ちを冷静に保とうと思っても、涙は後から後から溢れてくる。こんなことは初めてで、自分の精神状態が普通ではないことが怖かった。

　堂山ヒルズの受付の女性は、髪がぼさぼさでワンピースにサンダル履きの雪名を見て、それが、社長夫人だとなかなか信じてくれなかった。

　周囲の嘲笑の中で電話がようやく通じ、御堂がエレベーターから駆け降りてくる。

　立ち上がった雪名は凍りついた。彼の隣に、一番見たくない人の姿があったからだ。

（雪名、一体、どうしたんだ。ここへは来るなと言っただろう）

　パーティの最中だったというのは、理佐の服装ですぐに分かった。駆け寄ってきた御堂からは、微かにアルコールの匂いもした。

　その時、本当にぷっつりと自分の中の糸が切れた。

　後のことは、もうぼんやりとしか覚えていない。雨の中、外に飛び出して、追い掛けてきた御堂から逃げるようにタクシーに飛び乗った。

　現金が尽きるところまで移動して、タクシーを降りると、そこは河川敷だった。

　そこで雪名は、嵌めていた指輪を外し、力いっぱい放り投げたのだ。──

（これを河川敷で見つけた時、僕は、君の心が傷だらけだったことに、ようやく気づくことができたんだ）

　今日の、御堂の言葉が蘇る。

　ぼんやりと座る雪名の目の前には、綺麗にラッピングされた四角い包みが置かれている。

　では、これはあの時の指輪だろうか。いや、そんなはずはない。

　そもそも御堂は、雪名が指輪を捨てた場所を知らないはずだ。いや、知っていたとしても、探し出すなんて不可能だ。あれだけ広くて──捨てた場所を記憶している雪名ですら、どうしても見つけ出せなかったのだから。

　御堂に、離婚条件を突きつけられる前から、雪名は時折、思い立ったように指輪を探しに河川敷に行っていた。

　あれは、一番幸福だった頃の御堂との思い出だ。彼だけでなく、彼との大切な思い出まで手放してしまったことが、後になってひどく間違ったことのように思えたからだ。

　それでも探しながら、ふと思った。もし指輪が出てきたら──？

　奇跡みたいに、指輪がもう一度出てきたら？

（君が卒業したら結婚しよう。その時は、僕の部屋に泊まってくれ）

　もう一度、幸せだったあの頃の二人に戻ることができるだろうか……？

　結局、指輪はどこからも出てこず、半年ほどして、御堂から離婚届が送られてきた。

　几帳面な筆跡は、確かに彼が自ら書いたサインだった。

　その時、本当に二人は終わったんだな、とぼんやりと思ったことを覚えている。

（これを河川敷で見つけた時、僕は、君の心が傷だらけだったことに、ようやく気づくことができたんだ）

（だから、離婚届にサインした）

　雪名はこくりと唾をのみ、包みのリボンを解いて、包装紙を剥ぎ取った。

　白いビロードのケースには、やはり雪の結晶が刻まれていた。

　ケースを開けると、中には夢にまで見た懐かしい指輪が収まっていた。プラチナで、表面に三つの小粒のダイヤが埋め込まれている。

　雪名は震える手でそれを持ち上げ、裏に刻まれた文字に目を近づけた。

『Ｆｒｏｍ　Ｉｏｒｉ　ｔｏ　Ｙｕｋｉｎａ，　ｗｉｔｈ　ｌｏｖｅ』

　リングの表面は綺麗に磨かれていたが、その文字を消さないためか、裏側には細かな傷が残っていた。

　作り直したものでないことは、ひと目で分かった。これは二十歳から御堂家を出て行くくまでの三年と少し、一度も外さなかった雪名の指輪だ。

　離婚届が届いた頃に発見されたのなら、投げ捨ててから半年後だ。

　信じられない。一体どれだけ根気強く、あの辺りを探したのだろうか。

　どうしてだか雪名の脳裏に、子供みたいに必死に指輪を探す御堂の姿が浮かんだ。

　誰が、どこで見つけたにせよ、きっと指輪は傷だらけだったろう。

　半年間もうち捨てられ、傷ついてボロボロになった指輪を見て、あの人はどう思ったのだろうか。

「御堂さん──」

　指輪を掴んで立ち上がろうとした雪名は、そこで息をのむようにして固まった。

　私は、どこに行こうとしたんだろう。

　御堂さんのところ？　行って──？　それから？

　彼と一緒に生きていく覚悟もないくせに、行ってどうしようというの？

　行ったところで、また同じ結末が待っているだけなのに。──

　その時、視界の端に、水槽を泳ぐ熱帯魚の姿が映った。

　水槽──その中で窒息した私と、自由にひらひらと泳ぐ義母、理佐さん、彼の親戚たち。

　ううん、違う。今、頭をよぎったのはそんなことじゃなくて。

（あのビルを手放す前に、……もう一度、君と一緒に、水族館を見たかったんだ）

　そもそも私は、なんだってお金もないのに、こんな高価な魚を飼おうと思ったんだろう。堂山ヒルズに水族館なんてない。

　あるのは──地上五十四階からの、美しい眺めだけだ。

（わぁ、すっごい眺め、水族館みたい）

（昔、お祖父ちゃんに連れてってもらったことがあるんです。海の底みたいに青くて、宝石みたいな魚がひらひら泳いでました。すごく綺麗だった）

　かつて自分が言った言葉のひと言ひと言を、雪名は思い出していた。

　そして今日、自分はなんと言っただろうか。

（わ、私には、御堂さんの住む世界は違いすぎて……、苦しくて、苦しくて）

（まるで……海の底にいるみたいなんです）

　あの刹那、彼が深く傷つき、静かに諦めの気持ちを募らせていった理由がようやく分かった気がした。

　二人の記憶の中で美しかった海の底は、雪名にはいつの間にか、息もできない牢獄に変わっていた。それは事実で、どう言い繕おうとも変わらない。

　でも私は、御堂さんほどの努力をしただろうか。

　この一ヶ月の彼のように、どれだけけなされても、馬鹿にされても、──子供でもしないような馬鹿げたことを、本気でやり抜くことができていただろうか。
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「雪名さんは、やっぱり来られなかったの？」

　ぼんやりと空を見ていた御堂は、その声に微笑んで振り返った。

「やぁ、義母さん」

　目の前には、数ヶ月ぶりに帰国した義母の雅美と、その新しい配偶者であるフランス人が並んで立っている。

　堂山ヒルズ。ノービリス堂山を貸し切って行われているのは、御堂が主催した二人の結婚パーティである。

　同時に、このビルを売却する前の、最後の宴でもあった。

「誘ってはみたんですが、忙しいようです」

　御堂が苦笑してそう言うと、雅美はみるみる表情を曇らせた。

「私のせいね。どれだけ謝っても、もう許されないでしょうけど、……あの頃の私は、本当にどうかしていたのよ」

「義母さんのせいじゃない。全部、僕が悪いんです」

　この人の口から、雪名にした仕打ちを聞かされた時は、正直、怒りが収まらなかったし、恨まなかったといえば嘘になる。しかし、長年父の秘書をしていた雅美の根底にあったのは、御堂の会社を守りたいという、ただそれだけだった。

　彼女もまた、結婚当初は御堂の親戚たちの苛烈な嫌がらせに泣かされていた。雪名とはある意味同志だったのに、それが、悪いタイミングで出合ってしまったのだ。

「それにしても、随分、賑やかな人たちね。一体何をしに来たのかしらないけれど」

　その雅美が、少しだけ眉をひそめて呟いた。

　招待客の同伴なら誰でも自由に参加できるパーティには、様々な人が顔を出していた。

　御堂家のパーティとあらば、それがどんなものであっても顔を出さずにはいられない親戚はもちろん、噂を聞きつけた仕事関係者。こういう席には、雨後の筍のように湧いて出る名前も知らない芸能人。

　中でもこのビルを買い取ることが決まった丸紅父子は上機嫌で、女王様のように着飾った理佐の周りには、彼女の友人である芸能人が取り巻き、馬鹿騒ぎを繰り広げていた。

　その様を、呆れたように見ていた雅美が、

「伊織さん。丸紅会長は、理佐さんとあなたが結婚すると言っているけど、本当なの？」

　義母の疑念に答えようとした時、ポケットに入れていたスマホがメッセージの着信を告げた。

　急いでそれを取り出した御堂は、心臓を震わせた。店の前に待機している高鳥からの報せは、今日の場合ひとつしかない。

「すみません、義母さん、少し席を外します」

　いきなり駆け出した御堂を、雅美があっけに取られた顔で見送った。

「えっ、どうしたの？」

「何か事件でも起きたのかしら」

　場内の客も動きを止め、今日、ずっと沈み込んでいた御堂が、まるで命を得たかのように、人を押しのけて会場を突っ切る様を見守っている。

　雪名は会場の入り口辺りに立っていた。

　その隣には、アビダスの社長である水島夫妻。怯えきった顔の水島の隣で、雪名はいっそ、潔いまでに堂々としていた。

　服装は、彼女が普段から好んで身に着けている春霞のような淡い色味のニットと、白のフレアスカート。会社で見る姿と何も変わらない。

　その、気負いのない、等身大の雪名の姿に、御堂は胸が震えるほどの嬉しさを覚えた。

「み、御堂さん。こ、こんな真似をするのはどうかと思ったんですが、どうしても同伴させてくれと、高梨さんに頼まれまして」

　青ざめた顔の水島が、ひっくり返った声で言う。

「ちょっと、孝太郎君。なんだってこんな女を連れてこなきゃいけないのよ」

「うるせぇ、お前は黙ってろ！」

　喧嘩を始めた水島夫婦を無視して、御堂は雪名の腕を引いて抱き寄せた。

　彼女は少し緊張しているようだったが、すぐに安堵したように、御堂の胸に手を添えた。

「ごめんなさい。水島さんの不正の証拠、伊織さんがせっかく調べてくれたのに、こんなことに使っちゃいました」

「いいんだ。君の好きにしていいと言っただろう？」

　夢のようだ、と御堂は思った。夢ならどうか覚めないでくれ。

　彼女が絶対に来たくないと言ったこの席に、二度と会うことはないと言った連中が顔を揃えているこの場に、勇気を振り絞って来てくれた。

　それが彼女の答えだと──そう思っていいのだろうか。

「どういうことなの、伊織さん」

「その人は、何年も前に、御堂の家に泥を塗って出ていった女じゃない。なんだってそんな人がここにいるの？」

　ようやく事態を理解したのか、親戚たちが顔色を変えて集まってきた。

　その奥には、眉をひそめる理佐が立っている。

「しかもそんな場違いな格好で」

「本当にどこまでも、伊織さんの足を引っ張る女なのね」

　御堂は表情を険しくさせた。

　彼女たちはかつて、自分と理佐が恋人だったという嘘を雪名に信じ込ませ、それどころか策略を企てて、二人があたかも不倫をしているような現場を雪名に見せた。

　あの日、突然丸紅会長から日本に呼び戻された御堂は、どうしてだかホテルで理佐の夕食に付き合うことになり、腱鞘炎で手が動かないという彼女に代わってフロントで手続きを済ませてやった。それを、雪名が見ていたのだ。

　義母からそのカラクリを聞いた時は、頭が真っ白になるほどの怒りを覚えた。その時の感情が、今、再び蘇りかけている。

「すみません、実は再婚することになったんです。私たち」

　しかし雪名は、あっけらかんと言って御堂の手をきゅっと握った。

　我に返った御堂は、信じられない思いで、彼女の放った言葉を反芻する。

「そういうわけで、これからもどうぞよろしくお願いします。私は仕事もあるので、あまり皆さんとおつきあいできないと思いますけど。……ね、伊織さん」

　そっと見上げられ、御堂は歓喜に爆発しそうな気持ちを、理性を総動員して鎮めた。

　雪名の覚悟と微笑みに、燃え上がった怒りはたちまち消えて、代わりにとろけるような笑顔になる。

「もちろんだ。……もちろんだよ、雪名」

「あと、子供ができても、仕事は続けたいんです。伊織さんのサポートは、どうせ私には無理だから……」

「当たり前だよ。むしろ僕が、全力で雪名をサポートする。そのために二人で予行演習をしたじゃないか」

「本当にいいんですか？」

「いいに決まってる。僕は、雪名が何より大切なんだ」

　笑顔になった雪名が、御堂の腰に両腕を回して抱きついた。

「伊織さん、大好き」

「僕も、大好きだ」

　しーん……。

　あまりのいちゃいちゃぶりに、さすがに周囲がドン引きしている。

　最後のあたりは、雪名が意図的に演技しているのが分かったが、その思惑を想像するのは痛快だった。最大の恥をかかされた理佐は、もうわなわなと唇を震わせている。

「雪名、ここはうるさいから場所を変えよう。これからのことを二人で話し合いたいんだ」

「ええ、いきましょ、伊織さん」

　余裕があるように見えて、握り締めた雪名の指は震えている。

　その指に嵌められた指輪の感触を愛おしく思いながら、御堂は彼女の肩を抱いて会場を後にした。




　五十四階の御堂のオフィスは、雪名が初めてそこに足を踏み入れた二十歳の頃と、何も変わっていなかった。

　全面ガラス張りの窓から見下ろす美しい夜景。

　空と地上の中間に浮かんでいるような不思議な感覚。

　しばし、その景色に見入っていた雪名は、隣で手をつなぐ御堂をそっと振り仰いだ。

「このビル、本当に売ってしまうんですか」

　御堂の選択を信じているつもりではあったが、そう聞かずにはいられなかった。

　堂山ヒルズは、彼が初めて一人で手がけた仕事で、いわば彼の人生そのものだ。

　そんな大切なものを、本当に手放すしかなくなってしまったのだろうか。

「とても感動的な場面なのに、まずはビジネスの説明をしないといけないのかな」

　苦笑して雪名の頬を撫でると、御堂は優しい目のままで、そっと額に口づけてくれた。

「売るよ。でもそれは、仕方なく手放すんじゃない。もう僕自身が、ここを離れてもいいと思うようになったんだ」

「……どういうことですか」

「堂山ヒルズは、僕の初めての仕事であり、父と、そして君との思い出の場所でもある。だからずっと執着していた。このビルまで手放してしまえば、僕の人生には何も残らないと思っていたんだ」

　彼は雪名の肩を抱き、どこか遠い目を窓の外に向けた。

「僕が迂闊だったのもあって、父が亡くなった時、このビルの権利は、丸紅会長を始め、多くの親戚に奪われた。この七年、それを取り戻そうと必死になったし、彼らの望みは大抵は叶えてやったよ。理佐との結婚以外は全部」

　自分の知らない御堂の七年を思い、雪名は胸が苦しくなった。

　彼の苦悩を私は何も知らなかった。あの頃は、自分を守るのに必死で、御堂の置かれた立場を考える余裕さえなかったのだ。

「でも、もういいと思ったんだ。そろそろ僕も自分の人生を生きる時だ。子供の頃、愛されようと必死になった父のことや、君のことも……いい加減人生から清算しようと思った」

　結局、できなかったけどね。

　そう言って御堂は苦笑し、雪名は彼の肩に頬を寄せた。

「そういうわけで、ようやく若い頃の負の遺産を手放すことにしたんだ。この東京の一等地に、これだけのテナントを維持するのがどれだけ大変か、実際に経営してみれば分かると思う。──まぁ、連中がどうなろうと、もう僕には一切関係のないことだが」

　後半、不意に冷ややかな口調になった御堂を、雪名は少しだけ怖いと思った。

　つまりこの人は、ビルと共に親戚との悪縁を断ち切ったのだ。ずっと御堂本家に頼り切っていた彼らの将来を思うと、ちょっぴり気の毒な気持ちになる。

「今、僕が手がけている事業は世界中にあるし、会社は、とても上手くいっている。これで少しは気が晴れたかい？」

　雪名は微笑んで頷いた。もしこの人が借金まみれになっていたら、私が食べさせてあげようと思った──とは、言わないでおこう。

「……、私、本当に仕事を続けても？」

「構わないよ。君の人生だ。僕の人生でもあるけれど」

　微笑んだ御堂が首を傾けてキスしようとした時だった。彼はふと何かを思い出したように顔を離した。

「ちょっと待っていてくれ、些細な問題を片付けてくるよ」

　背を向けた彼は、ポケットからスマホを取り出して耳に当てた。

「高鳥、僕だ。例の書類とデータをすぐに山通の役員全員に送ってくれ。もちろん、僕の名前を出してもらって構わない」

　──えっ？

　雪名はびっくりして、通話を終えた御堂の前に回り込んだ。

「それって、もしかして水島社長の不正の件ですか」

「うん。僕の手元にも一式残しておいたからね」

　水島は会社の金を流用し、自分の遊興費に当てていた。それを御堂は、社内に残された様々な書類から調べ上げ、きっちり証拠を揃えていたのだ。

　とはいえ、しょせん権力者の身内がしたことだ。水島の父の立場を考えると、告発したところで内部で握りつぶされるに決まっている。

　そう思ったから、雪名はその証拠書類を、取り引きに使うことに決めたのだ。

「でも私、その書類を水島さんに渡すことと引き換えに、ここに連れてきてもらったんですけど」

「水島君も人がいいね」

　御堂は心底おかしそうに苦笑した。

「雪名は知らなくてもいいことだが、彼のパソコンには、まぁ、逮捕されても仕方のないものが色々入っていたんだよ。それは危険だから君には渡していないし、いずれ僕が公にしてやるつもりだった」

　平然と言う御堂を、雪名は唖然と見上げた。

　なんだろう。この全く悪びれない二枚舌は。

　あの時は、あんな優しいことを言ったくせに……。

（僕にはもう関係のない男だから、その証拠書類は君の好きにして構わない。あの男を失脚させるのも、許すのも君の自由だ）

「もしかして伊織さん、最初から、水島社長を潰すつもりで」

「そこまでしようと決めたのは、彼の結婚式で、君に暴言を吐くのを聞いた時だ」

　──え……？

　意味が分からない雪名の頬に口づけると、御堂はいたずらっぽい目で囁いた。

「それに言わなかったかな。僕は、口が軽いんだ」




　照明を落とした天空のオフィスは、静まりかえった海の底のようだった。

　二人は何度も抱きしめ合い、繰り返し唇を重ね、飽きることなく愛の言葉を交わし合った。

　それ以外の言葉は、もう何もいらなかった。これからずっと一緒に生きていく。何も言葉にしなくても、それはもう分かっている。

「雪名……」

　囁く御堂の唇は、熱く、優しく、雪名の腰に回された手には、抑えきれない情熱が込もっていた。

　雪名は彼の髪に指を差し入れ、額や耳に口づけ、彼の上着を脱がせ、ネクタイを外してやった。

　御堂は、雪名を抱え上げてソファまで運ぶと、跪いていた靴を丁寧に脱がせてくれた。

　ベッドより柔らかで心地よいソファの上で、二人は夢中になって口づけを交わした。

　敏感な舌先を触れ合わせ、本能のおもむくままに互いの官能を高めていく。

「伊織さん……」

　雪名は熱っぽく囁き、御堂のシャツの下に手を入れて、彼の、滑らかに引き締まった身体を手のひらで味わった。腹筋から胸筋の盛り上がりを指でたどり、彼がそうしてくれるように乳首をそっと指腹で撫でた。

「ぅ……」

　御堂はうめき、熱っぽい目で雪名を見下ろすと、余裕のない手つきでニットに包まれた胸を掴む。すぐに手を離してトップスを脱がせようとしたものの、途中で焦れたようにそれを止め、代わりにブラを引き上げて、こぼれ出た丸みに唇を付けた。

　まだへこんだままの乳首を口に含み、夢中になって舌をひらめかせ、舐めしゃぶる。

　御堂のそんな姿を見たのは初めてで、雪名はそれだけで、子宮が疼くような感覚になった。自分の内側から何かが温かくとろけ出て、彼を迎え入れる場所を潤わせていくのが分かる。

　これまでにないほど彼が欲しくなり、衣服越しに触れるはち切れんばかりに硬い欲望が、たまらなく愛おしく思えてくる。

　雪名は、彼をそっと起こして膝立ちにさせ、自分も半身を起こして彼の下肢を戒めているものを解いてやった。

　以前そうしたように、御堂が淫らがましく射精するまで舐めてあげるつもりだったが、そうする前に、腕を取られて抱きすくめられる。

「ごめん、待てそうもない。すぐに雪名の中に入りたいんだ」

　切羽詰まって掠れた声に、蜜口が甘く収縮する。

「ん……」

　頷くと、すぐに頭を庇うようにして抱き倒され、視界が御堂の肩で覆われる。

　避妊具をしないことは最初に確認し合っていた。御堂は雪名のスカートをたくしあげると、ショーツに指をかけてをめくり下げ、焦れたように足からそれを抜き取った。

　片方の足の膝を抱え上げ、自分の肩に乗せてから、昂りを中心にあてがってくる。

　まだ触れられてもいないのに、雪名の小さな、御堂のためだけにある入り口は、透明な蜜を滴らせ、たっぷりと潤っていた。

「っ……ン……あぅ」

　温かな肉茎の先端が花びらの間をヌルヌルと滑り、もどかしい気持ちよさに雪名は白い喉をのけぞらせる。

　丸みを帯びた先端はすぐに膣口を探り当て、ぐうっと力が込められていく。

「あ……は」

　目を潤ませた雪名は腰を浮かせ、彼の熱茎をあますところなくのみこんだ。

　一番深い場所まで、ためらうことなくそれを埋め込んだ御堂は、ゆるゆると腰を引き、さらに深い場所を穿つかのように荒々しく突いてくる。

「ン、んっ、……ふっ、ぁ」

　揺さぶられながら、雪名は自分の指で唇を押さえた。

　前戯もなく、ただ挿入されているだけなのに、これまで感じたことのない気持ちよさに、頭がうつろになりそうだった。

　ガチガチに硬くなった欲望が、雪名の肉ひだをみっちり埋め尽くし、粘膜をめくり上げては擦り上げ、ズンズンと奥を穿ってくる。一番感じるところを狙い、ゴリゴリと突いてくる。

「ぁう……ぁっ……ぁ、は、あはぁ」

　眉をせつなく寄せて身もだえた雪名は、逃げられない快感に抗うように、真っ白な腹を波打たせた。薔薇色に染まった肌は、薄く浮いた汗で濡れ光り、肌そのものが燐光を放っているようだった。

　そんな雪名を見下ろす御堂の目は、獣じみた情欲で濡れ尽くし、雪名の肌をまさぐる手も、吸いつく唇も、火のように熱い。

　荒々しく欲望を出し入れしながら、彼は雪名の汗ばんだ肌に両手を這わせ、乳房を掴んで押し揉んだ。

　いやらしく勃ち上がった乳首を指で転がし、つまみ上げてはコリコリとひねる。その間も腰は休むことなく前後に動き、雪名の花びらを淫らに擦り上げながら、さらに奥へと入り込もうとしている。

「……ぁ、こ、壊れちゃう」

　雪名はたまらず、すすり泣いた。そんな雪名の瞼に口づけると、御堂もうめくように囁いた。

「雪名……、すごく気持ちいいよ」

　御堂とはこれまで、様々な体位でセックスして、その都度深い快感に溺れたが、今ほどその快感に底がないと感じたこともなかった。どこまでもどこまでも、甘くて深くて、暗い、けれど幸福な場所に堕ちていく。──

「あ、だめ、だめだめ、だめぇっ、ンぅ、やぁ、いや」

　突然襲いかかってきた、頭がおかしくなりそうな官能の高まりに、雪名は黒髪を振り乱して、子供のような声を上げた。それでも止まらない快感の高波に、理性がまるごと焼き切れて、ただ泣くことしかできなくなる。

　雪名は嗚咽し、しゃくりあげながら、御堂の肩にしがみついた。そんな雪名の唇を吸い、舌を絡めて貪りながら、御堂はいっそう腰の打ち付けを激しくさせる。

　まるで命を注ぎ込もうとするかのように、荒々しく肉と肉を打擲させ、終わりに向けて加速させていく。雪名はその嵐の中で、何度か到達しては果て、どこまでも終わらない快感に泣きながら喘ぎ続ける。

　と、突然、ぐんっと角度を変えた肉茎が、熱く膨れ上がり、限界まで密度を増したように思えた。

「……っ、雪名……っ」

　ガツガツと穿たれた場所から、目もくらむほどの快感の光が放たれたような感覚だった。

　熱い精液がビュルビュルッと子宮口で迸り、潤みが身体の奥に広がっていく。

　その、えもいわれぬ快感に、雪名は達したばかりの身体をひくつかせ、御堂の陰茎を締めつけた。微かにうめいた御堂が、搾り取られるかのように、もう一度射精する。

「は……っ、は……」

　やがて、苦しげな呼吸が満たされた吐息に変わると、御堂はハンカチを添えて自分の肉茎を引き抜いた。そして、打って変わった優しさで雪名のまなじりや鼻に口づけ、内腿に溢れたぬるみを拭き取ってくれた。

「泣くほど気持ちいいって、どんな感じ？」

　いたずらっぽく笑う目に、みるみる自分の頬が熱くなる。

「ばか、知らない」

　恥ずかしさを誤魔化すように彼の首に手を添えた雪名は、そこで初めて、自分の指に光る指輪に目を留めた。

　およそ七年ぶりに着けた指輪は、まだどこか違和感があって、初めてそれを彼に嵌めてもらった時のことが思い起こされる。

　くすぐったくて、恥ずかしくて、嬉しくて。私、本当にこの人のお嫁さんになるんだなぁと思うと、何故だか不思議に泣けてきた。

　その時は抱き合うのがやっとだった二人が、こんなにも深く、浅ましくもひたむきに愛し合うようになった。

　二人にとっての始まりの場所──もう二度と戻れないと思っていた場所に、やっと今夜、戻ってくることができたのだ。──

　たとえこの部屋がなくなっても、今日目にした光景は、永遠に心に焼き付いているだろう。ようやく美しい思い出に昇華した海の底。この五十四階の景色だけは。

　御堂は雪名の髪を指で梳き、額にそっと口づけた。

「新婚旅行のことを話すのは、気が早い？」

「早いのか遅いのか微妙ですけど……。とりあえず言って下さい」

「実は少し懐に余裕がないんだ。世界三周くらいで許してくれるかな」

「あっは」

　雪名は噴き出すように笑っていた。

　この人の場合、どこまで本気か嘘か分からないのが怖いけど。

「七年も延期したのに、たった三周ですか」

「五周にする？」

「ううん、どうせなら月まで連れてってください」

　少し驚いたように眉を上げた御堂は、すぐに破顔して雪名を抱きしめた。

「オーケー。その言葉、忘れるなよ」

　二人は笑いながら唇を重ね、キスはすぐに深くなった。
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　濃蜜ラブルージュのファンの皆さん、はじめまして。高たか羽ば柚衣ゆずきです。

　この度は、「冷徹御曹司だった旦那様が別れた途端、スパダリになって溺愛してきます!?　～永遠の証は滾るほどの愛撫で～」を手に取っていただき、ありがとうございました。

　大人の濃密な恋愛がメインテーマですが、そんな中でも、ちょっとコミカルな、可愛らしさのある男性を描きたくて、こんな感じの話になりました。

　作中には名前しか出てきませんが、執事の高鳥さんとヒーローのやりとりを、いつも想像しては楽しんでいました。

「伊織様、顔の角度は四十五度でございます」とか「伊織様、口角は常に上げておかなくてはなりません。私の真似をしてみてください。さぁ」などなど。

　その高鳥さんが、雪名の好みの男性のタイプや、ややＭっ気があることまで調べ上げたんだと思ったら、相当な変態だよな、と想像してみたり。

　伊織坊ちゃまがアビダスに初出勤する日は、使用人一同がハラハラしながら連絡を待っていたんでしょうね。

「伊織様、ファイト！」みたいな感じで。

　そんなやりとりは、もちろんどこにも書けませんが、想像して楽しんでいただければ幸いです。
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